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    　深夜二時を回った頃ころ。


    　埃ほこりが舞う廃工場の一角に、仕立てのよいジャケットを着た四十代くらいの男と、それを守るようにして屈強な男たちが立っている。


    　こんな時間に、彼らは誰だれかを待っているようだ。


    　しばらくすると廃工場内に、二十代であろう若い男たちがぞろぞろと入ってきた。ストリートファッションに身を包んだ者、金髪や赤髪の者、タトゥーやピアスが目立つ者などの中で特に目立っているのがスカジャンを着た異様に大柄な男だった。他ほかの者と比べると、この男だけ年が一回り上のように見える。


    　スカジャンを着た男はバタフライナイフを回しながら歩いてくる。刃渡り二十センチはありそうな大型のものだ。ジャケットの男を守るボディーガードたちは、ナイフに気づいて身構える。


    「おう、待たせちまったな」


    　スカジャン男はバタフライナイフをたたみながら横柄にそう言うと、ジャケットの男は、


    「鰐わに淵ぶちさん、ご無ぶ沙さ汰たしています」


    　スカジャンの男──鰐淵に頭を下げる。この鰐淵という男、裏の世界ではそれなりに名を知られた存在だった。


    「そんじゃ、さっさと済ませようか」


    　鰐淵はにやにや笑いを浮かべながらそう言うと、若い男の一人に黒いビジネスバッグを持ってこさせる。


    　ビジネスバッグを開けると、中には透明な袋に小分けされていた白い粉がたくさん入っていた。バッグの中身をジャケットの男が確認すると、ボディーガードの一人が手にしていたアタッシェケースを開ける。


    　中には大量の札束がぎっしりと入っていた。


    　鰐淵は一歩前に出てアタッシェケースを右手で受け取ると、


    「今回は特別に安くしといてやったからよ。また若いもんに女でも用意してやってくれや」


    　左手ではナイフを振り回しながら言う。


    「鰐淵さんは、若者に慕われていて素晴らしいですね。お仲間が、また増えているじゃないですか」


    　ジャケットの男はそう言って、鰐淵の周りに群がる若者たちに目をやる。


    「こいつら全員、薬が欲しくて集まってきたクズばっかだがな」


    　鰐淵は覚せい剤を餌えさにして、自分の言うがままに動く男を多く引き連れていた。特に若い男を自分の駒にするのは趣味のようなものでもあった。


    　そのときだった。


    



    「ドラッグを街にばらまく悪党どもよ！」


    



    　廃工場の裏口から、やたらと高い声が聞こえてきた。


    「あん!?」


    　鰐わに淵ぶちは怪け訝げんな表情を浮かべ、他ほかの男たちは焦りを見せる。


    「誰だれだ！」


    　ジャケットの男のボディーガードたちは、声のほうに向かう。


    　鰐淵はその場から移動せず、裏口の様子を凝視していた。


    　やがて、ボディーガードのものだと思われる悲鳴が聞こえてきた。


    　突然の侵入者に男たちは身構える。


    　鰐淵はナイフを片手で振り回しながら、こちらに向かってくる侵入者の姿が見えてくるのを待ったが、現れた人物に、呆ぼう然ぜんとしてしまった。


    



    　赤いマントと、赤と白のカラーリングが施ほどこされた装甲を身に纏まとい、顔も鉄仮面で覆おおった男が現れたのだ。


    　それは、まるで特撮ヒーロー番組に登場するヒーローのようだった。


    「なんだぁ？　ヒーローショーでも始まんのか」


    　鰐淵はあまりにも場違いな侵入者に思わず吹き出してしまった。


    「鰐淵さん、あいつのこと知らないんですか!?」


    　その反応を見て、ジャケットの男は焦ったように言う。


    「なに、あいつ有名なヤツなのか？」


    　鰐淵の問いにジャケットの男が答える前に、紅白装甲の男が、赤いマントをはためかせながら、男たちに向かって走りだす。


    　まだ余裕の態度でいる鰐淵と違い、他の者たちは、この異様な男にはっきり恐怖を感じていた。


    　この場にいるほとんどの人間は、紅白の装甲を身に纏った男のことを知っていた。といっても、顔見知りというわけではない。ニュースや雑誌などで報道されているのを目にしたことがあったのだ。その報道の内容を思うと、このふざけた格好をした男を前にして、余裕ではいられなかった。


    



    　だが、男たちが何か行動する前に、紅白装甲の男は動きだす。


    　その速度は普通の人間の速さではない。ジャケットの男の前に、一瞬で到達した。


    　ぶしゅううっと、モーターが回る音とジャケットの男が蹴けり上げられる音が同時に響く。蹴られた男は二メートルほど吹っ飛び、そのまま床に落ちた。


    　何か、特殊な改造がブーツの底に施ほどこされているようだ。吹っ飛ばされた男は、白目をむいている。しばらく目を覚ますことはなさそうだ。


    　装甲男の勢いは止まらず、この場にいる人間たちを次々と蹴け散ちらしながら、鰐わに淵ぶちのほうへと向かっていく。


    「てめえ！」


    　鰐淵はナイフを振り上げて、装甲男を出迎える。


    　装甲男は、迫ってくるナイフを素早くかわすと、鰐淵の手首を掴つかんだ。


    　次の瞬間。鰐淵の手首を掴んだ装甲男の腕から、青白い稲妻のような光が発せられる。それを食らった鰐淵はその場で崩れ落ちてしまう。


    　薄れゆく意識の中で、スタンガンのようなものが装甲男の腕には仕込まれているのだと察した。


    「私の勝ちだな。警察に通報もしてある。ここで全員仲良く、警察が来るのを待っているがいいさ」


    　悪党どもをあっという間に一網打尽にした装甲男は、そう言い残して、その場から颯さつ爽そうと去っていく。


    



    　彼の名は、ベーグロス。半年ほど前から世間を騒がせている本物のヒーローだった。
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    　段ボール箱が無数に散乱している倉庫の一角で、高校生のクズどもがオレを取り囲んでいた。何も抵抗できずに、震ふるえることしかできないでいるオレを見て、彼らはにやにや笑いながら罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせてくる。


    「キモ男」


    「死ね」


    「さっさと脱げよ！」


    　死ねという指示は実行できないので、「脱げ」という命令のほうを嫌いや々いや実行する。クズどもに歯向かうという選択肢は自分の中になかった。上着を脱いで、クズの顔色をちらりと窺うかがう。当然だが、これで納得してくれるはずはなく、シャツを脱ぎ、ズボンを下ろした。


    　パンツ一枚になったところでもう一度クズの顔色を窺う。ただ窺うだけではなく、今度は「この辺で許してもらえないでしょうか？」と目で訴えてみる。だが、オレの懇願を受け入れてくれるようなクズたちではなく、


    「もたもたしてんなよ。さっさとチンコ出せ！」


    　オレにパンツを下ろすように急せかす。なんだって、こいつらは他人のチンコをそんなに見たいのだろうか。オレにはその気持ちがまったく理解できない。だが、仕方ない。理不尽な目に遭うのは慣れている。


    　パンツを下ろすために、ゴムに手をかけたところで、ガガガガガッと荒々しい音が倉庫の外から聞こえてきた。


    　言われるがままにパンツを下ろそうとしているが、できることなら、やっぱりチンコを晒さらしたくはない。


    　ガガガガガッ！


    　音の激しさはどんどん増してくる。だが、クズたちは、この音が気にならないのか、平気な顔をしている。


    　ガガガガガガガガッッ!!


    　──いや、これは流石さすがにうるさすぎるだろ！


    　なんなんだよ、一体!?


    　壊れた拡声器のようにがんがん響く音の主を確認しようと、オレは振り返って目をかっと見開く。


    



    　カーテンの向こうから、ガガガガガッ！　という音が響いていた。


    　枕元に置いてある目覚まし時計を見て、今日も昼過ぎまで寝てしまったことを知る。


    　高校を卒業してから、もう七年が経たつのに、いまだに高校でクズどもからいじめられ続けていたときの夢をよく見る。


    　それでも、あのときの傷はまだ癒いえないでいる。目が覚めると、自分をいじめるヤツの待つ場所へ行かなくてよいことに安あん堵どした。


    　以前に心理学の本で読んだことがあったのだが、悪夢をよく見るのは、ある種の防衛本能だという説が唱えられているらしい。現実生活がつらい人間は、夢の中でいやな体験をすることで、現実のほうがまだマシだと考えるようだ。確かに、二十五歳になったオレの日常は決して恵まれたものじゃない。


    　天井がみしみしと音をたて、照明が揺れている。ここ何日か、ガガガガガッと、音を立てて近所でガス管の工事が行われている。調ちよう布ふ駅から徒歩十四分の場所に建つ築四十年を超えたボロアパートは、工事の振動の影響をもろに受けてしまう。本棚の上に並べられたヒーローや怪獣のフィギュアたちも小刻みに揺れている。しっぽが支えになる怪獣はともかく、二本の脚で立っているヒーローは工事の振動でぶっ倒れてしまいそうな弱々しさを感じる。


    　家賃二万七千円。お世辞にも住み心ごこ地ちは良好とは言えないこの四畳半のアパートが、今のオレ──高たか寺でら一いち郎ろうの根城だ。


    



    　悪夢から解放されたオレは布ふ団とんから出ずに、スマホをいじりだす。暦のうえでは明日から四月になるが、まだ暖かい気温とは言えないし、眠気も残っている。二度寝に移行しようかと少し悩んだが、仮面ライダーの映画をネット配信で観みることにした。昨日も、その前の日も昼ひる頃ごろに起きては仮面ライダーやウルトラマンなどの特撮ヒーロー物をスマホで観ていた。動画の視聴をおおいに妨げることになる道路工事の騒音に、いらっとしながら。


    　オレの苛いら立だちを工事現場のおっさんたちが知ったら、「毎日、昼間からのんきに動画配信を観ているようなヤツに文句を言われる筋合いはない」と怒るだろうか。


    　しかし、言い訳させてもらうと、オレが毎日のように真っ昼間からヒーロー物を観ているのは遊びじゃない。これも仕事の一環なのだ。


    　オレは、特撮雑誌や特撮ニュースサイトなどで記事を書く特撮ライターとして活動しているのだ。記事を書くためのネタ探しにこうして毎日特撮作品の鑑賞をしている。仕事熱心な若者だ。


    　大事な仕事の途中だったが、トイレに行きたくなり、オレは布団を出る。


    　そのまま、玄関のドアを開け自分の部屋からも出ていく。


    　階段を下り、一階にある共同トイレへと向かう。トイレは共同、風ふ呂ろはなし、ドアの建てつけまで悪い。地元の茨城だったら、今と同じ家賃でもトイレや風呂が付いた部屋は見つけられるはずだが、東京ではこれでもお得な物件であるらしい。


    　オレの住む２０１号室からだと、トイレに行くためには、わざわざ階段を下りないといけない。せめて二階にもトイレを設置してほしいものだ。二階にもトイレを作ってくれたら家賃を千円……いや五百円くらいなら上乗せしても許すから。


    



    　共同トイレの前に男が立っていた。二十代前半くらいのその男はビデオカメラをトイレのドアに向けている。


    　変態野郎だったら、警察に通報すればよいのだが、彼は別に変態ではない。トイレのドアが開き、まだ十代だと思われる若い男が飛び出してきた。


    「ひ、人が死んでる！」


    　若者は、カメラに向かって思いっきり叫ぶ。


    　カメラを持った男は、しばらくの間、カメラを回し続けている。


    「はい、カット！」


    「……あの、トイレいいですか？」


    　オレは遠慮気味に、カメラを持った男に声をかける。


    「ごめんなさい。どうぞどうぞ」


    　トイレに入るが、もちろん、中に死体など転がっていない。カメラを持っていた男はこのアパートの住人で、室むろ井い雄ゆう介すけという。室井は映画監督志望なのだ。


    　昨年、全国のレンタルショップにも並んだホラー物のオムニバスドラマ『呪のろいの怖い物語』に、室井の撮った短編ホラードラマも一話収録された。自主映画の上映イベントで知り合ったプロデューサーに気に入られて、オファーを受けたらしい。


    　室井は「ようやく、僕もプロになれました！」と、たいして親しくもないアパート中の住人にホラードラマの宣伝をして回っていた。デビューと言っても十五分にも満たない短編一本だけだったし、出演者も全員無名の人ばかりだった。この程度のことで大騒ぎしてしまう室井をオレは内心小馬ば鹿かにしていた。オレだったら、この程度の成功で自信満々な表情を浮かべたりはしない。


    　その後、彼が商業作品を撮ったという話は聞いたことがない。平均か、平均以下のルックスの男女をアパートに連れ込んでは、こうやって自主映画の撮影を行っている。彼の商業デビュー作品はたいして話題にならず、活躍の場は自主映画のみの環境に元通りというわけだ。


    　小便を終えてトイレから出ると、室井と役者の若者は何やら談笑しながら待っていた。


    「お待たせしました」


    「いえ、こっちこそ、すみません」


    　オレはそのまま自分の部屋に戻ろうとしたが、


    「高たか寺でらさん」


    　室井に呼び止められた。


    「はい？」


    「高たか寺でらさんはライターの仕事をしてるんですよね？」


    「ええ、まぁ」


    　言うつもりはなかったのだが、室むろ井いから自分の作品がビデオレンタル店に並ぶことを自慢げに報告されたときに、「自分もライターの仕事をしてるんですよ」とうっかり漏もらしてしまったのだ。それを聞いた途端、室井はオレを尊敬の眼まな差ざしで見つめてきて、その瞬間は心ここ地ちよかった。しかし、気持ちよかったのはほんの一瞬だけで、翌日から何度も自分の商業デビュー作を雑誌で紹介してくれないかと売り込みに来られて、非常に面倒くさかった。


    「前にも話しましたけど、特撮物……ヒーローや怪獣が出てくる作品限定で記事を書いてます」


    　室井の撮った短編映画は、殺人鬼が人を襲うホラーで、オレの書く媒体では扱えないと説得済みだ。


    「だけど、そこまでジャンルを限定しちゃうと、食べていくの厳しくないですか？」


    「まぁ……でもなんとか、ぎりぎりやっていけてはいますよ」


    「そうですか。お互い頑張りましょうね」


    「ですね」


    　特にこれといった用件もなかったのか、あっさりと会話は終わった。こっちも別に室井とおしゃべりを楽しむつもりはなかったので、軽く頭を下げると、部屋に戻って仮面ライダーの続きを観みようと階段へと足を進める。


    　……二段、三段と階段を上がったところで、室井たちの会話がかすかに聞こえてくる。気になったオレは、足を止めてみた。


    「ああいうふうに、自分の芸の幅を狭せばめちゃうと、仕事も全然なくなっちゃうんだよ」


    　室井の冷笑する声。


    「特撮ライターとしてだけで生活できているわけじゃないんですか？」


    「僕も彼の名前で調べてみたけど、出てきたのは『特撮円盤』っていうサイトの記事ばかりさ。とても生活できるようなお金を稼いでいるとは思えないね」


    「そうなんですか」


    「だから、君も役者として生きていきたいんなら、変に意地になって、自分はこういうジャンルの作品にしか出ないなんてことは言わないようにするべきさ。本気でプロになりたいのなら貪どん欲よくにどんな役でも全力で挑め。そうしないと、彼みたいになっちゃうぞ」


    「はい！」


    　……このアパートに住んでいる人間に成功者などいない。売れないライターと、一本だけ商業作品を撮ったことがある監督の他ほかにも、テレビで一度も見たことがないお笑い芸人、何浪目に入っているのか知らないがえらく老け顔の浪人生、売れない舞台俳優、借金取りから逃げ回っている男などが暮らしている。社会の底辺で生きる人間が集まる掃はき溜だめのような場所だった。


    　オレだって、お金があれば、もうちょっとマシな所で暮らす。室むろ井いも監督だけで生活できているはずない。それなのに、オレは成功者でない人間にまで見下されていた。


    　自分の部屋に戻ったオレは仮面ライダーの続きを再生するのはやめて、ノートパソコンの電源を入れる。先ほど、室井に思いっきり馬ば鹿かにされた特撮ニュースサイトを開く。特撮に関する記事だけがまとめて読めるサイト『特撮円盤』。ここに掲載する記事を書くのが、オレのライターとしての活動の中心だった。


    　室井に見下された悔しさが、執筆のモチベーションを高める。話題になる記事を書いて書いて書きまくって、売れっ子のライターになってやる。オレを馬鹿にしたことを四流監督に後悔させてやるんだ──と、鼻息荒くパソコンに向かったのだが、ネットがつながったパソコンは誘惑が多い。ついつい有名人のＳＮＳや動画サイトを閲覧したりしてしまう。


    『ベーグロス、またまたお手柄！』というタイトルでアップされていた動画が目に止まった。再生してみると、中年の男性アナウンサーが真顔でニュース原稿を読み上げている。


    「本日未明、覚せい剤の密売グループが、一般人の通報によって一斉検挙されました。警察の発表によると、容疑者たちはベーグロスにやられたと供述しているそうです」


    　アナウンサーの後方にあるモニターには、特撮番組に登場するヒーローのような格好をした男が映し出されている。


    「どうやら、またベーグロスが現れたようですね。この件どう思われますか？」


    　アナウンサーが、コメンテーターとしてスタジオに座っている男性タレントに聞く。


    「いいことなんじゃないですか。僕は、ベーグロスのファンなんですよ」


    「私も、ベーグロスはかっこいいから、好き！」


    　並んで出演していた女性アイドルも賛同する。


    　──ベーグロス。


    　半年ほど前に、人質を取ってコンビニに立たて籠こもっていた強盗を、ヒーローの格好をした男が華麗に倒すのが生中継されるという衝撃の事件があった。一般人が強盗をやっつけただけでも話題性は充分なのに、そのうえヒーローの格好というインパクトだ。マスコミはこの事件を大々的に取り上げた。


    　ベーグロスは強盗を倒したあと、正体を明かすこともなく、その場を颯さつ爽そうと立ち去ってしまった。


    　そして、ベーグロスはその後も時折出現しては、犯罪者を倒していっている。テレビも雑誌もネットも、ベーグロスの話題は大きな関心を集め続けている。


    　今回の事件も、またしばらく世間を騒がすことになるんだろうなと思いつつ、オレは現実世界に出現した正義のヒーローを伝えるニュースとは比べ物にならないくらい、世間からの注目度が低い特撮サイトの記事の執筆に戻る。


    　特撮円盤は、一記事につき八百字以上の文字数で、特撮にまつわる内容だったら基本的にはなんでもＯＫという自由なサイトだ。ニュースサイトと言いつつも、コラムや作品のレビューのようなものでも受け付けてくれるので、毎日記事を書かせてもらっている。


    　ただし、その原稿料は驚きの一本三百円……。ガチャポンを一回まわしたら、終わってしまうお値段だ。オレは最低でも一日に三記事は書くようにしているので一か月で二万七千円ほどの稼ぎになる。室むろ井いの言う通り、とてもじゃないが、これだけで食べていくのは不可能だ。もちろん、このサイト以外で原稿を書くことだってある。書店の特撮本コーナーに並ぶ雑誌やムックの記事も書く。それらの書籍はネットニュースと比べて十倍以上の原稿料をくれるが、執筆依頼は滅多にこないし、自分のような新人ライターは無記名にされてしまう。


    　オレは書棚に手を伸ばして、自分の書いた原稿が掲載されている特撮雑誌を手に取る。田た村むら健けん作さく、秋あき山やま徹とおる、ビオランテ平ひら本もと、斎さい藤とうエース、村むら井い太た一いち……オレと違ってしっかり名前が表記されている人たちの名前を羨うらやましい気持ちで眺める。そして、その名前の中に、オレをこの世界に誘った男、水みず原はら雅まさ人との名前もあった。


    



    　高校を卒業し、地元のＦランク大学に入学したオレは、そこで水原と出会った。


    　特撮サークル『ブラック・スター』の会長を務めていたのが水原だった。高校時代に出会った友達の影響もあって、オレは特撮ヒーロー番組に興味を抱いだくようになった。特撮サークルという響きに心惹ひかれて、部室の戸を叩たたいたのだ。


    　結果、中学高校では、友達を作るのにあんなに苦労したのが嘘うそのように、大学ではすぐに友達を作ることができたのだった。


    　大学は自分にとって心ここ地ちよい場所だった。受けたい講義を自分で選び、時間になったら教室に行き、それが終わったら、また次の講義が始まるまで部室で時間を潰つぶす。大学とはこんなにのびのびしたところだったのかと驚いた。


    　水原はオレより学年が二つ上だったが、卒業後もサークルには頻ひん繁ぱんに顔を出した。彼は学生の頃ころから特撮雑誌に寄稿していたが、卒業後は上京して、茨城にいた頃の何倍も雑誌で名前を見かける機会が多くなった。更に彼が立ち上げた特撮ニュースサイトは特撮ファンのあいだで人気となり、サークルのメンバーに「記事を書けば、数百円程度だけどギャラも払うよ。やってみないか」と声をかけた。


    　三百円は安いように思えたが、オレはお金以上に、自分の名前で書いた記事が多くの人の目に触れることに魅力を感じて、たくさん原稿を書くようになった。


    　四年生になり、就職活動もせずにぶらぶらしていたオレに水原は、


    「東京に来ないか？　東京にはチャンスもいっぱいあるぞ」


    　と言ってくれた。サイトで入ってくる利益は一つの記事につき千円以下だから、サイトの運営費も考えると、ライターに払えるのは三百円が限界とのことだった。だが、東京に行けば水原のようにネットの記事を書くより大きい仕事も取れると思った。


    　水みず原はらは東京で仮面ライダーやウルトラマンシリーズの監督やプロデューサーと会うことがあった。そこでできた縁をチャンスにして、地方局で放送された特撮ヒーロー番組の脚本を書いたことまである。オレも東京に行けば、彼らに出会って、水原のようにヒーロー物の脚本が書けるかもしれない。どうせなら、企画も自分で作って、オリジナルのヒーロー物の原作者になりたい。


    　──それが、オレの夢となった。


    



    　そして、夢を持って上京してから早三年が過ぎた。


    　工事の音もやんだ頃ころ、三時間ほどかけて特撮にまつわる記事を二本書いたところで、オレは一度立ち上がって、背伸びをする。六百円分の労働をした達成感はあったが、こんな生活を始めて三年も経たつと、一日の収入が九百円のライター生活をいつまで送り続けるのだろうかという思いを抱いだかずにはいられない。好きなことを仕事にしている水原を羨うらやましく思ったが、やりたいことをやるには自分の意思だけではどうにもならないことが多すぎる。


    　上京してまだ数か月の頃、呑のみ会の席で水原に紹介してもらったプロデューサーに、自作のヒーロー物の構想を聞いてもらったことがある。いくつかの構想の中で一番自信のあったものを話してみたのだが、「それって、過去にあった番組の焼き直しだよね」「設定ばかりにこだわって、キャラに魅力がなさそう」と厳しい感想を次々と伝えられた。


    　それがショックで、今まで以上にヒーロー番組を観みて、特撮円盤の記事を書きながら、もっとよい作品の構想ができるように勉強しようと考えるようになった。高校では否定的な言葉を投げかけられるのが日常茶飯事だったが、大学生になってからは人から面と向かって批判されることはなくなっていたので、ダメージが大きかったのだ。


    　特撮円盤は基本的にどんな内容の記事を書いても没にならない。それをいいことに読むに耐えない記事を量産しているライターも中にはいたが、オレは将来作るべきオリジナルヒーロー物を完成させるまでの修業という気持ちもあったので、いつも真剣に書いていた。


    　真剣に仕事をすると脳が糖分を欲する。甘いお菓子を食べたい……だが、お菓子なんてのは食うに困らない生活が実現できてから買うべき嗜し好こう品だ。我わが家にはそのような余裕はない。普段のオレは、ご飯のおかずはふりかけ、モヤシ炒め、シーチキンのローテーションで回している。特にシーチキンの日はちょっと贅ぜい沢たくな気分を味わってしまうようになった。


    　だが、明日は珍しくシーチキンを遥はるかに超す贅沢をする予定が入っていたので、この五日間は節約のため、スーパーの特売で買った袋入りのチキンラーメンを、お湯をかけずに生で食していた。生で食べるチキンラーメンは、普通に食べるよりも味が濃い上に、腹にすぐ溜たまる。だから一袋の半分に満たない量で、満腹になることが可能なのだ。この食べ方だと、一袋で一日分の食事が賄まかなえる。


    　チキンラーメンをちびちびと生で食しているような人間の家でお菓子を探すのは、ネス湖でネッシーを探すより望み薄な気がする。案の定、お菓子の姿は見当たらない。


    　無益な行為を続ける中で、書棚の上に仮面ライダーやウルトラマンとともに並べられている「それ」が目に入った。


    　布と紙粘土で作られたヒーローの人形。


    　──キモイマンだ。


    　八年前──高校二年生の春、オレはこのヒーローに変身して、クズどもと戦ったんだ。そのことによって、オレの人生は劇的に変わった。


    　オレをいじめていたクズどもと戦った翌日から、いじめがなくなったのだ。


    　オレは最初わけが分からなかった。だが、クズどものやっているＳＮＳをチェックすることによって状況を理解した。いじめの首謀者だった鈴すず木きに従っていた連中は、彼の言うことを聞けば毎日が楽しくなるものだと信じていた。だからこそ、オレをいじめるのも喜んで協力していた。だが、彼らは、キモイマンにやられたことで、鈴木に不信感を抱いだいてしまったのだ。鈴木の言うことを聞いていたせいで、得体の知れない全身タイツの男にぼこぼこにされたんだと逆恨みするようになっていたのである。


    　クズどもが仲なか違たがいしてくれたおかげで、オレへのいじめは終わった。


    　だが、それ以上にキモイマンになって嬉うれしかったのは、友達ができたことだ。


    　ヒーローが大好きな小学四年生の女の子、坂さか下した聖ひじり。オレのことをヒーローのような立派な人間だと勘違いした彼女に流されるまま、オレは手製のスーツを製作し、ジャスティスターとしてヒーロー活動をすることになった。そう、最初はジャスティスターという名前だったんだ。紆う余よ曲きよく折せつあってキモイマンとなるわけだけど……。


    　ともかく、ヒーロー活動を始めたのはいいが、体力も精神力もヒーローとは程遠いオレは、正義のヒーローらしく悪と戦い続けることはできなかった。一度は聖から「あんたなんか、ヒーローじゃない！」と厳しい言葉まで投げかけられた。


    　だが、その後、オレが聖のサポートなしで一人戦うことを決意したことを知った彼女は、オレを助けるために、奔走してくれた。それからは、聖の話に無理に合わせてヒーローの格好にならなくても、普通におしゃべりをしたり遊んだりできる友達になれた。


    　聖がキモイマンの正体としてオレのことを紹介したことがきっかけで、隣町の高校に通うヒーローオタクの高校生、畑はた山やま秀ひで樹きとも仲良くなった。畑山はオレが変身したキモイマンに憧あこがれて、自みずからの意思でヒーローになったこともある。キモイマンの正体がオレみたいなヤツだと知ったらがっかりされてしまうのではと心配だったが、「正義を愛する者同士、仲良くやっていきましょう！」と、ノリノリで握手を求めてきた。


    　小学生の聖や、別の高校に通う畑山と仲良くなれたこともよかったが、同じ学校におしゃべりできる相手ができたのも大きかった。


    　坂下優ゆう花か。聖の姉だ。はじめは、オレは彼女にたいしてよい印象はまったく抱いだいていなかった。自分もクラスで無視をされているくせに、オレのことを見下している嫌いやな女に違いないと思い込んでいたからだ。


    　だけど、その誤解が解けたとき、オレは坂さか下したの胸で大泣きした。女子高生とそんなことができたなんて、今考えると貴重な経験だった。


    　その後、坂下とはもっともっと親しくなるんじゃないかと期待もしたのだが、教室で会っても、たまに会話をするくらいで、一緒に遊んだりするような仲にはならなかった。坂下と話をする度たびに、あの夜のことを思い出してしまい、なんだか照れくさかったのだ。


    　しかし、そんなにべらべら話をするような仲じゃなくても、オレにとって坂下は貴重な友達だった。だから、大学もできれば同じところに行こうかと考えたりした。しかし、それまでは気にしていなかったが、坂下の学力は自分より遥はるかに上だった。通っている高校が違う畑はた山やまの学力についてもまったく情報は持っていなかったが、坂下から「畑山くんと同じ大学を受けようと思っているんだ」と聞いたとき、馬ば鹿かなのはオレだけだったのかと落ち込んだ。二人は東京のＡランク大学に見事に受かり、彼らとばらばらになることで、大学ではまた一人になってしまうのかなと怖い気持ちもあった。


    　だから、すぐに仲間が見つかって本当によかった。大学でできた友達は、オレの特撮趣味が縁で作ることができたので、高校に続いて、キモイマンになった経験が生んだ成功といえる。


    



    　社会人となった今は、貧乏で、物書きとしての知名度もないが、「大丈夫。あのときみたいに悪い環境もいつかは変わる」と思うことにしている。


    　ぱちんと、オレはキモイマン人形に手を合わせる。仏壇や神棚もないこの部屋において、キモイマンが御神体のように、オレを見守ってくれている。


    　最初はいやいやだったけれど、キモイマンになったことで、オレは地獄から抜け出せた。オレの人生において、もっとも大事な時間は、キモイマンとして過ごした日々だったんじゃないかと今では思っている。あの頃ころの輝きを今の自分も取り戻さねば。


    　キモイマン人形は、販売されているヒーローのフィギュアと比べたら、クオリティーは低い。だけど、この人形は、どんなヒーローのフィギュアより大切なオレの宝物だ。


    　世界に一つしかない、手作りのキモイマン人形をオレにくれた友達と、明日会うことになっている。


    　メールや通話でやり取りはしていたが、会うのは三年ぶりだ。


    　彼女と会うために、この数日はつらい節約生活を送っていたのだ。


    



    ☆


    



    　新しん宿じゅくアルタの前に到着したのは十二時五十分を回ったところ、待ち合わせの十分前だった。


    　茨城県の片田舎からやって来る人間に気を遣って、待ち合わせ場所のど定番スポットでオレは彼女がやって来るのを待つことにした。


    「しかし……あの聖ひじりが、もう大学生かぁ」


    　時が経たつのは本当に早い。出会ったときは十歳の小学生だった聖が、十八歳になり、この春からは東京の大学に通うために、上京したのだ。


    　小学生からすれば、高校生男子は立派な頼れるお兄ちゃんに見えることもあったのだろう。できることなら、このまま何年も、オレのことを慕い続けて、仲良しでいてくれたら最高だ……そんな思いを抱いだきつつ、聖と接していた。その願い通り、彼女は中学生になり、高校生になり、大学生となって上京してくる今日まで、オレの友達のままでいてくれた。


    　奇跡、だと思う。


    　思うのだが、しかし、奇跡にも人間は慣れるのだなと、最近は思う。可愛かわいらしい女友達がいる。寂しいときに電話をかければ、長い時間会話に付き合ってくれるし、メールの返事も速いし丁てい寧ねいだ。


    　だが、気がつくと、聖と話をしたり、メールをすることを当たり前のことのように感じている自分がいた。


    「お待たせっ！」


    　元気な女の子の声がこちらに向かって飛んできた。


    「待った待った、二十四秒も待った」


    　オレの隣に立っていた男はそう言って笑い、女の子のほうへ足を踏み出す。オレの目の前で二人は手をつなぎ、歩いていく。


    　待ち合わせ場所のど定番スポットでは、多くの恋人を目撃する。その度たびに、羨うらやましいなと思う。女友達がいる幸せだけではいつまでも満たされない。恋人が欲しいという気持ちで苦しくなるのだ。


    　友達もいないし毎日いじめに遭っていた頃ころは、いじめがなくなり、友達ができれば、幸せに過ごしていけるものだと考えていた。だけど、そうじゃなかった。一つの欲求が満たされれば、また次の欲求が生まれてきて、幸せとは感じられないようになる。


    　高校でのいじめがなくなった直後は、それだけで学校が天国になったように感じた。最初の数週間は学校に通うのが楽しくて仕方なかった。だけど、いじめられない幸せにも気がつけば慣れてしまい、恋人ができないといった不満や、もっとクラスの中心になって目立ちたいとか新たな欲が湧わいてきてしまう。


    　特撮ライターの仕事だってそうだ。はじめのうちは、自分の名前で書いた記事が掲載されているのを目にするだけで嬉うれしかったのに、今では、安いギャラで、注目度もほとんどない記事を書き続けている自分に落ち込んでしまう日々だから……。


    



    「一いち郎ろうにいちゃんっ！」


    　幸福感のない日々のことを思い、暗い気持ちになっていたオレの耳に、心をくすぐるような女性の声が飛び込んできた。


    　──聖ひじりだ。


    「あっ」


    　電話やメールは何度もしていたのに、いつの間にか目の前に立っていた笑え顔がおの彼女を見たら、オレは驚きの声を漏もらし、それから、唾つばをごくんと飲み込んだ。


    　茨城から上京する前──三年前に会ったときより髪はほんの少し伸びている。ぱっちりした目、鼻筋はぴーんと通っていて、細くとがったあご、触り心ごこ地ちがよさそうな頬ほお、そしてそれらがバランスよく収まっている顔。八頭身とまでは言わないが、まるでモデルのような体。健康的な脚がホットパンツから元気に飛び出している。


    　特別に大きいわけじゃないが、ひけめを感じるほど小さくもない胸の膨らみもレモン色のワンピースの上から確認できた。


    　一言で言ってしまえば、聖はオレの記憶より、ずっとずっと可愛かわいらしい、素敵な女性となっていたのだ。


    　十分ほどのあいだに、何人もの恋人同士がここで待ち合わせするのを見ていたが、マジで聖が一番可愛いんじゃないか？
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    「一いち郎ろうにいちゃん、どうしたの？」


    　感慨深げに黙り込んで、聖ひじりのことを見てしまっていた。


    「い、いや、久々だったから見み惚と……」


    「みと？」


    「み、水み戸と！　聖と街中で会ったら、新しん宿じゅくが水戸に見えたんだ！」


    　水戸。茨城県の県庁所在地であり、映画館やマニア向けのホビーショップ、大きめの書店などもあるその町には、聖が中学生になったときに一緒に行ったことが何度かあった。


    「新宿が水戸に見えちゃうなんて、凄すごいスケールダウンだよ！」


    「上京したてのくせに、さっそく地元をディスりやがったね」


    「ディスってるんじゃないもん。ただ事実を述べただけ」


    「そうかい、そうかい」


    　久々に会って早々に、茨城と東京の比較トークなんて不毛な会話を続けていても仕方ない。


    「聖は、お昼まだだろ？」


    　聖はうん、と頷うなずく。


    「茨城にはない、素敵なお店に連れてってやる。聖の上京祝いだ」


    　そう言って、オレは歩きだす。


    　さっき目の前で見た恋人たちのように、手でもつないで歩けたらという気持ちも、ほんの少し抱いだきつつ。


    



    　だが、手をつながなくても、聖と一緒に歩いているだけで、行き交う人々のこちらを見る目がいつもと違うように感じられてしまうのは気のせいだろうか？


    　ホットパンツから飛び出した脚で健康的な筋肉を見せつけるように歩いている美女が注目されるのは当然だが、隣を歩いているオレのことも、じろじろ見られているような気がする。


    　特に男からは羨うらやましい目線で見られているような……これって自意識過剰か？


    「聖は、いつもこんな気持ちいい思いを味わってんのか」


    　思わずオレは、感想を漏もらす。


    「え、どういうこと？」


    　みんなから、きらきらしたものを見るような目で見られている張本人はまったく自覚なしのようだ。こんなに見られているのに気づかないものなのか。これが日常だからなのか？


    　中学生の聖と水戸を歩いたときは、こんな気持ちは味わえなかった。中学生になった聖はもちろん可愛かわいかったが、まだ女性としての可愛さというよりも、子供としての可愛らしさが勝っていた。周囲も、大学生と中学生が一緒になって歩いている光景を見ても、兄妹きようだいにしか見えなかっただろう。オレも、異性として聖を見てはいなかった。


    　だが、今ならオレは聖を異性として見れるし、周囲も兄妹ではなく、恋人同士が歩いているように見ている気がした。


    「東京はもう慣れた？」


    「こっちに来て、まだ三日だよ。そんなに私の適応力は高くないから」


    　大学の準備だってあるだろうに、上京してすぐにオレに会いに来てくれたことが嬉うれしい。


    



    　アルタから十二分ほど歩いて、目的地に辿たどり着いた。


    「ここのビルの二階だよ」


    　チェーン店のうどん屋さんが一階にあるビルの階段を上がると、特撮バー『スマートブレイン』がある。ここは特撮好きが集まるカフェ＆バーで、ドアを開けると、お店中に所狭しと並べられたヒーローの玩おも具ちややフィギュアが視界に入り、聖ひじりは目を輝かせた。


    「うわ～!!　円つぶら谷や物も、東とう映えいも東とう宝ほうも！　ピープロや宣せん弘こう社しやのヒーローもいっぱいだぁぁっっ!!」


    　見た目は大人の女性らしくなっても、ヒーローを見ると自然とはしゃいでしまうところはちっとも変わっていない。


    「さっそく喜んでくれてよかったよ」


    　オレは、女性を喜ばせられる場所に案内できるセンスや情報を持ち合わせていない。だが、聖という女性限定だったら、喜んでもらえそうな場所をいくつも知っていた。ここは、その一つだった。


    　お店に設置された液晶ビジョンでは、『ウルトラマングレート』が流れている。案内にやって来た店員の女性を見て、聖が声を上げる。


    「あ、仮面ライダー龍りゆう騎きのベルト！　それも大人用の!!　八万円くらいしたやつだ。私も欲しかったんだぁっ」


    　涎よだれを流しそうな勢いでベルトを凝視する聖。普通のお店の店員さんだったら、ドン引きだろうが、こういうお客にも慣れているのだろう。


    「変身っ！」


    　店員さんは、聖の目の前でライダーの変身ポーズを取ってくれた。


    「ひゃうっ！　お姉さん、かっこいい!!　仮面ライダーファムみたい！」


    「ありがとうございます。お席は、あちらでよろしいですか？」


    　窓際の席を案内してくれた店員に、


    「はい。お願いします！」


    　聖は惚ほれ惚ぼれするような声で答えた。


    



    　席に着いたあとも、聖はしばらく周囲の様子をきょろきょろ見回していた。


    「パワーレンジャーのフィギュアだ！　ビマとアザゼルもいるぅぅっ！」


    「聖ひじり」


    「あそこに飾ってあるのは、ヘリオスソードじゃん!!」


    「聖ちゃん～」


    　……ヒーローオタクとして、グッズに夢中になるのは分かるけど、三年ぶりに会う友人に目もくれず盛り上がられてしまうのは、ちょっと寂しいんですが。


    　いじけてしまうオレのほうに、聖が突然顔を向けて目が合った。


    　改めて、はっとしてしまうほど綺き麗れいな顔立ちだと思った。


    「ありがとう、一いち郎ろうにいちゃん！」


    　聖は笑えみを浮かべて、そう言った。


    「え、何が？」


    「こんな楽しいところに連れてきてくれて、だよ！」


    　おぉっ、なんて眩まぶしい笑え顔がおだ。


    「……本当に、聖は変わらないな」


    「何が？」


    　不思議そうに首を傾かしげる聖。


    「好きなものを前にしたときのテンションとかが」


    「三つ子の魂百まで、だね。だけど、そんなの、誰だれだってそうでしょう？」


    　そう言って、聖はメニューを開く。


    「そうか？　変わっちゃう人のが多いと思うけど」


    「一郎にいちゃんだって、あの頃ころのまんまだよ」


    　メニューとオレの顔を交互に見ながら、聖は言う。


    　あの頃のまんま……、聖の言うあの頃がどの頃のことを言っているのか分からないが。はじめて会ったとき、おまえはオレをヒーローのように思っていたんだぜ？


    　メニューを楽しそうに眺めている聖を見ながら、さすがに今のオレをヒーローのように見ているなんてことはないよなと考える。


    　キモイマンになることをやめたオレと聖の関係は、ヒーローと少女から、対等な友人関係になった。小学生女子と高校生男子で対等な友人関係というのも奇妙な話ではあるが、そうとしか言いようがない。


    「ねえ、パン丼だって！」


    　聖がはしゃいでメニューをこちらに近づけてくる。このお店では、特撮番組やキャラクターにちなんだドリンクや料理がたくさん用意されている。パン丼というのは、『ウルトラセブン』最終回に登場した全身真っ赤な怪獣パンドンがモチーフのメニューで、唐とう辛がら子しの効いた赤い激辛カツが載った丼だ。


    「聖は辛いの大丈夫だっけ？　スカイ丼やテレス丼のが食べやすいかも。怪獣総進撃セットは、おかずやデザートもたくさん付いてきてお得だよ」


    　聖ひじり相手なら、いちいち料理の元ネタを解説する必要もないだろう。


    「じゃあ、テレス丼に決めた！」


    　ハムカツと海の苔りを使って、地底怪獣テレスドンの顔を表現した丼メニューでお値段は七百円だった。普段のオレなら七百円あれば自炊で三日分の食事を賄まかなえる自信はあるが、このお店のご飯ものでは比較的安いほうのメニューだった。


    　何を頼んでもいいんだぜという顔をしてすすめてはみたが、千四百円もする「怪獣総進撃セット」を注文されなくてよかった……。


    「ＯＫ。飲み物はどうする？」


    　聖はまだ未成年なのでソフトドリンクの中でのおすすめは……この場合のおすすめポイントは味よりも、特撮オタク的に楽しめるということだが、


    「バイオライダーの液状化ソーダか、本ほん郷ごう猛たけしコーヒーでどうだ？」


    「じゃあ、バイオライダーで！」


    　バイオライダーの液状化ソーダは四百円。普段は水道水か、水出し麦茶しか飲まないオレには一杯四百円のソフトドリンクなんて馬ば鹿か馬鹿しいと思うが、外で飲食する場合はこれくらい仕方ないよな。


    　オレも一緒にソフトドリンクを頼んだ。お酒は呑のめないことはないのだが、まったく強くない。ビールを二杯も呑めばかなり酔っぱらってしまうのである。呑みの席ならともかく、未成年の聖と一緒なら、アルコールを摂取しなくてもいいだろう。


    　ともかく、メニューが決まり、これでようやく落ち着いて話ができる。


    「大学は、来週からだっけ？」


    「うん！　入学式、楽しみ」


    「入学式に楽しみな要素なんてあったっけ？」


    「え、楽しくない？」


    　どうだろう。オレは知人がいない新しい環境に、ただただ不安だったが、それなりにコミュ力があって、高校時代を楽しく過ごせた人間には入学式って楽しいイベントなのかもしれない。


    「坂さか下した聖は、すべての生徒と友達になる女だっ！」


    　そう言って、ポーズを決める聖。


    　すべての生徒と友達になることを目的に転校してきた高校生が仮面ライダーに変身する作品がある。聖の中では新たな学園生活の始まりといえば、真っ先にその番組を思い浮かべてしまうのだろう。


    「すべての生徒は無理だろうけど、聖なら友達がたくさんできそう」


    　大学でなら、オレだって、そこまで苦労せずに友達を作れたので、そう思った。


    「そうかな？　そうなるといいなあ！」


    　目の前で微笑ほほえんでいる素敵な女性を見ながら、オレは聖ひじりと出会った頃ころに想像していた夢を思い出さずにはいられない。


    　駄菓子屋の裏で同級生の少女たちから万引きを強要されているのを見て、オレが助けに入ったのが聖との出会いだった。助けに入ったオレへの感謝から、彼女はオレを慕うようになった。


    　その後、聖はオレから離れることなく高校生になり、そして大学生になった。人に好かれることに自信を持てないオレだが、ここまで関係が続けば、もう聖から絶交されるようなことはないと思える。


    　ただ、恋人という関係にステップアップできるかどうかというと……。


    「なぁ、聖」


    「なあに？」


    「おまえは、まだ彼……」


    「カレ？」


    　彼氏とかいないんだよな？　と聞きたかったのだが、


    「……カレンダー買ってない？　この間出た、シャンゼリオンのやつ」


    　出会ってから八年、特撮やヒーローの話以外ほとんどしていないので、恋バナなんてできない。


    　聖からも、そういう話はしてこないので、彼女に恋人はいないと思いたいが……。


    「あぁ、この時代になってシャンゼリオンのスクールカレンダーが出るなんて、私の大学デビューのために出たような商品だよね！」


    「うん。だから、買ったのかなぁと思って」


    「欲しかったけど、今年はもうカレンダー、十種類以上買ってるからなぁ。悩むよ」


    　会話をしながら、ふと周囲の様子を窺うかがうと、斜め後ろのテーブルを囲んでいる男性グループの一人と目が合った。


    　あんな可愛かわいい子を連れてきて楽しそうにしてていいなぁという顔をしているように、オレには見えた。きっと、オレと聖が付き合っているものと思っているに違いない。


    　だが実際には、オレと聖はただの特撮友達であり、オレは年齢イコール彼女いない歴の非モテ男である。


    「あ、そうだ。これ買ったよ！」


    　聖が、バッグから『ウルトラ怪獣パーフェクトガイド』という本を取り出す。


    「あ、それは」


    　ぱらぱらと本をめくり、あるページのところを開く。


    「この記事書いたの一いち郎ろうにいちゃんでしょう？」


    　それは一ページ五千円のギャラでオレが書いた記事だった。だけど、


    「……よく分かったね」


    　この記事は、執筆者が無記名になっている。それでも、聖ひじりはオレが書いたものだと分かってくれた。


    「うん。文章の癖くせとか、怪獣への愛情あるアプローチの仕方ですぐに分かった」


    　聖はそう言って、出会った頃ころのように、憧あこがれの眼まな差ざしでオレを見つめてくれた。


    「ヒーローについてかっこよく書ける若いライターはたくさんいるけど、怪獣についてこんなふうに魅力的に書けるのは一いち郎ろうにいちゃんだけだよ」


    「さんきゅ」


    　特撮円盤に書いた記事も、聖はいつもそう言って褒ほめてくれた。オレは聖と出会ってから特撮にハマりだしたが、それまでずっと人生が負けっ放しのやられ役だったせいか、勝者であるヒーローより、怪人や怪獣に感情移入してしまうことが多い。ずっとヒーローが大好きだった聖からすると、オレの記事は物の見方が目新しく感じられて、そこが面白いらしい。


    「ウルトラマンの本で記事を書けるなんて本当に凄すごいよねぇ」


    「いや、たいしたことないよ」


    　オタクの聖にはそう見えても仕方ないかもしれないが、オレのギャラなんて学生のバイト以下だし。


    「私も、一郎にいちゃんみたいに、特撮でご飯食べていく人になるんだ」


    　聖はオレの経済状況を正確には知らない。それは当然で、オレ自身が実際の収入よりもだいぶ多めに聖に報告しているからだ。実際にはライターだけでは食べていけず、月七万円の収入の半分以上はバイトで稼いでいるのだが、そのことは秘密にしている。


    「聖が興味あるんなら、水みず原はらさんに紹介してやろうか？」


    「本当に!?　いいの!?」


    「もちろん」


    　水原は常時ライターになる人間を募集していた。だから、オレもすぐに記事を書かせてもらえたのだ。書店に並ぶ本に原稿を書くのはそれなりに経験を積まなければ任されないだろうが、ネット上の特撮円盤の記事くらいなら聖もすぐに書かせてもらえると思う。


    「じゃあ、水原さんに話しておくから、なるべく早めにまた会おうぜ」


    　聖はうんうんと、首を何度も縦に振った。


    　注文したメニューも届き、怪獣のかたちに食材が並べられた料理の写真を一通り撮影したところで、


    「一郎にいちゃん、オリジナルヒーローの脚本は書けた？」


    　聖から、そう聞かれた。


    「あぁ、構想はいくつか浮かんでるんだけど……」


    　オレは思わず目を伏せてしまう。


    



    　──オリジナルのヒーロー物。


    　上京する前、春から高校生になる聖ひじりと会ったとき、地元のファミレスで、オレはこんな話をしていた。


    「東京に行って、特撮の記事を書きながら勉強して、ヒーロー物の企画を立ち上げるんだ」


    「おおお！　凄すごい！　聖もめっちゃ応援するよ！」


    　聖は両手を叩たたいて、オレの夢を応援すると言ってくれた。


    「大きい声じゃ言えないけど、オレは実際にヒーローになったことだってあっただろう。自分にしか書けないヒーロー物がきっとあると思うんだ。それを実現するためにも東京に行きたい」


    　聖とファミレスに行ったり、水み戸とのホビーショップを回る楽しみから遠ざかってしまうのは残念だったが、それがオレの最終的な夢だと考えたのだ。


    　聖が高校生になったら「付き合ってくれないか」と告白しようという気持ちも心の片隅にあったオレだったが、その前に、東京に行くことになってしまった。


    　上京する前に告白するという選択肢もあったが、まだぎりぎり中学生の少女に大学生が告白するってどうなんだろうと理性が働いてしまった。


    　そうだ、聖が大学生になったら、そのときこそは告白をしよう。


    



    　そう思っていたはずだったが……今こうして、十八歳の聖を前にすることができても、オレはさっきからずっと彼女と付き合えたら最高だと思っているのに、そのための行動を移すことはやっぱりできそうにない。


    「オレがヒーロー物を書くなら、キモイマンみたいに、現実世界で特殊な能力も持たずにヒーローになった人の話を作ろうと思う」


    　オレの構想を聞いて、


    「キモイマンみたいなヒーロー。最高だね！」


    　聖は目をきらきらさせて、そう言ってくれた。


    「東京に行く日に、聖からもらったキモイマンの人形、部屋に大事に飾ってあるよ」


    「本当に!?　嬉うれしい!!」


    　部屋に飾ってあるキモイマン人形は、オレが東京に行く日、駅まで見送りに来てくれた聖が持ってきてくれた。


    　こんなオレでも一時は、誰だれかのヒーローであったんだと思うことで、何度救われたことか。


    「キモイマンをやっていたときは大変だったけど、今となってはいい思い出だから」


    「楽しみだなぁ。早く書いてほしいな！」


    「そのためにも、もっとたくさんの作品を観みて、ライターとしてのスキルを積まないとな」


    「ライターの仕事も大切だけど、空いた時間に箇条書きでもいいから、ストーリーとかキャラクターについて書いていこうよ」


    　聖ひじりは急せかすように言う。いや、三年前からヒーロー物を作ると言っているのだから、早く書いてよと思われるのは仕方ない。


    　オレだってこの三年、何度もヒーロー物のプロットを書こうとした。だが、数行書いたところでいつもストップしてしまう。


    　頭の中では結構面白い構想が浮かんだつもりだったのに、いざ文章にしてみると、どうにも面白くならないことに気づいてしまうのだ。こんなんじゃ、あのときのプロデューサーのようにまた駄目出しされてしまう。


    「これは私の大好きな脚本家の先生が言っていた話だけど」


    　聖にしては珍しく少し遠慮するような口調で話し始める。


    「資料の読み込みや取材も大切だけど、不出で来きでもいいから一本でも多く作品を書くことが何より勉強になるんだって。あとは作品を書いたら第三者に見てもらって反応を確認するのがいいって」


    「それはそうかもしれないけど」


    　オレも似たような話は聞いたことがあった。


    「私が一いち郎ろうにいちゃんの作ったヒーロー物を見る第三者になるよ。私を使って、どんどんレベルアップしてくれたら嬉うれしい」


    　聖の言葉は、物もの凄すごく嬉しい。だけど、こんなにオレを慕ってくれている彼女に「一郎にいちゃんの作った話、たいして面白くなかったな」などと思われてしまったらどうする？　偉い脚本家の先生が言うように第三者に見てもらうことでレベルアップしていくことができるのだとしても、オレが面白い脚本を書けるようになるまで聖は付き合い続けてくれるのだろうか？　オレの不出で来きな作品を何本か続けて見たことで、才能を見限られてしまったら、二度と立ち直れない気がする。


    　キモイマンになってしまったときと一緒だ。聖のきらきらした憧あこがれの目を失いたくない。物書きとしてのオレに期待してくれている聖との関係を壊したくないんだオレは。


    



    「大丈夫？　私も払うよ？」


    　久々に聖と会って話も弾はずみ、気がつくと午後八時を過ぎていたので、夕食も食べてからお店を出ることになった。


    　二人分料金を支払おうとするオレに聖は申し訳なさそうな顔をする。


    「いいっていいって。今日は聖の上京祝いなんだから」


    　他人にご飯をご馳ち走そうする余裕なんてないのが現実ではあるが、今日くらいは奢おごってやりたかった。明日からまたしばらく、生チキンラーメンで飢えをしのげばなんとかなる。


    「ありがとう」


    「次回からは割り勘な」


    「うん！」


    　この笑え顔がおを見たら一回くらい無理して奢おごるのも悪くないと素直に思える。


    「どうしよう。もう帰るか？」


    「うぅん。寮の門限まではまだ時間があるから、もうちょっとぶらぶらしたい」


    「そっか」


    　聖ひじりは大学の近くにある学生寮で暮らすことになっている。外に出ると、この時間でも東京はまだまだ明るい。


    「東京の二十時は、茨城における十七時くらいの明るさだね」


    　聖が感慨深げに言う。


    「あ、ちょっとコンビニ寄っていいか？」


    　さっきの支払いでお金もなくなったので、ＡＴＭでお金をおろしたかった。聖と一緒にコンビニに入ると、


    「あ、見て！　一いち郎ろうにいちゃん！」


    　特撮バーならともかく、コンビニで聖が歓声をあげるのは想定外だった。聖ははしゃいで、雑誌コーナーを指差している。


    　何事かと思ったが、すぐに聖の興奮のワケに気づく。


    　グラビアアイドルの写真が大きく使われた男性週刊誌の表紙。アイドルの隣に、オレたちのよく知っている顔が載っていたのだ。


    　畑はた山やま秀ひで樹きだ。


    　友人の写真が何な故ぜ、雑誌の表紙に掲載されているのか？


    　それは畑山が大学生のときにＩＴ系の会社を起業して、たった三年で年商二億という大サクセスを実現したからだ。


    　畑山の会社はいまだに成長を見せており、時々、テレビや雑誌で時代の寵ちよう児じとして取り上げられるようになった。


    　芸能人なんて過去一人も輩出したことがない田舎町で生まれ育ったオレは、地元の友達がテレビや雑誌に出ているという状況に興奮して、はじめのうちは出演番組や雑誌をチェックするようにしていた。ただ露出も多くなると、それが当たり前になり、わざわざチェックもしなくなっていた。


    「畑山さん、この雑誌の表紙に出るのは三度目だね！」


    　知ってて当然のように、聖が言う。オレと違って、聖は今でもずっと畑山の活躍を追いかけ続けているのか。


    　それにしても、雑誌に記事を書いても名前すら載せてもらえないオレと、記事を書かれる立場にあり、表紙に顔写真まで載っている畑山。比べたって仕方ないと思いつつも、どうしても比べてしまう。


    　雑誌を手に取り、楽しそうに眺めている聖ひじりの表情が、特撮本に記事を書いているオレが凄すごいと語っていたときの表情よりきらきらしているように見えて、心がざわつく。


    　その後、オレがお金をおろしている間に、聖はその雑誌を買うためにレジに並んでいた。高校時代からの友人の成功を素直に喜べないでいる自分の心境を聖には絶対知られたくないと思った。


    



    　コンビニを出て、新しん宿じゅくの街中を二人でしばらく歩く。聖も東京に来ること自体は初めてじゃないはずだが、興味津々といった様子で周囲に目をやっている。


    「東京へ遊びに来たときに見るのと、これから東京で暮らしていくんだなぁという気持ちで見るのでは同じ風景でも全然違うから」


    　聖はそう言って、笑った。


    　オレも上京してから最初の数週間くらいは、こんなふうに目を輝かせていたような気がする。茨城の田舎から来た人間にとって、東京は可能性に満ち満ちた場所に見えた。ここで頑張れば、明るい未来がやって来ると疑うことなく思うことができた。


    　今では、オレは東京の風景を見て目を輝かすことなどできないが、聖ならいつまでもこの輝きを失わずに、ここで頑張っていけるだろうか。


    「ねぇ、一いち郎ろうにいちゃん」


    　聖は上目遣いでこちらをじっと見つめていた。


    　その目と自分の目が合った途端、すべての思考が停止して、時間までもが止まったようだった。


    　こんなに色気のある表情ができるようになったのかと、オレは息を呑のむ。


    「せっかくだし、今日は一郎にいちゃんの家にも行きたいな」


    　突然のことに、オレは言葉を失った。


    　無言の間を長引かせると動揺が悟られると思ったが、理解が追いつかない。


    　え、えっと、せっかくだしって何が？


    「駄目かな？」


    「い、今からウチに来たんじゃ、寮の門限に間に合わないんじゃないの？」


    「そのときは、泊めてよ」


    　と、泊めてだって!?　なんなの、この急展開？


    「やっぱりさ、一郎にいちゃんと一緒にいると楽しいし、もっともっと語りたいよ」


    「そ、そうだね。オレもいろいろしゃべりたい」


    　さっきまで、そんな素振り少しも見せていなかったのに、これってまさか……誘われている!?


    　これまで電話やメールをしていても、聖から異性としてアプローチされたことは一度もないのだが、鈍いオレが気づいていなかっただけなんだろうか……。


    　久々に聖ひじりと会うことはとても楽しみにしていたが、想像だにしていなかった流れに水でも一杯飲んで、深呼吸でもして落ち着きたいところだ。


    「じゃあ」


    　ウチくる？……喉のどまでその言葉が出かかったところで、オレは自分の部屋の惨状を思い浮かべてしまう。


    　オレは聖に実際よりだいぶ収入や生活環境をいいふうに伝えている。あのボロアパートの一室を見たら、オレの嘘うそがすべてバレてしまうかもしれない。


    　あまり焦らず今日のところは断って、次回に備そなえて、せめて部屋を徹底的に掃除して、清潔感くらいは演出できるようにしておくべきなのでは。でも、もし万が一、聖が誘っているのだとしたら……。こういうのって一回断っちゃうともう二度とチャンスがなかったりするんじゃないの？


    　目の前の美女の顔や胸などに目をやりながら、オレは必死に選ぶべき答えを考える。


    　そのときだった。


    「てめえ、ふざけんなよっ！」


    　遠くから、男の怒声が聞こえてきた。聖に対して嫌いやらしい想像を繰り広げているオレに投げられた言葉なのだろうか一瞬思ってしまったが、その声が聞こえてきた距離から考えれば、それが自分に向けられたものじゃないことは分かる。


    「おい、なんとか言えよ！　てめえ！」


    「す、すみませんっ！」


    「悪いと思ってんなら、きちんと詫わびを入れろや！」


    　新しん宿じゅくの街中で大声をあげていたら、とにかく目立つ。キレている男の周りには野次馬たちによる人垣ができつつあった。


    　キレている男は三十代か四十代と思われる。背は高めで筋肉質の体は迫力があった。一方、絡からまれている男はオレと同年代くらいに見える。ひょろひょろで、おどおどしている。


    　筋肉男はぱちんと、ひょろ男の頭を叩たたく。


    「すみません、すみません！」


    　ひょろ男はただひたすら頭を下げ続け、謝るだけだ。筋肉男は謝る男の足を蹴けりだした。怒りの原因はよく分からないが、無抵抗な獲物を得て楽しんでいるように見えて仕方ない。


    　ひょろ男は可哀かわい想そうだが、オレにはどうしようもないよな……。そう思い、この場から立ち去ろうと、聖に声をかけようとしたときには、彼女の姿はオレの前から消えていた。


    　慌てて周囲を見渡すと、野次馬たちをかき分けていく聖の後ろ姿を発見した。そして、筋肉男の前に飛び出した聖は、


    「何があったか知らないけど、乱暴はよしなよ！」


    　力強く、叫んだ。


    　そうだった。聖ひじりは出会った頃ころからずっと変わらない。こういうときに、黙っていられない子だった。


    「なんだ、おまえ。関係ないやつは引っ込んでろ！」


    　筋肉男が睨にらみつける。野次馬たちも一斉に顔を下に向ける。お嬢さん、よせばいいのにと、皆の心が一つになっている感覚があった。


    「悪に追い詰められている人を前にして、黙っていられるわけないじゃない！」


    　もちろん、聖は脅されたからって、怯ひるむような子じゃない。更に一歩前に出て、男に正義をぶつける。


    　男は聖に注意されて引き下がるようなことはなく、ひょろ男から目線を外し、聖のほうを睨みつけたまま近づいていく。


    　それを見たオレは……顔を伏せるように俯うつむいて、聖の知り合いだと男からバレないようにしようとした。


    　聖が危ない目に遭ったときは助けに入ろうと思うが、今は距離を置いて様子を見よう。と、自分自身に謎なぞの言い訳をする。


    「おまえ、頭の中、お花畑なんか？　生意気言うと痛い目に遭うぞ」


    「悪を許せない思考がお花畑だって言うのなら、喜んで頭の中にお花を咲かせるわよ！」


    　あぁ、平和的な空気を作り出す空気清浄機が欲しい！　そんな思いを抱いだきながら、二人のやり取りを見つめる。


    　そして、ついに、


    「てめえ、女だからって容赦しねえぞ！」


    　男は口だけでなく、手を動かした。右手で聖の頬ほおを平手打ちしようとしたのだ。息を呑のむオレの前で、聖は、男の攻撃をヒラリと交わす。


    　彼女は、そのままファイティングポーズをとる。


    　なんだ、この余裕？　オレの知らない間に、聖は格闘技でも習っていたのか？　ヒーローに憧あこがれる気持ちが人一倍強い彼女のことだから、オレの知らない間に鍛えている可能性は考えられる。


    　オレも、筋肉男も、そして、野次馬たちもファイティングポーズをとる聖を黙って見つめていた。


    　皆に見つめられる中……聖はずっと構え続けていた。


    　少年漫画やアクション映画で観みたことがある「先に動いたほうが負けだ！」みたいなシチュエーションなのだろうか。


    　いや、そこでオレは気づいてしまう。


    　よく見ると、余裕そうな表情を崩さないでいる聖の足はがたがたと震ふるえてしまっている。強がっているけど、聖ひじりは怖くて怖くて仕方ないんだ。


    　そんなに怖いんなら、見ず知らずの男を助けに飛び込んだりするんじゃないよと思う。


    　とにかく、これはさすがに黙って見ているわけにはいかないよな。オレは勇気を振り絞って、


    「やめろよ」


    　と言った。


    　……すぐ隣にいる野次馬にすら聞こえたかどうかも分からない超小さなボリュームで。


    　やっぱ無理です！　こんだけの人に見られている状況で女子に暴力を振るえるような危ないヤツを相手にオレにできることなんて……そうだ、警察を呼ぼう。と、スマホを取り出したときだった。


    



    「か弱い女性に暴力を振るう悪行、決して見過ごすわけにはいかない！」


    



    　頭上から、野太い男の声が聞こえてきた。頭を上げたオレは、驚くべきものを見た。


    　赤いマントをはためかせ、紅白のボディと仮面のヒーローが空に浮いていたのだ。


    「べ、ベーグロスだ!!」


    　野次馬たちの騒然とする声が聞こえてきた。


    　あのベーグロスが、目の前に現れた!?
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    　唐突なヒーローの出現に驚くオレの前に、ベーグロスは降り立った。


    　マントで滑空しているように見えたが、後ろから見ると、リュックのように背負えるロケットパックが見えた。


    「ベーグロス！　来てくれたんだね！」


    　聖ひじりが目を輝かせて、ベーグロスに手を振る。


    　ベーグロスは聖に向かって頷うなずくと、すさまじいモーター音のようなものを発しつつ、凄すごい速さで男に向かってダッシュすると、そのまま、勢いよく男に体当たりした。


    「グロスアタック！」


    　筋肉男は、その場に転倒してしまう。


    「お転婆なお嬢ちゃん。あとは、私に任せなさい」


    　ベーグロスはそう言って、聖の頭を優しく撫なでてやる。


    　突然の展開にオレは呆ぼう然ぜんとしてしまっていたが、ベーグロスから攻撃を食らった筋肉男の衝撃はそれ以上だろう。


    　起き上がった筋肉男は、自分をぶっ倒した相手を見て、どう反応するべきか悩んでいるように見えた。


    「てめえ！　やりやがったな！」


    　熟考の末、筋肉男が辿たどり着いた結論は、ベーグロスに殴りかかる──だった。


    　だが、ベーグロスは右手で軽くそれを受け止め、


    「私もおおごとにするつもりはないんだ。この辺があんたの潮時だと思うぜ？」


    　余裕の感じられる声で、そう言った。


    　筋肉男は、相手との圧倒的な実力差を感じ取ったのか、その表情から怒気が失われていく。


    「今日は、やめといてやる！」


    　自分のプライドを守りたかったのか。許してやるわという雰囲気を出して、男はすたすたとその場から去っていった。


    



    「大丈夫か？」


    　男が去ったところで、オレはようやく聖のもとへとかけよる。


    「あ、一いち郎ろうにいちゃん。ベーグロスのおかげで助かったよ」


    　ベーグロスが来なかったらどうするつもりだったんだ。


    「あんまり危ないことはするなよ」


    　オレではベーグロスのように助けに入ることもできないんだからと思いつつ、そう言った。


    「あ、うん。心配かけてごめんね」


    　聖は申し訳なさそうな表情になる。こういうところは、聖も少し変わった。出会った頃ころの聖なら、正しいことをしている自分にたいして反省する素振りは見せなかっただろう。


    「君たち」


    　ベーグロスが、こちらに向かって声をかけてきた。


    　たち──ということは、オレも含まれているのか。


    「これからも困った人がいたら、助けの手を差し伸べてあげなさい」


    　それは、助けに入らなかったオレへの皮肉だろうか？　聖ひじりに言っているのだとしたら、オレの忠告を全否定するような言葉であり、どちらにせよ、よろしくない。ヒーローからそんなこと言われたら、聖がまた悪いヤツを相手に立ち向かってしまうではないか。文句の一つくらい言ってやりたかった。だけど、筋肉男にたいして、何も言えなかったオレが、ヒーローにたいして反論する資格などない。


    　すると、今度はベーグロスは、しっかりとオレのほうに顔を向けてきたではないか。


    「君も悪に負けない心を持っているな」


    　唐突にそんなことを言われた。


    「はい？」


    　戸惑うオレに、


    「今日はタイミングを逃したようだが、君はもっと自分の正義に正直に生きていいと思うぞ」


    　ベーグロスはそう言葉を続けた。


    　こいつ、何を言っているんだ？


    　カシャッ、パラリリーンと、リズミカルな音が周囲で鳴り響いている。粗暴な男もいなくなり、世間で有名なヒーローの姿を野次馬たちが撮影し始めたのだ。


    「このお嬢ちゃんを助けるのは、私ではなく、君であるべきだったんじゃないかな？」


    　ベーグロスはそう言うと、しゅーっという音を立てて、浮かび上がった。こうして目の前でヒーローの格好をした男が浮かび上がるのを見てしまうと、この光景が現実であるのかどうかを疑ってしまう。


    　ベーグロスは、そのまま高く飛び上がり、オレの視界から消えていく。


    「聖」


    　空を見上げながら、オレは隣に立っている美少女に声をかける。


    「今日は、ここで解散にしよう」


    　悪者を前に危機に陥おちいった聖を助けに入れなかったこと、それをベーグロスに指摘されてしまった直後に、聖を我わが家に迎え入れる気持ちにはなれなかった。


    　このあと聖とともに過ごしても、ベーグロスの話題で持ち切りになってしまいそうだし、ここは一いつ旦たん仕切り直したい。


    「そっか、分かった」


    　聖も、オレの提案にごねることなく、あっさりと納得してくれた。だが、こうもあっさり引き下がられてしまうと、聖がオレを異性として意識しているなんてことはやっぱりなかったのかなと思えてしまう。


    



    　聖ひじりと別れ、最寄り駅から徒歩十四分ほどのボロアパートに向かって歩いていたところで、ウルトラマンティガの主題歌のメロディーが胸ポケットから流れ出す。


    　オレのスマホの着信音だった。


    　表示された名前は、意外な男からだった。


    「もしもし？　久し振りだね」


    「そうだな。今、電話は大丈夫かい？」


    　そう聞いてきたのは、今や雑誌の表紙に顔が載る有名人──畑はた山やまだった。


    「大丈夫だよ」


    　オレは畑山と違って、暇人だからと。心の中で苦笑しつつ、そう応こたえる。


    　畑山とはキモイマンとして共闘した後、親しい間柄になり、友人になった。だが、東京の大学に行ってしまってからは直接会うことはなくなった。それでも最初のうちは電話やＬＩＮＥをしていたりもしたのだが、二年生になって彼がＩＴ会社を起業しようと決意した頃ころからは、慌ただしくなってしまい、連絡を取り合う機会はほとんどなくなった。


    　上京したはいいものの、特撮ライターとしての収入が想像以上に少なかったオレは、水みず原はらの紹介でフィギュアや玩おも具ちやの検品のバイトを時々するようになった。大量生産されたフィギュアや玩具に傷などがついていないかどうかを延々チェックする仕事で日給は一万円だった。二日前までに水原に連絡を入れればやりたい日に参加できる。このバイトを週三、四ペースくらいでやれば、収入はだいぶ安定するだろう。ただ、朝早く起きて工場で十時間以上フィギュアと睨にらめっこし続けるバイトは楽しいものではなく、週一くらいでしかやる気が起きなかった。


    　もっと楽しくて、生産的な仕事を紹介してもらえることを期待して、大成功者である畑山に一度連絡をしたことがある。


    　電話で「久々にご飯でも行かないか」というオレの誘いに、畑山は「いいね。いろいろ語り明かそうぜ！　この間、大きい取引に成功したんだ。ご馳ち走そうさせてくれよ」と楽しそうに乗ってくれた。待ち合わせの場所はファミレスでも特撮バーでもなく、高級そうなフレンチのお店だった。畑山がご馳走すると事前に言ってくれていなかったら、足を踏み入れるのを躊ちゆう躇ちよしそうな店だった。


    　予約された席で待っていると畑山から電話が入った。


    「高たか寺でら、ごめん！　仕事にトラブルがあって、今日は行けなくなった！　ご飯はまた今度一緒に行こう。今日のぶんは、もう料金は払ってあるから遠慮せずに食べちゃって！」


    　普段のオレでは絶対に口にすることができない高級フレンチは、間違いなく美お味いしいはずだ。だけど、感情というのが味覚と非常に密接したものであることを思い知らされた。ちっとも美味しいと感じられなかったのだ。これだったら、小学生の聖に奢おごってもらった駄菓子のほうがまだ美う味まいと思いながらも、貧乏人根性で出された料理はすべて食べてから家に帰った。


    　このドタキャンのあと、畑はた山やまから何度か食事に誘われたのだが、


    「ごめん。オレも最近はありがたいことにライターとして忙しくなっちゃってさ」


    　と、嘘うそをついて断った。


    　畑山に頼りたい気持ちより、畑山に見栄を張りたい気持ちが、あの日以降勝るようになったのだ。


    「聖ひじりちゃんが東京に来てるの知ってるか？」


    　今日、オレが聖と会っていたことは知らないらしく、畑山はそう言った。


    「うん。さっきまで一緒だったよ」


    「え、そうなんだ？　せっかくだし、今度みんなで、聖ちゃんの上京と大学進学のお祝い会をやろうかと思うんだけど……」


    　そのお祝いなら、今日、特撮バーでやったばかりだとも思ったが、


    「いいんじゃないか、オレも行くよ」


    　オレは畑山の誘いに久々に乗ることにした。


    「よし。じゃあ、今週来週くらいで空いてる日をメールで送ってくれよ」


    「ＯＫ」


    「じゃあね。あ、お祝いには坂さか下したも来るから」


    　──坂下優ゆう花か。


    「坂下と会うのも久々だな。元気にしてるの？」


    「あぁ。毎日、助けてもらってる」


    　畑山と同じ大学に進学した坂下は、彼の会社で働いていた。
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    　畑はた山やまたちと聖ひじりの進学祝いをする日の二日前、オレはまた聖と会っていた。


    　時間は夕方の六時、場所は新しん宿じゅく駅近くの居酒屋前だ。


    「今日は、普通の居酒屋なんだねぇ」


    「オレたちも別にいつも特撮バーにいるわけじゃないから」


    　オレがそう言うと、


    「そりゃそうだろうけど、水みず原はらさんと会うんだから、また特撮関係のお店なんじゃないかと期待しちゃってたよ～」


    　聖は舌を出して、笑う。


    　この間、約束した通り、聖に水原を紹介することになったのだ。聖のことを水原に電話で伝えたら予想通り歓迎モードで、すぐに会おうという話になった。


    　お店に入り、「水原で予約していると思うのですが」と伝えると、個室に案内してくれた。


    「ようっ！　待ってたよ！」


    　黒いハンチング帽を被かぶったメガネの男が、陽気なテンションで手を振る。


    　彼が、オレをライターとしてデビューさせた水原である。


    　それはよいのだが、水原の隣にもう一人顔見知りの男が座っているのを見て、オレは小さく舌打ちしてしまった。ともかく、オレは聖を、水原の正面に座らせて席に着く。


    「水原さん、今日はわざわざありがとうございます。この子が」


    「坂さか下した聖と言います！　特撮に携たずさわる仕事をするのが夢だったので、今日は気合いを入れてやって参りました！」


    　運動会の選手宣誓みたいなテンションで、聖は自己紹介した。


    「高たか寺でらくんから、聖ちゃんのことは聞いているよ。知識も情熱もある子だって」


    　水原の話を聞いて、聖は嬉うれしさを滲にじませた目でオレのほうを一瞬見る。


    「一いち郎ろうさんはよいふうに紹介してくれたみたいですけど、私なんてまだまだ勉強不足ですから……。だけど、特撮やヒーローへの愛情は誰だれにも負けないつもりです！」


    　みんなの前では「一郎にいちゃん」ではなく「一郎さん」って言うんだなと思いながら、オレは水原のほうを見る。元気いっぱいの聖のテンションは好印象のようで、水原は笑えみを浮かべていた。


    「俺は、スーパーヒーローマニア俳優の笹ささ本もと祐ゆう也やです！　役者をやりながら、水原プロでライターしてます」


    　水原の紹介もまだ済んでいないのに、その隣に座っていた男が自己紹介を始めた。こういう空気の読めないところが、彼にはあった。


    　オレより年が二つ下の笹ささ本もとは、ヒーロー番組に出演する役者を目指して、長崎から上京してきた。だが、役者としてご飯を食べていくのは難しく、水みず原はらと知り合ったことがキッカケで特撮物の記事を書くようになった。


    「へぇ、凄すごい。役者さんもされているんですね」


    「はい！　二年前に千葉テレビで放送されていた『太陽戦士スペースシャイン』では台詞せりふもいただきました！」


    　胸を張って、誇らしげに自分の出演歴を語る笹本を見ていると、呆あきれずにはいられない。笹本は役者を自称するが、そのほとんどがエキストラのようなものだ。


    「スペースシャインに出ていたんですか！」


    　オレの気持ちに反して、聖ひじりは弾けるような満面の笑え顔がおで、笹本の話題に食いついてしまう。


    「うん。今度会うとき、ブルーレイを貸してあげようか？」


    　今度会うとき──だと？


    「あ、ブルーレイはもう全巻揃そろっているから大丈夫です」


    　聖が、笹本と会うのを断るようなリアクションをしたことで、オレはほくそ笑む。


    「スペースシャインのブルーレイ持ってるんだ！　聖ちゃん、ガチのオタクだね！」


    　聖ちゃん……だと。なんて、馴なれ馴なれしいヤツなんだ！


    「いえいえ。私なんてまだまだ勉強不足です」


    「いやあ、特撮が好きだと語る女性に会っても、仮面ライダー、スーパー戦隊、ウルトラマンの三大ヒーローしか押さえていない方が多いですからね。水原さんにお願いして付いてきた甲か斐いがありましたよ！」


    　どうやら、オレが水原に新人を紹介すると耳にした笹本が同行させてと頼んだようだ。断ってくれたらよかったのにと思ったが、水原は人がいいので後輩にお願いされたら、すぐＯＫしちゃったんだろうなぁ……。


    「ごほん！　楽しい特撮トークは一いつ旦たん、その辺でお休みしてもらっていいかな？」


    　水原が人差し指をチッチッチッと、キザっぽく横に振りながら、聖たちの特撮トークを遮さえぎった。


    「あ、ごめんなさい。今の水原さんのポーズ、『快傑スバット』の早はや川かわ健けんみたいで、かっこいいですね～」


    　聖はぺこりと頭を下げながらも、特撮トークを続けていた。


    　いや、聖。おまえの美的感覚は、絶対に間違っていると思うぞ。今の水原の仕草を見て、かっこいいと思う人間は、日本じゃ、おまえだけだ。


    　聖の言葉に気をよくしたのか、水原はいつもより偉そうな口調で話を続けた。


    「俺たちは、特撮の話になっちゃうと、どいつもこいつもノンストップになっちゃうからね。その前にするべき話を済ませちゃおう。それさえ終わればウルトラマンの話をしようが、仮面ライダーの話をしようが、キカイダーの話をしようが構わない」


    「グリッドマンやシルバー仮面の話をしても大丈夫ですよね」


    「笹ささ本もとくん、ちょっと黙っててくれ」


    　やっと、水みず原はらから注意が入った。もっと厳しい先輩になってもいいんですよと、後輩の一人としてオレは思う。


    「水原雅まさ人とです。聞いてると思うけど、特撮ライターを売り込むライター事務所の代表をやってます。今日、ここに来ているメンバーの他ほかにライターが十五人ほど所属してくれています」


    　彼は、オレのような若手特撮ライターを集めて、『水原プロ』という名の事務所を作っていた。フリーのライターとして個々にやっていくよりも、事務所を作って、そこの所属メンバーとして売り込んだほうが仕事が取りやすいというのが水原の考えだった。


    　そのほうが仕事も増えるのならと、オレは迷わず所属した。


    「坂さか下したさんも、水原プロに所属希望ということでいいのかな？」


    「はい！　私も特撮の記事を書きたいです！」


    　所属の意思を表明した聖ひじりに、水原は、


    「分かった、大歓迎だよ」


    　と応こたえる。すんなりと話が進んでよかったと思うオレの隣で、聖は幾分困惑しているようだった。
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    「あの、所属するのに審査とかないんですか？」


    「審査？」


    　水みず原はらが首を傾かしげる。


    「はい。一応、私が書いた原稿をプリントアウトしたものを持ってきているんですけど」


    　聖ひじりはバッグから、ファイリングされた原稿を取り出す。


    「水原さんの運営されている特撮円盤の記事を意識して、私なりに書いてみました」


    「準備がいいね。ちょっと拝見」


    　水原は聖から原稿を受け取り、ぱらぱらとめくっていく。


    「いいんじゃない。書いている原稿がどれもヒーロー物についてだけど、怪獣映画とかパニックＳＦ映画とかは観みないのかな？」


    「まったく観ないわけじゃないんですけど、ヒーロー物が一番好きなので」


    「怪獣とパニックＳＦは専門外ね……。でも、これだけ幅広い時代のヒーロー物について書けるんなら、うちの即戦力になれるよ。これから一緒に頑張りましょう」


    　水原は原稿と聖に交互に目をやりつつ、そう言った。


    「はい！　ありがとうございます！」


    　聖は安心したように笑って、頭を下げた。


    「じゃあ、ここからは新たな仲間となった聖ちゃんを歓迎して、親睦会といきましょうか」


    　仕事の話はさっさと終わらせようと、笹ささ本もとはビールの入ったジョッキを掲げる。


    「よし、乾杯！」


    　水原も、ビールジョッキを手に持つ。


    　笹本の馴なれ馴なれしさにはいらっとするが、こうなればオレも飲んでいい気持ちになったほうがいい。聖の前で派手に酔っぱらうのは抵抗があるのでまあ一杯くらいは。


    「皆さん、昨日の『クラッシャーカズヨシ』はどうでした!?」


    　笹本が昨日放送された特撮ヒーロー番組の感想を聞いてくる。当然この場にいる人間でオンエアを観ていない者は一人もおらず、


    「父親になったカズヨシの苦悩が伝わってくる好エピソードでしたよね」


    　聖が好意的な感想を口にすると、


    「いや、あの脚本は人間が描けていないでしょう。最近のヒーロー番組は汚い現実から目を逸そらして、それっぽい綺き麗れいな言葉で誤ご魔ま化かしてばかりいるから駄目なんだ」


    　笹本は否定的な感想を口にした。まだ若いのに、笹本は昭和に放送されていたヒーロー番組が好きで、近年放送されている番組の評価はいつも手厳しい。そのくせ、厳しいことを言った番組でも、自分がエキストラ出演することは自慢げなのが腹立たしい。脚本や演出に文句を言う前に、おまえの演技力を反省しろよ。


    「そんなことないですよ。確かに規制は年々厳しくなっているけど、そういう時代だからこそ、他ほかのテレビ番組以上にヒーロー物は、現代社会の闇やみを上う手まくすくい上げていると思います」


    　初対面の事務所の先輩を相手に、聖ひじりは物もの怖おじすることなく、自分の意見を口にする。オレは年下が相手でも初対面で自分の意見をぶつけられないことが多い。これが、オレと違って、ずっと友達がいた人間のコミュ力なのだろうかと思った。


    　オレは二人の意見にたいしては、どちら派ということもなかったのだが、笹ささ本もとの意見よりは聖の意見に賛同したかったので、


    「クラッシャーの脚本はいいぞ」


    　と議論に参戦した。


    



    　──それから二時間ほど延々特撮トークは続いたのだが、


    「高たか寺でらさん、仕事のほうは最近どうです？」


    　笹本が暗い表情で聞いてきたので、オレは隣に座っている聖のほうをちらりと見る。彼女の前で、情けない話はしたくなかった。だから、


    「笹本くんはどうなのさ？」


    　質問で返した。


    「全然駄目ですよ。ヒーロー番組のオーディションも全然上手くいかないし。この間、発表された『レッドアローン』のキャストを見て絶望しましたよ」


    「絶望？」


    「ええ。メインキャストは全員、大手事務所に所属してる連中なんですもん！　演技力がなくても、でかい事務所に入っていれば選ばれちゃうなんて糞くそですよ！」


    　ヒーローを演じたくて上京してきた笹本は、口を開けば不満と愚ぐ痴ちしか出てこない。大手事務所に所属している俳優批判も、オレたちは過去に何度も聞いていた。その度たびにオレは「また始まったよ」と思いつつ、適当に聞き流しているのだが、


    「でも、大手事務所に所属している俳優さんは、その時点で一つのオーディションに勝負して勝った人なわけじゃないですか」


    　今日笹本と会ったばかりの聖は、聞き流さずに持論を口にしてきた。


    「え？　まぁ、そうだけど」


    「もし本当に、大手の事務所に所属していなければ、役を掴つかめないんなら、笹本さんもまずはそこのオーディションに勝負するべきなんじゃないですか？」


    　笹本の表情が固まる。自分の愚痴にたいして、意見をされるとはまったく思っていなかったのだろう。


    「そうだな。坂さか下したさんの言う通りだ」


    　黙ってしまった笹本の代わりに口を開いたのは水みず原はらだった。


    「仕事を取れないことをすぐ事務所のせいにするヤツは、力のある事務所に所属できない自分の能力についてまずは自問すべきだ。……って、タレント事務所ではないにしても、事務所の代表である俺が言うと、自己弁護みたいだけど」


    　それを聞いたオレは、


    「いえ。物書きとしてなんの実績もなかったオレに、仕事をくれているんですから、水みず原はらプロはしっかりしてますよ」


    　と、水原をフォローした。


    「そうそう！　それに、水原プロにいると、特撮の関係者さんにもたくさん会えますし！」


    　笹ささ本もとの言葉に、聖ひじりが反応する。


    「皆さんは、これまで、どなたに会ったことがあるんですか？」


    「キャストさんだと合あい田だ翔しようさん、北きた岡おか涼りよう平へいさん、富とみ井い竜りゆうさんや正まさ岡おか和かず彦ひこさんに取材で会わせてもらったよ！」


    　笹本がヒーローを演じた人々の名前を一人ずつ挙げる度たびに、聖が高揚していくのが傍はた目めにも伝わってきた。


    「監督さんにもたくさん会えるよな。川かわ村むら俊しゆん監督、藤ふじ田た邦くに彦ひこ監督、金かね田だ昭あきら監督」


    　水原が特撮作品の監督たちの名前を挙げていくと、聖はテンションの高まりを抑えきれなくなったらしく、両手を挙げて、


    「う、うおおおおっ！　凄すごいですぅぅっ!!」


    　と、歓喜の表情を浮かべて叫んだ。


    「坂さか下したさんも、取材でいろんな人に会ってもらうから」


    　水原の言葉に、聖はくねくねと身をくねらせる。


    「ほ、本当ですか!?」


    「もちろんさ。それに場合によっては取材だけじゃない。プライベートで交流できるようにだってなれるぞ」


    「ぷ、プライベートで、そんな神々のような方々とっ!?」


    　このまま昇天でもしてしまいそうな幸せな表情になる聖。


    「うん。俺も、鈴すず村むら監督と呑のみに行ったことがありますよ」


    　と、笹本。


    「お付き合いのある業界人はたくさんいるけど、ガオブラック役の酒さか井いさんにはご自宅までお呼ばれしたこともあるよ」


    　と、水原。


    　その流れで、聖はオレに目をやる……が、残念ながら、オレは仕事以外の場で交流を持てるような関係を作れた人はいなかった。水原たちと比べると、オレにはコミュ力や好感度がないのだろうかと心配になる事実だ。


    「聖ちゃんは、最初は俺の取材に同行してよ。慣れてきたら、単独で取材してもらうようにするから」


    　いつの間にか水みず原はらまで「聖ひじりちゃん」と呼んでいる……。


    「は、はい！　まずは水原さんに付いていって勉強させてもらいますっ!!」


    「聖ちゃんは場の空気を明るくするから、現場ルポとかやらせてみたらいいんじゃないですか？」


    　笹ささ本もとが水原に提言する。


    「ぜ、ぜ、ぜ、是非っ!!」


    　聖は興奮を隠し切れない状態で、深く頭を下げた。


    「期待してるぞ、聖ちゃん！」


    　水原が聖にエールを送る。


    「任せてくださいっ！」


    　頭を上げて、笑え顔がおでピースサインをする聖。


    　その様子を見て、水原たちは、あははと笑いだす。


    　うんうん、すべて上う手まくいってよかった……はずなんだけど、なんだろう、この気持ち？


    　オレは聖が優しく受け入れられていく光景を見て、笑えなかった。


    　笑えない自分を誤ご魔ま化かすために、ビールを口に運ぶ。


    「特撮の関係者さんに取材できるなんて、夢みたい」


    「聖ちゃんは、誰だれの取材を一番やってみたい？」


    　水原の問いに、聖はしばらく考える。


    「一番と言うと将来の話になっちゃいますけど……ヒーロー物の脚本家になった一いち郎ろうさんかな」


    　予想もしていなかった言葉が飛び出した。


    「えっ」


    　ビールの注がれたグラスを持つ手が止まってしまう。


    「そういえば、高たか寺でらくんはヒーロー番組の脚本家を目指してたんだよな」


    　水原が思い出したように言う。


    「自分にしか書けないヒーローを描かくって言ってましたもんね。構想はもうできてるんですか？」


    　笹本が興味深げに聞いてくる。彼にその話をしたのは一年以上も前だった。あれから、まだ一行も書けていないとは言いづらかった。


    「あ、一回いいところまで書いたんだけど、アィディアに不満があったから、また一からやり直ししてる……」


    　しどろもどろに応じるオレを見て、水原が口を開く。


    「高寺くん。何か書いたんなら、俺やここにいる仲間に見せたほうがいい。第三者の反応を見ながら、物書きってのは腕を磨いていくんだ」


    「はい……」


    　聖ひじりに先日言われたのと同じようなことを言ってきた水みず原はらに対して一応頷うなずいたが、ここにいる人間に自分の書いたプロットや脚本を見せるのは怖かった。笹ささ本もとはプロの書いた脚本にも駄目出ししていた。あれだけ偉そうなことを言っておいて、おまえの書くものはコレかよと思われそうな気がした。


    「ちょっと、トイレ行ってきます」


    　オレは一いつ旦たん、席を立つ。この話を続けたくなかったので、戻ってきたら話題が変わっていることを願った。


    　その願いは叶かない、戻ったときには、


    「今の時代に、メタルダーをリメイクするべきだよ！」


    「いや。ジャンパーソンを、おかひでき監督でリメイクさせましょう！」


    　リメイクしてほしい特撮ヒーロー番組はどれだトークに変わっていた。


    　ただ、話題の内容だけでなく、笹本の座り位置まで変わっていた。


    　聖の隣に笹本が移動していやがったのだ！


    「誰だれがやろうと、今の体制ではかつてのような名作にはならん！　現代の映像業界は腐っている!!」


    　笹本は、聖の隣で持論を力説していた。オレがトイレから帰ってきたことに気づいても元の席に戻るつもりはないらしい。


    　仕方ないので、オレは感情が表に出ないように気を付けつつ、水原の隣の席に腰かけた。


    　リメイク論争より、笹本が席替えした動機について詳細に語ってほしい。


    「しかし、聖ちゃんは本当に詳しいんだねぇ」


    　水原が聖に語りかける。


    「知識だけあっても仕方ないですよ。私は、ただのヒーローオタクでいちゃいけないと思ってるんです」


    「というと？」


    「ヒーロー番組が存在する本当の理由は、オタクを生み出すことじゃなく、子供たちに悪と戦う心を教えるためだと思うんです。私はヒーローに関かかわる仕事をして、少しでもこの世界をよくしていくお手伝いがしたいんです」


    　聖の青臭い演説を聞いた笹本は、


    「おお！　いいこと言うじゃないか!!」


    　嬉うれしそうに笑い、聖の右手をぎゅっと握る。


    　なんだよ、このボディータッチ！


    　九年の付き合いがあるオレだって、一度も聖と手をつないだことはないのに！


    　聖ひじりも、笹ささ本もとの手を払うようなことはしない。


    　ぎゅっと力強く握り返す様子が見えてしまう。


    



    　その後も、いつもなら楽しんで参加している特撮トークが続く中で、オレの口数は減っていく。ビールは最初の一杯だけだと思っていたのに、気がつくと二杯、三杯と注文していて、普段はそんなに飲まないアルコールを口に運ぶ回数だけが増えていった。


    



    　今日この場に来る前は、水みず原はらに聖のような可愛かわいい友達がいることを自慢したい気持ちもあった。だが、その可愛い友達が、水原や笹本から馴なれ馴なれしくされているのを見るのは面白いものではない。


    　夜の十時頃ごろ、ようやく宴うたげは解散となったが、名残なごり惜しさは微み塵じんもなかった。お店から新しん宿じゅく駅までは四人で歩いたが、水原や笹本たちと和気あいあいとはしゃいでいる聖を見ていると、早くみんなばらばらになればいいのにと思う。


    　だが、駅に着いたあとは、


    「聖ちゃんは何線なの？」


    　笹本の問いに、


    「山手線の池袋方面です」


    　聖が答えると、笹本は肩を落とす。


    「残念。俺とは方向が逆だ！」


    　そんな笹本を見て、オレはほっとしたが、


    「じゃあ、俺と一緒だね。途中まで一緒に帰ろう」


    　水原の声を聞いて、オレはなんだか嫌いやな気分になる。


    「それじゃあ、またね！」


    　二人で帰る水原と聖の後ろ姿を見ながら、オレも山手線沿いにアパートを借りればよかったなあと考えた。


    



    　普段はあまり酒を飲まないくせに、アルコールを大量に摂取したせいか、視界がやたらと揺れている気がする。電車の揺れなのか、酔っているせいなのかよく分からないまま、調ちよう布ふ駅に着いた。


    　そこから一人、自宅に向かって歩く。


    　体が無駄にくねくねと曲がってしまう。やはり酔いが酷ひどいみたいだ。早く帰って、四か月くらい敷きっぱなしの布ふ団とんの上に横になりたい……。


    　酒の酔いもそうだが、いらいらしているとき、つらいときはやたらと眠くなる。


    　現実から逃避したい気持ちが、眠りへと誘うのだろうか。


    　寝たら、現実よりつらい高校時代の悪夢が待っているかもしれないのに……。


    　酔って足元がおぼつかない。注意して足元をよく見ながら歩いていたら異変が起きていることに気づく。もくもくと白い煙が地面に漂っているのだ。


    　まずい、酔いすぎた。そう思ったとき、


    「やあ、また会ったね」


    　突然、煙の中から男の声が聞こえてきた。


    「あ！」


    　オレはその目を疑った。もくもくと噴き上がる白煙をバックにして立っているのは、正義のヒーロー、ベーグロスではないか！


    「な、なんで、ベーグロス……さんがここに？」


    「たまたま、君を見かけたから、声をかけたのさ」


    「この間、偶然出会ったばかりで、また偶然か？　そんな馬ば鹿かな」


    「ヒーローは奇跡を呼ぶのさ」


    　オレと偶然二度会うことを奇跡とは言わないだろ。奇跡の価値を落としすぎだ。


    「随分と酔っているみたいじゃないか」


    　ベーグロスは世間話でも始めるような口調で聞いてきた。心なしか、この声はどこかで聞いたことがあるような気もするのだが……えっと、誰だれの声に似ているんだ？


    「別に」


    「だが、今の君の姿はやけ酒に溺おぼれたあとのように見えるぞ」


    　ベーグロスの言う通りなのだろう。だが、そんなことを正義のヒーローにどうこう言われる筋合いはなかった。


    「そりゃ、人間、ストレスを酒で誤ご魔ま化かすときくらいあるさ」


    「そうだな。私にもそんな日はある」


    「へぇ、ヒーローでも酒に溺れることがあるのかい？」


    「そりゃあるさ。だから、それを責めるつもりはない。ただ、君はあまりお酒に強くはなさそうだな」


    　確かに強くはない……こうしている間にもだんだん意識が朦もう朧ろうとしてくる。


    「無理にアルコールを摂取するのはトラブルの元だから、注意したほうがいいぞ」


    　ヒーローが、親か先生みたいなことを言っている……けど、眠くて返事をする気力もない。


    「とにかく、悩んでいることがあるなら、私に打ち明けてほしいんだ──って、こんなところで寝ようとするんじゃない!!」


    　何な故ぜ、このヒーローはオレの悩みに興味があるんだろう？


    　そんなことより、ヒーローにはやるべきことがたくさんあると思うのだが……。


    



    　目が覚めたときは、オレは自分の部屋の布ふ団とんの中にいた。


    　ガガガガガッと、今日も外ではおっちゃんたちが工事を頑張っている。昨日はどうやって帰ってきたのか、まったく覚えていない……。


    　最後に記憶があるのは水みず原はらと一緒に帰っていった聖ひじりのことをずっと考えながら調ちよう布ふ駅に降りて──あぁ、そうだ。夢の中でベーグロスに会ったんだった。世間を騒がす正義のヒーローからお酒の呑のみすぎを注意された。


    　まったく変な夢を見た。夢占いで分析をしたら、どのような結果になるのか、ちょっと興味があるな。


    　時計を見ると、既にお昼を過ぎていた。昨日の酒がまだ体に少し残っているような気がしたが、出かけることにした。


    　明日は、畑はた山やまたちと一緒に聖の進学祝いをする日だ。多少は身だしなみを整えておきたいと思った。歩いて十数分のところにある千円カットの理髪店で髪も切ってこよう。


    　髪をカットしてもらいながら、聖と再会した日以上に身だしなみに気を遣ってしまうのは何故なのだろうかと思った。


    　自分より遥はるか上の世界で活躍している畑山のことをそれだけ意識しているということか。


    　昨日、オレ以上に水原と親しくしている聖を見てしまったせいかもしれない。八年間の付き合いがあるせいで、オレは聖と一番の親友のような立場にいる安心感を持っていた。しかし実際には、聖はオレと違って、比較的、誰だれとでも仲良くなれるフレンドリーなヤツなのだ。油断していると、あっという間に聖の親友という立ち位置だって奪われかねない。


    　美少女とお近づきになりたい人間はいくらでもいるのだ。


    　オレのように不器用な人間は、聖の親友というポジションを誰かから簡単に奪われてしまうように思えた。もちろん、畑山は根が善人なので、わざとオレの幸福を奪うようなことはしないだろう。それでも、目の前に立派な人間がいれば、聖も自然と心惹ひかれてしまう可能性がある。


    　畑山が表紙に載っていた雑誌を見たときの、聖のきらきらした目を思い出すと、オレは不安でいっぱいになる。


    　明日の会場に指定されたお店はネットで調べたところ、それほど高級店というわけではなかった。だが、成功者の畑山はきっと身に付けてるものも立派なんだろうと思うと、オレも自分の持ち物の中から、高級そうに見えるもの、オシャレに見えるものを身に付けていきたいと思った。


    　収入が少ない癖くせに、服は意外とたくさん持っている。どの服も、仮面ライダーやウルトラマンなどのキャラクターや番組の１シーンがプリントされているが。子供用ではないので、特撮番組をモチーフにしながらもオシャレなデザインに見える服も持っている。もっともオシャレに見えると判断しているオレのセンスが信用できるかどうかは分からない……。


    　時計なんかも付けていったほうがいいかな？　ウルトラ警備隊のロゴが入ったG-SHOCKなら持っているけど。


    　汚くて質素な部屋から見栄えのいいものを探していると、書棚の上に飾ってあったキモイマン人形が目に入った。


    　キモイマンが、古い友人相手に必死に見栄を張ろうとしているオレを哀れんでいるように見えてしまう。


    「畑はた山やま……。高校生の頃ころはオレに憧あこがれてヒーローになってた癖くせに！」


    　あの大成功者が、この月収七万円程度の貧乏人に憧れていた時期もあっただなんて話、誰だれも信じてくれないんだろうな。


    　ＯＫ、ＯＫ。あの毎日いじめ続けられた地獄の日々から自力で抜け出すことに成功できたオレだ。貧乏で誰からも認められず、彼女がいたことが一度もない現状に打ち勝つことだって絶対にできる。


    　ヒーローとしては後輩にあたる畑山が大成功しているんだ。ヒーローとしての先輩であるオレはもっとでかいことをしてやる。


    　仮面ライダーやウルトラマン以上のヒーロー物を作って、歴史に名前だって残してやる！


    



    　翌日の午後六時。オレは仮面ライダーアマゾンがプリントされたスウェットを着用して、下北沢にある中華料理店にやって来た。


    　ネットで調べたところ、一人五千円程度の出費が相場のお店だった。そういえば今回は畑山からご馳ち走そうすると言われていないのだが自腹なのかな……最近は特撮バーに行ったり水みず原はらたちと呑のんだりと出費が重んでいるので、できることなら奢おごってほしい。きっと奢ってくれるよな……雑誌の表紙になっているような男なんだから。


    　そんな気持ちでお店に入り、店員に畑山の名を告げると、奥の個室へと案内してくれた。


    「あ、一いち郎ろうにいちゃん！」


    　円卓のテーブルには先に到着していた二人の女性が並んで座っている。一人は上京後頻ひん繁ぱんに会っている聖ひじりと……もう一人は誰だろう？


    　まるでモデルのような美しい女性。聖も美人だが、大きく違う点は、真っ白なブラウスとカーディガンの下で主張している巨大な胸だ。


    「お久し振り」


    　見知らぬ美女が立ち上がり、オレに向かって、そう言った。

  


  [image: ]


  
    　お久し振り？　オレの知り合いにこんな綺き麗れいな女性いたっけ？　こんな知り合いがいたら絶対に忘れることなんてないと思うけど。


    「あ、えっと」


    　どう言葉を返すべきかオレが悩んでいると、


    「一いち郎ろうにいちゃんに会えるのを、お姉ちゃん、すごく楽しみにしてたんだよ」


    　聖ひじりがそう言った。


    「あ！　う、うん。もう四年以上は会ってないもんね！」


    　謎なぞの美女は少し焦ったような顔をして、そう言う。


    　──って、お姉ちゃんって……まさか、この美女の正体って！


    「さ、坂さか下した!?」


    　驚くオレを見て、きょとんとした表情をしている美女。


    　あ、やっぱりオレの勘違い？　そうだよね。この美女と坂下じゃ似ても似つかない。そう思ったオレに、美女は言う。


    「うん、そうだよ」


    　マジか！　マジで、坂下なのか？


    「い、いや、随分印象が変わったなぁと思って」


    　正直な印象を告げると、坂下だと自称する美女は恥ずかしそうに笑う。


    「高校のときから随分痩やせたからね。畑はた山やまくんの仕事に付き合うのって、どんなダイエットより効果的で」


    「給料もいいから、ジムやエステにもたくさん通えるしね」


    　聖が補足する。


    　そうなのか。確かに、高校の頃ころも痩やせれば、結構可愛かわいいかもと思ってはいたけど。これはそんな想像を遥はるかに超えている。


    「今日は、せっかくの再会なんだし、ゆっくり話そうよ」


    　そう言って、坂さか下したは席に着く。


    「久しぶりの再会に盛り上がるのもいいけど、今日の主役は一いち郎ろうにいちゃんじゃなくて、私なんだからね～」


    　水みず原はらたちの前では「一郎さん」と呼んでいた聖ひじりも、姉の前では「一郎にいちゃん」と呼んでくれるんだね。


    「畑はた山やまはまだ来ないのかな？」


    　席に着いたオレは、以前、畑山にドタキャンされたことを思い浮かべながら、坂下にたずねる。


    「もう十分くらいしたら、江え島じまさんと一緒に来るって」


    「江島？」


    　聞いたことない名前だった。


    「あ、畑山くんから聞いてない？　彼の親友でね。今日のお祝いにも来てくれるんだって」


    「同じ会社の人？」


    「ううん。だけど、大学の同期で、畑山くんと同じくらいの時期に起業した人なの」


    　成功者の親友は、やはり成功者なのかと思った。


    「江え島じまさんは気さくな人だから、高たか寺でらくんとも気が合うと思うよ」


    　自分の知らない人が来ると聞いて、オレは渋い表情をしていたのかもしれない。坂下が気遣うように言ってきた。


    「あ、うん。畑山の親友なら、きっといいヤツなんだろう」


    　それにしても……三年ぶりに会った聖の変わりようにも驚かされたが、坂下の変わりようはそれ以上だ。


    　あの高校で、唯一友人と呼べる人間が坂下だったが、あの頃から彼女がこのルックスだったら、オレは皆から羨うらやましがられていたに違いない。


    「聖は高寺くんとずっと仲良くしてるけど、私は大学生になって地元を離れてからは全然会ってなかったもんね」


    　坂下は寂しげな表情で、そう言う。


    「だね。大学生の頃から起業して、畑山も忙しそうだったし、坂下も」


    「うん、実際忙しいんだけど。忙しいからこそ、地元の友達と会いたいこともあるんだよ」


    「これからは一郎にいちゃんとお姉ちゃんも、こうして時々遊べばいいじゃん」


    　聖の言葉に、


    「そうだね。これからはよろしく、高寺くん」


    　坂さか下したは軽く頭を下げる。


    「あ、ああ」


    　高級店じゃなければ、いつでも食事をご一緒させてくださいと心の中で言いつつ、オレも頭を下げた。


    　聖ひじりに続いて、坂下。女っ気のないオレに二人も美人の知り合いがいる。やっぱり、オレは元ヒーロー。たとえ現状が最低でも、最終的には勝利して成功を掴つかむ男なんだと思うことができた。


    「遅れて、ごめん！」


    　そこに、清涼感のある男の声が飛び込んできた。


    　きっちりしたジャケットを着込んではいるが、筋肉隆々な体つきであることが一目で分かる男──畑はた山やま秀ひで樹き。


    　畑山と一緒にやって来た男は、かっちりしたスーツを着込んだ、いかにも真ま面じ目めそうな男だった。彼が、江え島じまか。


    「坂下さん。先日はどうもでした」


    　江島は親しげに笑って、坂下の隣に座る。


    「ありがとう。江島さんとの仕事はスムーズに進むから嬉うれしいですよ」


    　坂さか下したも笑えみを返す。


    「やあ、君が聖ちゃんだね。坂下さんの妹さんに会えると聞いて、今日は仕事を放ったらかしにしてでも駆けつけなくちゃと思ったんだ」


    　坂下に続いて、初対面の聖にも親しげに笑え顔がおを向ける江島。こういうことが、オレには絶対できないんだよな……。


    「はじめまして。姉がいつもお世話になってます」


    　聖が江島に向かって頭を下げると、


    「江島さん、彼が高たか寺でらくんね」


    　坂下が江島にオレのことを紹介してくれた。


    「どうも！　江島平へい太た郎ろうです。イベント運営会社を経営しています。高寺さんのことは畑はた山やまからも坂下さんからもよく聞いていましたよ」


    　江島はそう言って、名刺を渡してきた。


    「あ、はじめまして。高寺一いち郎ろうです」


    　オレも江島に自分の名刺を渡す。だが、オレには江島のことよりも「高寺さんのことは畑山からも坂下さんからもよく聞いていた」という言葉のほうが気になっていた。一体、どんな話をしていたのだろう。


    「直接会うのは、どれくらいぶりだ？」


    　そう言いながら、オレの隣に畑山が座る。


    「六年ぶりかな？」


    　大学生になってからは一度も会えていない。今はオレも同じ東京にいるのに、茨城にいた頃ころと違って、住む世界が変わってしまったのだ。


    「そんなに会ってなかったのか俺たち。ライターの仕事のほうはどう？」


    「まぁ、ぎりぎり食べていけるくらいには頑張っているよ」


    　実際には週一のフィギュア検品も込みでの「ぎりぎり食べていける」なのだが、そこは黙っておいた。


    「あ、高たか寺でらくん。聖ひじりにライターの仕事、紹介してくれたそうでありがとうね」


    　姉として、坂さか下したから礼を言われた。


    「それくらい、友達なら当然だろ」


    　ちょっと臭い返しかと思ったが、嘘うそというわけでもない言葉を返した。


    　あれ、美人になった坂下を見て、オレ、いつも以上に自分をよく見せようとしている？


    「じゃあ、注文しよっか」


    　畑はた山やまがメニューを開く。まだ未成年の聖は当然として、坂下もソフトドリンクを頼んだ。


    「アルコール、駄目なの？」


    　と聞いてみたら、


    「今日はこのあとも仕事があるから、やめておこうかなって」


    　との返事。暇人なオレと違い、坂下は忙しそうだった。


    　オレも今日は酒は控えておくかと、ソフトドリンクを頼むことにした。六年ぶりの再会だ。畑山にも、坂下にも醜態は晒さらしたくない。


    　各自の飲み物が揃そろい、乾杯も済んだところで、


    「聖ちゃん、これ入学祝いね」


    　畑山が、ホールケーキが三つくらいは入りそうな大きさの箱を渡す。


    「私からも」


    　坂下もプレゼントを渡す。畑山と違い、片手で持てるサイズだが、綺き麗れいにラッピングされた赤い袋はお洒しや落れで、それなりに立派なものが入っているように見えた。


    「聖ちゃん。俺からもお祝い！」


    　江え島じままでプレゼントを渡す。


    　え、え？　みんな、プレゼント渡すんなら事前に教えておいてくれよ！　オレ、何も用意してないよ？　ひょっとして、こういうときはプレゼントを持ってくるのが当たり前なの？


    　動揺するオレのほうを坂下が見て、


    「高寺くんはこの間、聖にお祝いしてあげたんでしょう？」


    　と言った。


    「うん。超絶イカすバーに連れていってもらったんだ！」


    　聖ひじりは笑え顔がおで言う。


    　そ、そうだよね。オレはもうご飯奢おごってあげたもんね。


    「高たか寺でらさんと聖ちゃんはどういう関係なの？」


    　江え島じまが興味津々といった顔で、こちらに目をくれる。


    「昔からの知り合いです」


    「ふぅん、そうなんだ。二人は付き合ってるの？」


    　江島は、とんでもない質問をぶっ込んできた。


    　慌てて、付き合ってないですよと答えようとしたら、


    「一いち郎ろうにいちゃんは、私の憧あこがれだから！」


    　聖が、これまた意外な言葉を口にした。


    　あ、憧れ？


    　確かに出会った頃ころ、オレがキモイマンとなっていたほんの数週の間はそういう気持ちを持ってくれていると感じていたけど、今も？


    　ひょっとして、あの頃からずっと──。


    「やっぱり、二人は付き合ってるってこと？」


    　聖の答え方だと誤解してしまうのは無理ない。


    「仲のいい友達ですよ」


    　そう答えたのは聖ではなく、江原の隣に座っている坂さか下しただった。


    「そっかぁ、友達なのか。お似合いに見えたんだけどね」


    　畑はた山やまの親友だけあっていいことを言う。


    　オレは、聖のリアクションを窺うかがう。聖がオレのことをどう考えているのか、もっと踏み込んだ部分を知りたい。聖と特撮ヒーローや正義について語り合うのは楽しい。だが、もっと一緒に話したいこと、聞いてみたいことがあるんだ。


    「ふふふ。私と一郎にいちゃんは、同志だからね！」


    　また判断に迷う回答をする聖。


    　同志……ねぇ。


    「聖ちゃん。プレゼント見てみてよ」


    　畑山が聖にそう言った。もう少しオレと聖の関係について話題を続けてもよいんじゃないかと思ったが、プレゼントを渡した人間としては、反応が気になるところだったのだろう。


    「うん、そうだね。じゃあ、まずはお姉ちゃんのプレゼントから！」


    　ラッピングされた赤い袋を開けると、蝶ちようのかたちをしたバレッタが出てきた。


    「わぁ、オシャレ。ありがとう、お姉ちゃん」


    　聖はその場で、バレッタを髪にあてて微笑ほほえむ。


    「じゃあ、次は江島さんね」


    「おお、反応どきどきするな」


    　楽しそうに笑う江え島じま。


    　オレはプレゼントを渡していないので、この時間はちっとも楽しくないなぁ。


    　聖ひじりが箱から取り出したのは、安物ではなさそうな腕時計だった。


    「わ、いいんですか。こんな高そうなもの」


    　聖は恐縮するように時計と江島の顔に交互に目をやる。


    「最後は畑はた山やまさんの！」


    　聖は箱の包装を丁てい寧ねいにはがしていく。包みの大きさは、畑山のものが一番大きいが、中身は一体なんだろうか。


    「ああああああああっっ！！！！」


    　聖は分かりやすいくらい、バレッタや時計を目にしたときよりも、興奮していた。


    　畑山からのプレゼントは、


    「か、仮面ライダー龍りゆう騎きの変身ベルト！　大人用!!」


    　先日特撮バーで、聖が物欲しそうに見ていたあのベルトだった。


    　さすが、金持ちのヒーロー好き。聖をもっとも喜ばせるものをちゃんと理解しているし、それを入手できる財力もある。


    　オレは感心し、坂さか下したは微笑ましそうに聖を見ているが、一人だけ怪け訝げんな表情をしている者がいる。


    「え、何？　仮面ライダーの玩おも具ちや？」


    　江島は、不思議そうに、聖と変身ベルトを交互に見ていた。


    　……まぁ、そうなるよな？　十八歳の女性へのプレゼントに仮面ライダーの玩具をあげたり、その反応が高級腕時計をもらったときより大きいなんてことは普通はあり得ない。


    「だから、江島にも言っておいただろ。聖ちゃんはヒーローが大好きだって」


    「ああ、それは聞いてたけど、玩具で遊んだりしているとは聞いてなかったから」


    　特撮サークルで過ごした大学時代から、特撮ライターとして活動している今まで、オレは玩具で遊ぶ大人を当たり前のように目にしていたのだが、江島にはなかなかのカルチャーショックだったようだ。


    「これは、ヒーローを愛する大人のために開発された商品ですから！」


    　聖は何な故ぜか胸を張るようにそう言って、この場で箱を開けだした。


    「変身っ！」


    　聖は落ち着いた雰囲気の飲食店で、変身ベルトを装着した。


    　自宅やオタクの集まる場所以外で変身ベルトを着用する人間は珍しい。


    「へへ～。今日は、このまま帰ろうっと」


    　変身ベルトを付けたまま、帰宅する人間となると更にレアな存在だ。


    「聖ひじり。外では玩おも具ちやはしまっておきなさい」


    　坂さか下したがたしなめる。


    「えええ。こんなかっこいいのにぃ」


    　聖は不満そうに頬ほおを膨らませる。


    「坂下。別にいいじゃないか。変身ベルトを外で身に付けるのは別に悪いことじゃないさ」


    　畑はた山やまが坂下に言う。


    「いえ。会社の上司からのお言葉ですが、ここは姉として一般常識を言わせていただきます」


    「一般常識などに縛られないのがヒーローだ！」


    「常識を壊すのは、悪役のほうなのでは？」


    　坂下の言い分を聞きながら、オレは思い出す。


    　坂下と友達になったあの夜のことを。


    　キモイマンに変身して聖と一緒に町の悪党と戦っていたオレに、もうこれ以上危ないことをしないようにと必死になって止めてくれた。


    「ヒーローは大たい抵てい銃刀法を無視して、銃や剣を持っていたりするくらい常識破りであってさ……」


    「そんなの現実にいたら、犯罪者じゃないですか！」


    　畑山と坂下のやり取りは会社の上司と部下というより、親しい友人同士のように見えた。高校でも坂下はちょっとずつ明るい雰囲気に変化してはいったが、ここまではきはきした様子を見せたことはなかった。


    「もう、お姉ちゃんは頭固いんだから～」


    　ベルトを付けたままの聖は当然、畑山のほうに加勢する。


    「固くても結構。特撮番組と現実は違うの。聖も畑山くんも、いい加減、その辺分かってほしいんだけど」


    　まるで聞き分けのない子供を優しく叱しかる母親のような口調で、坂下は言う。


    　見た目だけでなく、言動も随分変わったんだなぁと驚く。


    　坂下をこんなふうに変えたのは、やはり畑山なのだろうか。


    「違うことは分かってるよ。だからこそ、現実にヒーローから学んだことを活いかしたいんだよなぁ。この気持ち、分からないかな」


    「分からないです」


    　自分の言い分をあっさり否定する部下の態度に、畑山はなんだか嬉うれしそうだ。きっと、こんなふうに軽口を言い合うのは二人のあいだでは日常茶飯事なのだと思わせた。


    　というか、ひょっとして……。坂下に優しく諭さとされるたびに、嬉しそうにはにかんでいる畑山を見て、オレの中にある推測が浮かぶ。


    「坂下は妹から、もっとヒーローと正義について学ぶべきだったなぁ」


    「正義について考えるのはいいことなんでしょうけど、それと変身ベルトを公おおやけの場で身に付けるのはまったく別ですから」


    「まずは、かたちからって考えもあるだろ～」


    　心の底から楽しそうなトーンで反論を続けている畑はた山やまを見て、オレは自分の推測の正しさに確信を深める。


    　おまえ、坂さか下したのことが好きなのか？


    　正直、洗練された美しさを持つ坂下を見たら、大たい抵ていの男はどきどきしてしまうだろう。一緒に仕事をしているうちに、どんどん綺き麗れいになっていく坂下を見て、恋愛感情を持つようになってしまうのは仕方ないと思う。


    「畑山は仕事には厳しいのに、ヒーローに関することには甘いんだよなぁ」


    　畑山たちのやり取りを見ていた江え島じまがにやにや笑いながらそう言うと、


    「ええ、本当に」


    　坂下は、うんうんと頷うなずいて同意する。


    「坂下さんの言う通りだぜ。現実にヒーローがいたら、ただの犯罪者だ」


    「なんてことを言うんだ！」


    「テレビやネットで面白がられているベーグロスだって、逮捕だぜ」


    　江島の口から、ベーグロスの名前が出て、どきりとする。


    　先日、新しん宿じゅくで危機に陥おちいる聖ひじりを助けてくれた彼も、法律のうえでは正義ではなく、悪なのか。確かに法に基づいて犯罪者に罰を与えているわけではない以上、ベーグロスのやっていることは私刑ということになる。


    「いいか、江島。法律や警察に任せきりにしていたら、泣いてしまう人が増える。そんなときにヒーローは絶対に必要なんだよ」


    　畑山の言葉に、聖もうんうんと頷いている。


    「確かに、法律だけでは解決できないことはあるんだろうけどな」


    　江島は呆あきれた顔をしつつも、そう呟つぶやいた。


    「だろだろ！　ヒーローはいなくちゃいけないんだよ！」


    　ＩＴ企業で大成功している畑山の顔も、ヒーローについて語るときは、高校生の頃ころと変わらない。


    「だからといって、大人になって仮面ライダーを観みたりはしないけどな」


    　江島はからかうように言う。


    　オレは冷静な大人だから何も言わないが、水みず原はらプロの呑のみ会でこんなこと言ったら袋叩だたきにあうぞ。


    「畑山くんは仕事が忙しくて一番つらいのは、仮面ライダーのオンエアチェックする時間がないことだって言うんですよ」


    　坂さか下したは困ったように笑う。


    「え、畑はた山やまさん。仮面ライダー観みられてないの!?」


    　聖ひじりは、心の底から同情した顔で畑山を見る。


    「あぁ。先週の回は呑のみ仲間の神かみ月つきくんが脚本を書いていたのになぁ……」


    「え、神月さんとお友達なの!?」


    　なんだか、聖のテンションが、水みず原はらプロの呑み会のときと一緒になってきた。


    「あぁ、うん。雑誌の対談で知り合ってから、親しくなってね」


    　その雑誌の対談は、オレも読んでいた。


    　ＩＴ業界の風雲児が、特撮番組の脚本家と対談した理由。それはオレのような古い友人に限らず、彼のヒーロー趣味は多くの人が知るところだからである。


    



    　畑山がメディアに少しずつ取り上げられるようになりだした頃ころ、ある動画がネットの掲示板に出回った。


    　胸のところに基盤が貼はりつけられている黒い全身タイツを着た畑山が、磔たつ刑けいのキリストのように両腕を広げた状態で、大きな棚にロープで縛りつけられ、両足首は揃そろえて粘着テープでがんじがらめに固定されている。


    　その畑山が覆面を被かぶった男たちに、パンツを下ろされ、チンコを晒さらされてしまう動画。


    



    　オレもよく知る学校のクズどもが撮影したものだった。畑山は高校時代、ヒーローへの憧あこがれのあまり、偽にせキモイマンになった。


    　クズどもは面白半分で偽キモイマンを捕まえたあと、なんとも酷ひどいことに、『キモイマン正体判明生配信!!』と題して、恥ずかしい目に遭う畑山の様子をネットで生配信しやがったのである。


    　テレビに出ている畑山を観た視聴者の一人が「ＩＴで成功した畑山って、チンコ晒されたこいつじゃね？」と、動画のデータとともにネットに書き込んだのだ。


    　成功者の衝撃的な過去はネットで一気に広まった。


    　友達が侮辱されているのを見るのはつらかったし、彼があんな目に遭ってしまった原因の一端は自分にもあるのだ。オレがキモイマンにならなければ、畑山だってヒーローの格好をしようとは考えなかったのだから。


    『こいつ偉そうにしてるけど、チンコ晒しマンですからｗｗｗ』


    『駄目だ！　畑山秀ひで樹きがテレビに出るたびに、チンコを思い浮かべちゃうｗ』


    　一度恥ずかしい姿を晒してしまった人間は、永遠に立派な人間としては扱ってもらえないのだろうかと思った。


    　だが、畑山はその後、雑誌のインタビューで堂々と、このことについて逃げずに語ったのだ。


    　その記事の見出しには、大きく太字でこう書かれていた。


    



    『チンコを見られたって、人間は終わらない』


    



    　記事の中で、畑はた山やまは高校時代にヒーローに憧あこがれて実際にヒーローの真ま似ね事をしていたこと、そのときに悪のりした若者に捕らえられネットに下半身を晒さらされてしまったことを誤ご魔ま化かすことなく認めた。


    　そのうえで、畑山はこのように語っている。


    「馬ば鹿かなヤツだと、僕のことを笑う人もいるでしょう。だけど、自分はあの経験から学んだことがあります。


    　憧れの人が僕に教えてくれたんです。


    『チンコを見られても、人間は終わらない』ということを。


    　今の仕事をやっていても、大きな失敗をして、くじけそうになることは何度もあります。


    　そんなときには、憧れの人からの教えを思い出すんです。


    　僕は、あの日の自分を恥じていないし、過去のことをどうこう言われても、平気です」


    



    　──チンコを晒した画像がネットに出回っても、まったく動揺することなく、中傷や冷笑に負けなかった畑山を見て、オレは彼が起業して以来、次々と起こしていったどの成功を目にしたときより、畑山を尊敬した。


    　そう思ったのは、オレだけではなかったようで、このインタビュー記事が出たあと、畑山を称賛する人々は加速度的に増えていった。


    　若者の犯罪やいじめ問題などを扱った番組にコメンテーターとして呼ばれる機会もできて、彼の知名度と仕事の幅はさらに広がった。


    　畑山は、オレだったら間違いなく潰つぶされてしまうようなピンチを、あっさりとチャンスに変えてしまったのだ。


    　もちろん、畑山を揶や揄ゆする書き込みが完全に消えたわけではない。


    　成功者ゆえに受けてしまう嫉しつ妬とはある。畑山がテレビに出演する度たびに、過去の動画が出回る。


    　だが、アンチや愉快犯の行動は、結果的に良識ある人に「クズどもに負けない、畑山って人は偉い」という評価を固める手伝いをしているようなものであった。


    



    　そんなわけで、畑山がヒーロー好きであることは世間に知れ渡った。そのことを面白がったメディアが、ヒーローを演じた俳優や、制作者たちと、畑山を対面させる企画を実現させたのだ。


    　オレが特撮関係者に取材をしても誌面のどこにも名前は載っていないが、畑はた山やまだったら役者や監督などと並んで大きく名前が出る。


    　オレが畑山の活躍に対して、尊敬以外の感情も抱いだくようになったのは、特撮ヒーローを演じた俳優と畑山が並んで写っている雑誌の記事を見たときからだった。自分の嫉しつ妬と深さに気づくと、オレはヒーローから何を学んできたんだと落ち込んだ。


    　テレビで活躍するヒーローたちはみんな友情に厚く、友達の成功に嫉妬心を抱くようなことはない。


    　だけど、思うのだ。ヒーローが友達に嫉妬しないのは、ヒーローは輝いている存在だからではないのか。強くてかっこいいヒーローでいれば、友達に嫉妬する必要などない。オレは強くないし、何一つ夢を叶かなえられないでいるのだから、成功者に嫉妬してしまうのは致し方ないんじゃないか？


    



    「高たか寺でら、どうかしたのか？」


    　自己反省と自己弁護が脳内でぐるぐる回っていたオレを、畑山が心配そうに見つめていた。


    「あ、ごめん。大丈夫大丈夫」


    　いかん、いかん。しっかりしろオレ。


    「高寺さんは高校時代から、畑山と付き合いがあるんだよね？」


    　江え島じまが聞いてきた。


    「ええ、そうですけど」


    「畑山がヒーローになっている姿、生で見たことあるの？」


    　興味深そうな顔をして、オレの顔を覗のぞき込む。


    　もちろん、生で見たことはある。というか、一緒に戦った仲だ。


    「一度だけあります」


    「そうなんですか！　坂さか下したさんは見たことないと言っていたから、ヒーローをやっていたときの畑山の話を詳しく聞いてみたかったんですよ」


    「詳しいことは、本人に聞いたほうがよいのでは？」


    　オレがそう言って、畑山のほうに目をやる。


    「そうだよ。あの頃ころのことは、前に俺が話してやったろう」


    　畑山はそう言って、ウーロン茶を口に運ぶ。


    「本人の話は主観が入っちゃうからね。俺は第三者から見た話を聞いてみたいわけ」


    「ああ、そうかい。だけど、俺が変身したヒーローなんて所しよ詮せんはまがいものさ。どうせ興味を持つんなら、真のヒーローに興味を持つべきだ」


    　畑山は遠くを見るような目をして、そう言った。


    「真のヒーロー？　俺は別に畑山みたいなオタクじゃないから、仮面ライダーやウルトラマンの話をされても興味ないぞ」


    　江え島じまの言葉に、畑はた山やまは首を横に振る。


    「真のヒーローってのは、キモイマンさ」


    　ぶふぉっ。


    　オレはその場で吹き出しそうになった。な、何を言ってるんだ、こいつは？


    「キモイマン？　なんだそりゃ？」


    　江島は馬ば鹿かにするように笑う。無理もないだろう。名前が名前だし、八年も前に茨城の片田舎で数週間しか活動していなかったヒーローのことなど知るはずない。


    「そうだ、キモイマンだ。オレにとって一番の憧あこがれのヒーローが彼さ」


    　畑山は力強く語る。
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    　そういえば、この場にいる江島以外の人間は、全員キモイマンの正体がオレであることも知っているわけだが、一体どう思っているのだろうかと気になり、聖ひじりと坂さか下したのほうに目をやる。


    　聖は、うんうんと納得しているように頷うなずいている。


    　坂下はどこか心配そうな顔をして、畑山の様子を見ている。会社の上司の頭がどうかしちゃったかと心配しているのかもしれない。


    「へぇ、冗談で言っているわけじゃなさそうだな。一体キモイマンってのは、どんなヒーローなんだい？」


    　江え島じまの問いに、


    「彼は、絶望的な状況でも戦う勇気を決して失わないんだ」


    　畑はた山やまはそう答えた。


    　一体、誰だれの話をしているんだよと思う。ヒーローというのは普通、勇気を持っているものだが、キモイマンには決定的に欠けていたものだ。


    「それは凄すごいとは思うが、大たい抵ていのヒーローってそういうものなんじゃないの？」


    　あまりヒーロー物に詳しいわけでない江島でもそう思ったらしい。畑山は江島の反応に少し困ったような顔をしたあと、


    「キモイマンは、俺が絶体絶命のピンチのとき……江島も知っているだろう？　調子に乗ってヒーローの真ま似ね事をしていた俺が悪いヤツらに捕まったとき助けに向かってくれていたんだ」


    　え？　と、オレは首を傾かしげてしまう。


    　あのとき、オレは畑山を捕らえていたクズどもが恐ろしくて、『キモイマン正体判明生配信!!』を観みても何をすることもできなかったからだ。


    「助けに向かってくれていた──って変な言い方だなぁ。助けに来てくれた──じゃないの？」


    　江島の指摘に、畑山は嬉うれしそうに言う。


    「いや、キモイマンは間に合わなかったんだ」


    　言葉のトーンと、言ってる意味のバランスがおかしくないか？


    「間に合わなかった？　全然、駄目じゃん！」


    　江島は実にもっともなツッコミを入れる。


    　だけど、畑山は、


    「いいんだよ。本気で自分を助けようとしてくれたヒーローがいる。それだけで俺は救われる」


    　うっとりした表情で、そう語るのだった。なんだか知らないが、畑山の中ではキモイマンは助けに向かってくれていたが間に合わなかったということになっているらしい。番組の中で描かれていないシーンを勝手に想像して描く同人作家みたいだ。


    　そのときだった。畑山の勘違いを止めに入るかのように、彼の胸から聞き覚えのある音楽が聞こえてくる。


    　胸ポケットから仮面ライダーＸの主題歌を発しているスマホを取り出すと、


    「ごめん、仕事の電話だ。坂さか下した、ちょっといいか」


    　そう言って、個室の外に坂下を連れ出していく。


    　だが、その後ろ姿を見ていると、会社の上司と部下ではなく、友達同士でもなく、美男美女の恋人同士のように見えてしまう。


    　二人が一いつ旦たんいなくなったところで、江島は聖ひじりに言う。


    「しっかし、聖ちゃんもお姉ちゃんも、本当に美人だよね。二人とも、モテたんじゃない？　高校でも告白されまくったんじゃない？」


    「いえ、そんなことは……」


    　聖ひじりの言葉は自身に対しては謙けん遜そんだったかもしれない。だけど、姉に関しては正直に言っていいものか悩んでしまったのだと思う。


    　そうだよな。今の坂さか下したしか知らない人間からしたら、暗くて地味で友達が一人もいなかった高校時代の坂下など想像できるはずがない。


    「しかし、畑はた山やまの友達はみんなレベルが高いんだね。やっぱり出で来きるヤツの周りには、出来る人間が集まっちゃうのかね？」


    「出来る人間って、自分はそんなことないですよ」


    　オレがそう言うと、江え島じまは、はっと気づいたような顔になる。


    　なんで、おまえのような男が、畑山や坂下の仲間でいられるんだと不思議そうな目つきになったのを、オレは見逃さなかった。


    　別に直接そう言われたわけじゃないし、ただの言いがかり、被害妄想かもしれない。だけど、江島から醸かもし出されるいい人な雰囲気が嘘うそくさく見えてしまうのは何な故ぜなのだろう？


    「それを言ったら、俺だってできる人間じゃないけどね」


    　江島の笑った顔を見ていると、オレは高校卒業以来会っていない、ただし夢の中では今でもよく会うあの男のことを思い出した。


    　オレが出会ってきたクズの中でも、一番のクズ──オレをいじめていたヤツらのリーダー格であった鈴すず木き和かず之ゆきだ。


    　オレのことを見下しているくせに、第三者がいる場所では、それをおくびにも出さないで、いい人ぶる。江島は、どこか鈴木に近い雰囲気を持っているんだ。


    「お姉ちゃんは昔からしっかりしていたのかい？　彼女みたいな人間がうちの会社にもほしいよ。大学を卒業したら、聖ちゃんはウチに来ない？」


    　そう思って見ると、ますます江島の言動の一つ一つが嘘くさく思えてしまう。


    　と、そこに畑山と坂下が戻ってきた。


    「悪い悪い、ちょっと面倒な案件があってさ」


    　昔と変わらず人のよさそうな顔をしている畑山を見て、いかんいかん、彼の親友のことを根拠もなく、嫌いやなヤツだと決めつけるのはよくないと思った。


    　だけど、畑山は人がいいだけに、人を見る目がないところもあるんだよな。


    　そもそもオレのことをヒーロー視していたような人間だからな。さっきの「キモイマンは助けに向かってくれていた」という話を思い返すと、彼くらい人間の本質を見抜けない男は珍しいと思う。


    　畑山がオレのことを頼もしいヒーローのように勇気のある人間だと勘違いしてくれているおかげで、彼とは友達になれたわけだが。


    「仕事のほうの片はついたから、これで安心して飲めるよ」


    　しかし、その言葉とは裏腹に畑はた山やまはその後も時々、電話をするために個室から出ていった。


    「こんなに忙しいときに私のお祝いなんかしてもらってよかったのかな？」


    　四度目に畑山が出ていくのを見た聖ひじりが、そう漏もらす。


    「気にしなくていいよ。畑山くんも、この日を楽しみにしてたんだから」


    　坂さか下したがそうフォローするが、その彼女も数分後には畑山に呼ばれて一いつ旦たん、個室を出ていく。


    



    「じゃあ、今日は、この辺で解散にしますか」


    　目の前にあった蟹かにチャーハンを完食し終えた畑山がそう口にしたのは、二十時半を回った頃ころである。


    「え、まだ早いだろ？」


    　まだまだ呑のみ足りないぞという顔をする江え島じま。


    「馬ば鹿か。今日は、未成年と一緒だってこと忘れんなよ」


    「あ、そっか。じゃあ、俺とおまえで二軒目行こうぜ。坂下ちゃんもどう？」


    　それから、少し間があって、


    「あ、高たか寺でらさんも是非」


    　取ってつけたようにオレに声をかけた。


    　絶対、オレのこと忘れてただろ？


    「申し訳ないですが、明日は朝早くからバイトが入っているので」


    「バイト、ですか。それじゃあ、仕方ないですね」


    　バイトという言葉を聞いた瞬間、江島の顔にかすかに蔑さげすみの表情が浮かぶのを感じた。自分で起業して、立派に稼いでいる人間からすれば、この年になってもバイトをしないといけないオレが、どうしようもない人間に見えたのかもしれない。


    　オレは正直に話したことを後悔した。どうせなら、「明日は朝から取材の仕事が入ってるので」とでも言うべきだった。


    「坂下さんは、どう？　行くよね？」


    「残念だけど、私は仕事があるので」


    　坂下は誘いを断った。


    「さっきの件なら、明日でもいいんだぞ」


    　畑山が坂下を気遣うように声をかけるが、彼女は首を横に振る。


    「大丈夫です。今日のうちに片づけておいたほうが、畑山くんだって安心でしょう？」


    「すまん、恩に着る！」


    　両手をぱちんと合わせて、礼を言う畑山。


    



    　食事の支払いは畑山が済ませていた。期待はしていたが、奢おごりであったことにほっとする。


    「ご馳ち走そうさまでした」


    　頭を下げるオレに、畑はた山やまは笑って言う。


    「どういたしまして。また今度ゆっくり飯に行こうぜ」


    「うん、ありがとう」


    　変に意地になっていた部分もあって、畑山とはだいぶ会っていなかったが、こんなふうにご飯をご馳走してくれるなら、もっと頻ひん繁ぱんに会ってもいいかなと思った。


    　それに……、


    「畑山くん。今夜中に例の件、メールしておくから確認だけよろしく」


    　大きな胸を揺らしながら、畑山に声をかけるこの美女も一緒に付いてくると思えば、なおさらだった。


    　畑山は坂さか下したのことが好きなのだろう。


    　もう付き合っていたりするのだろうか？


    　畑山のような男に惚ほれられたら、坂下だって悪い気はしないだろう。


    　お似合いだとも思うが、二人が付き合っている姿を想像すると、胸がちくりと痛んだ。


    　え、なんで？


    　二人が付き合っていたとしても、オレが傷つくことなんて、何もないのに。


    「ねぇ、高たか寺でらくん」


    　当の坂下に声をかけられて、面食らってしまった。


    「な、何？」


    「高寺くんって、住んでるところ調ちよう布ふだったよね？」


    「あ、うん」


    「私がこれから行くところと方向が一緒だから、タクシーで送るよ」


    「た、タクシー!?」


    　驚きのあまり、声をあげるオレを見て、坂下は不思議そうに首を傾かしげる。


    「え、どうしたの？」


    　坂下はオレのリアクションの意味が分からないようだ。


    　ここから調布まで行くのに、電車だったら数百円で済むところ、タクシーだったら数千円はかかるだろう。終電を逃したわけでもあるまいし、この時間から移動にタクシーを使うという発想が出るところに、オレと坂下の日常がいかに異なっているのかを感じさせた。


    　やっぱり、成功している人間って凄すごいんだな……。


    「あ、うん。じゃあ、一緒に行こう」


    　坂下は「送るよ」と言っていたので、料金が割り勘という話ではないのだろう。


    　断る理由は一つもなかった。


    



    　タクシーを使うのは坂さか下しただけじゃなかった。これから一緒に飲みに行く畑はた山やまと江え島じまも当たり前のようにタクシーを停とめていた。電車で帰ったのは聖ひじりだけだ。結局、変身ベルトは付けたままで。


    　世間では不景気だと言われているが、彼らを見ていると、日本の景気はむちゃくちゃよいのではないかと錯覚してしまいそうになる。


    　畑山と江島を見送ったあと、坂下はタクシーを停めて後部座席に乗り込んだ。


    　オレも坂下の隣に座る。


    　二人だけなので、体が密着するようなこともない。だけど、密閉された空間で二人で並んで座ると、妙にどきどきした。


    　タクシーが走りだすと、


    「高たか寺でらくん」


    　オレの不自然な態度に気づいたのか気づいていないのか分からないが、坂下は先ほどまでと変わらない口調で、話しかけてきた。


    「何？」


    「今日は久し振りに会えて嬉うれしかった」


    「うん、オレも」


    「これからは、私にも連絡取ってほしいなぁ。聖ひじりとはよく電話もしていたんでしょう？」


    　坂下や畑山の連絡先も当然知っている。


    「でも、坂下たちは忙しそうだからさ」


    「忙しいときは多いけど。だからこそ、高寺くんから連絡ほしいんだよ」


    　坂下はそう言って、微笑ほほえむ。


    　黙っていても綺き麗れいだが、彼女の微笑みの美しさはまた格別だな。


    「そうなのか？」


    「うん。畑山くんも同じ気持ちだと思うよ。毎日真剣に戦ってるからこそ、学生時代の友達の声を聞くと、すごく救われる」


    　坂下の言葉は、とても嬉しい。オレみたいなやつが、坂下や畑山のような成功者の支えになることがあるなんて。


    　ただ、嬉しい感情とともに、畑山の名前が出たことで、オレはあの疑問について考えてしまう。


    　現在の畑山と坂下の関係性についてだ。


    　ただの仕事仲間なのか。それとも……。


    「畑山と仕事するのは楽しい？」


    　二人は付き合っているのかとは聞けないので、遠回しに畑山についての感情を探ろうとした。


    「うん、楽しいよ。畑山くんは、いつだって仲間のことを真剣に考えてくれるから」


    　ひとかけらの曇りなく、信頼でいっぱいの目になり、そう語る坂さか下したを見て、オレは複雑な気持ちになる。


    　高校生のとき、坂下はオレのことを「ヒーローみたいな存在だった」とまで言ってくれていた。何時間も語り合うようなことはなかったけど、当時は一番距離が近い友達同士だったはずだ。


    　それでも、畑はた山やまが相手じゃまるで勝ち目がないだろう。


    



    　高校生のうちに、もっと積極的に坂下にアプローチをしておくべきだったんだろうかと後悔する。


    「それはよかったな。オレみたいなやつが言うのもなんだけど、畑山と一緒にこれからも頑張れよ」


    　後悔を隠すように、オレはそう言ったのだが、坂下がどことなく曇ったような表情を浮かべていることに気づく。


    　やばい、オレの気持ち、見透かされている!?


    　坂下は表情を曇らせたまま、窓の外を眺めだした。


    　オレは外の様子なんてどうでもよくて、坂下のうなじや首筋、背中などを盗み見るように観察した。


    　マジで綺き麗れいになったよな。体のどのパーツを見ても、見み惚とれてしまう。


    　この美女の体に、オレはたった一度だけれど、触れたことがあるんだよな……。キモイマン最後の戦いを終えて秘密基地に戻ったオレは、坂下と感情をぶつけ合い、最後は彼女の胸に頭をうずめて泣いた。そして、彼女に優しく抱きしめてもらったんだ。


    　あの日のことを思い出すことはよくあるが、今日は同じ思い出を反はん芻すうしているはずなのに、今までと違った感情が湧わき上がってくる。


    　この美女の胸に、オレは頭をうずめたんだ……。


    　今現在の坂下の胸に目をやる。


    　あのときと同じことを、今こそやりたい。


    　そう思ったが、その願いを叶かなえるための手段がまったく思い浮かばない。


    　坂下の体は、オレから三十センチほど離れた場所にある。胸に飛び込むどころか、彼女の体に触れることもできない。


    　今、あのときと同じことしたら、怒られちゃうよね？


    　坂下が窓の外を見ていることに油断して、じろじろと嫌いやらしい目でその体を見つめていたら、彼女が急にこちらに振り返ったので、慌てて目を逸そらしてしまう。


    「高たか寺でらくんは休みの日って、何をしてるの？」


    　坂下が聞いてきた。


    　休みの日？　一週間のほとんどが休みと言えば休みであるが、それを言うのは嫌いやだった。


    「特撮物のブルーレイや動画を観みてることが多いかな？」


    　それを聞いた坂さか下したはくすっと笑って、


    「高たか寺でらくん、聖ひじりの影響受けすぎじゃない？　昔は別に特撮オタクじゃ全然なかったのに」


    　と言った。


    「う、うん、そうだな。でも、仮面ライダーもウルトラマンも子供の頃ころ以来で観てみたら面白かったんだよ」


    「高寺くんはやっぱり特撮に興味ない人とは一緒にいても楽しくない？」


    　坂下はどこか不安そうに、聞いてきた。


    「いや、別にそんなことないだろう。今日だって……聖たちがいたからちょっとは特撮の話にもなったけど、ほとんどは違う話題だったじゃん。それでも、オレは楽しかったぞ」


    　オタクの中には一定のジャンル以外なんの関心も示さない者だっているのだろうが、オレはそういう人間ではない。


    「そっか。じゃあ、江え島じまくんみたいなタイプの人と話していても楽しかったんだ」


    　坂下は安心したように笑う。


    　実際には江島に対しては苦手意識を持ったのだが、そんな反応をされてしまうと正直な感想は口にできない。


    「ねえ、高寺くんから見て、江島くんと畑はた山やまくんの関係ってどう？」


    　どう？　と言われても、質問の意味がよく分からなかった。


    「ほら、今日も二人きりで遊びに行ってさ。仲すごくいいよね」


    「確かに仲はよさそうだったけど、二人きりで遊ぶことになったのはオレや坂下が誘いを断ったからだろ」


    　なんだろう？　畑山が自分以外の人間と遊んでいることが気になるのだろうか。それって、まるで坂下が畑山のことを恋い焦がれているみたいではないか！


    「あのね、畑山くんのことが最近ちょっと心配なんだ」


    　オレの心の声を裏打ちするような言葉を坂下は漏もらす。


    「心配？　なんで？」


    「以前と比べても、畑山くん寝不足みたいで、疲れが溜たまっているみたいなの」


    「それは、仕事が増えてるってこと？　嬉うれしい悲鳴だね」


    　仕事がほとんどないオレには縁のない悩みだ。


    「ううん、違う。仕事とは別に、何かやってるみたいなんだよね」


    「仕事とは別に？」


    「もちろん、私も畑山くんのプライベートには深く関与してないけどさ。半年くらい前からかな、明らかに疲れが増しているように見えるの」


    「それは心配だな」


    　などと言いつつ、オレは内心「畑はた山やまくんのプライベートには深く関与してないけど」という言葉に、よっしゃあ！　と、ガッツポーズを取っていた。


    　それって、二人が付き合っているわけではないと考えてもいいんだよね？


    　坂さか下したの綺き麗れいな顔を凝視できないため、自然と目線を下げてしまっているオレには、彼女の豊満な胸の膨らみがずっと視界に入っている。


    　オレは自分に透視能力が備そなわっていないことを残念に思いながら、ちらちらと胸の観察を続けていた。


    「しっかりした根拠もなく、こんなことを考えちゃう私って嫌いやな人間なのかもしれないけど……」


    　坂下は様子を窺うかがうような目で、こちらを見てくる。


    「何？　言ってみてよ」


    「畑山くん、江え島じまさんと一緒に悪い遊びをしているんじゃないかな？」


    「悪い遊び？」


    　悪い遊びと言われても、いろんなケースがあるので、ぴんと来ない。


    　それに江島は、オレはいけ好かないと感じてしまったが、少なくとも表面上はいかにも真ま面じ目めそうで、悪いことをしているタイプとは結びつかない気もするけどな。


    　そうこうしているうちに、タクシーはオレのよく知る調ちよう布ふの街中に入った。結局、坂下の体には一切触れられないまま、タクシーを降りることになる。


    　名残なごり惜しい気持ちでいっぱいだったので、


    「坂下」


    「何？」


    「暇人なオレは、多忙な人間には気を遣っちゃうからさ……たまには、おまえから連絡してくれよ」


    　去り際にそう言った。


    　すると、


    「高たか寺でらくん、私からもお願いがあるんだけど」


    　坂下が言う。


    　お、お願い？


    「できたら、私のことも名前で呼んでほしいな。聖ひじりみたいにさ」


    　心臓の鼓動が激しく高まる。


    「それじゃあ、また」


    　坂下を乗せたタクシーは、動揺しているオレが「優ゆう花か」と口にするのも待たずに、出発してしまった。
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    　その日、オレは興奮気味に近所の書店へと向かっていた。


    　お店に着くと、まっすぐ雑誌コーナーに行き、特撮ゼロワンの最新号をぺらぺらめくる。毎号楽しみにしている雑誌ではある。だが、今日ほどドキドキして、この雑誌のページをめくったことはない。


    　……というのも。


    「あっ」


    　そのページを発見したオレは、思わず声を漏もらしてしまう。


    



    『特撮ガール聖ひじりちゃんが行く！』


    



    　そんなタイトルとともに、満面の笑えみで聖のカラー写真が大きく写っている。


    　水みず原はらに聖を紹介した日に、彼が言っていたように、聖は特撮番組の現場ルポを行うようになった。最初はネットニュース用の企画だったが、聖のキャラクターが現場で好評だったらしく、こうして雑誌にまで堂々と顔を出すことになった。


    　雑誌の掲載が決まった聖はすぐにオレへ電話してきた。


    



    「一いち郎ろうにいちゃん！　今度ね、特撮ゼロワンで現場ルポの記事を書くことになったんだ！」


    　無邪気に報告する聖に、


    「そうなんだ。凄すごいじゃん！」


    　と、オレは心から喜びの言葉を伝えた。


    「ありがとう。これも、水原さんに紹介してくれた一郎にいちゃんのおかげだよ」


    「オレはたいしたことしてないさ。雑誌は発売したらすぐ買うよ。楽しみにしてる」


    



    　──そして発売日。開店と同時にとまでは行かなかったが、昼過ぎに起きてからすぐ書店に向かって、特撮ゼロワンを手にしたのだった。


    　聖から話を聞いてオレがイメージしていたのは、モノクロページの端っこに小さく掲載されているミニコーナーだったが、それでも充分に凄いことだと思っていた。


    　だが、実際には、聖のルポはカラー二ページにわたって掲載されていたのである！


    　オレが特撮ライターとして三年頑張ってもできなかったことを、聖はほんの一か月で達成してしまったわけだ。


    　名前が掲載どころか、顔写真まで大きく載せちゃって。


    　これじゃ、聖ひじりに先輩面をするのが難しくなっちゃったなと思う。


    



    　購入した特撮ゼロワンを持って帰宅したオレは、布ふ団とんの上で横になって、聖の現場ルポが掲載されたページを堪たん能のうする。


    　彼女がルポに向かったのは、ＣＳで放送されている特撮ヒーロー番組『人造合体メガッシン』の現場だ。メガッシンに変身するイケメン俳優の半はん田だ海かい斗とに聖がインタビューをしている。


    



    聖　「半田さんは、本格的なお芝居は今回がはじめてですね」


    海斗「ええ。デビュー作で主人公だなんてプレッシャーが大きいです」


    聖　「ヒーロー番組は新人俳優の登竜門のようになっていますが、皆さん、回を増すごとにお芝居が磨かれていき、立派な役者さんに成長されていった人が多いと思います。半田さんがどんな役者に成長されていくのか一年間楽しみにしてます！」


    海斗「ありがとうございます」


    聖　「半田さんは、モデルのお仕事をメインでされていますが、ヒーローとモデルは、かっこいいものを見せるという共通点がありますよね」


    海斗「そんな考え方もあるんですね（笑）」


    聖　「半田さんのシルエットを拝見して、仮面ライダーＶ３や快傑ズバットなどの名ヒーローを演じられた宮みや内うち洋ひろしさんを連想させるかっこよさを感じました！」


    



    　役者をインタビューする記事は、聞き役は影に徹して個性を出すのを控えるもののだが、聖のテンションが高く、役者よりしゃべっている文量が多い。


    　これが許されるくらい、聖のキャラクターが認められている証拠なのだろう。雑誌としても、聖が現場ルポをしているという点を推したいのだ。


    　それにしても、芝居の経験もないイケメンに、聖が大興奮している様子を見ていると……イケメンとは程遠い男としてはあまり面白くない気分になる。


    　もちろん聖のテンションが高いのは、彼がヒーローを演じているキャストだからであって、イケメンを前にしたから舞い上がっているという話ではないのだろうが……。


    　いや本当にそうか？


    　聖だって、イケメンの男のほうが好きなんじゃないか？


    　イケメンを前にして興奮することは別に悪いことではない。オレだって、美女を前にしたら、どきどきしてしまう。だが、自分のことは棚に上げても、聖にはそういう人間であってほしくなかった。


    



    　記事を読んだことを聖にＬＩＮＥで伝えると、すぐに聖から電話がかかってきた。


    「一いち郎ろうにいちゃん、ありがとう！　私も嬉うれしくて買っちゃった」


    「え、聖ひじりは献本してもらえたんじゃないの？」


    「うん。だけど、保存用にもう一、二冊欲しいなぁと思ってさ」


    　屈託ない声で、聖はそう言った。


    「このルポ企画、これからも続いていきそうなの？」


    「うん！　次回は、『サイバー忍者テッカライジャー』の現場だって！　主演の熊くま王おうさんにインタビューもできるみたい！」


    　それはよかった。


    　友達の成功を受けて、自分もそろそろ本気にならなくちゃと思いながら、しばらく会話を続け、電話を切った。


    　聖にやる気のスイッチを押してもらったオレはパソコンを開き、ヒーロー物の脚本を書こうとした。


    　一時間かけて三行ほど書いたが、どうにも掴つかみが弱くて、結局削除してしまった。その後も三行ほど書いては「つまんねえなぁ」と批判を口にしてくる人々の顔が思い浮かんできてしまい、文章を消してしまうという行為を繰り返した。


    　聖のようにスポットライトが当たるには、まだ時間が掛かりそうだ……。


    



    ☆


    



    「高たか寺でらくん。水曜の夜、空いてたら、ご飯でもどうかな？」


    　坂さか下したからご飯のお誘いの電話をもらったのは、特撮ゼロワン発売日の夜だった。まったくヒーロー物の脚本が書けず気落ちしていたタイミングで美女からの電話。神様が「そう落ち込むなよ」と慰めてくれているのではないかと思えた。坂下からの電話は、頻ひん繁ぱんに連絡を取り合っている聖からのものとは違うドキドキ感がある。


    「あぁ、水曜日なら空いてるよ」


    　月曜も火曜も木曜も金曜も土曜も日曜も空いているのだが、見栄を張って「なら」を強調して応こたえた。


    「よかった！　高寺くんは何を食べたい？」


    「ううん、悩むなあ」


    　会話をしながら、前回、坂下と別れたときのことを思い出す。「できたら、私のことも名前で呼んでほしいな」と、少し照れくさそうな笑えみを浮かべて言ってきた坂下。


    　あのときはタイミングを逃して言えなかったが、今こそ言おうと思った。


    「お肉と魚なら、どっちのがいいの？　あ、場所は調ちよう布ふの近くがいいよね？」


    「都内ならどこでもＯＫだよ」


    　だけど、意外と「優ゆう花か」という言葉を放つタイミングは難しかった。聖ひじりの場合はまだ小学生の頃ころから会っていたので、無理せずできたが、女子を名前で呼ぶのって結構ハードル高いよな。


    　……江え島じまも水みず原はらも笹ささ本もとも、みんな当たり前のように初対面の聖を名前で呼んでいたことを思うと、オレが気にしすぎなだけなのだろうけれど。


    「お肉も魚も美お味いしい行きつけのレストランがあるから、そこにしようか」


    「そんな選択肢があるなら、最初から肉か魚で迷わせないでくれ」


    　オレはそう言って、笑った。


    「決まりだね。あとで、お店のサイトのＵＲＬ送っておくから」


    　そんなふうに会話は終わり、結局「優花」とは呼べずじまい。


    　まぁ、こういうのは電話よりも直接会ったときに言えたほうが、ドラマチックでいいもんな──と、オレは自分に言い訳する。


    



    　坂さか下したとの待ち合わせの時間は十八時、場所は中目黒にある店だった。事前にネットで調べてみたら、料理のメニューの豊富さとお洒しや落れな雰囲気の内装で、特に若い女性から人気のあるお店であることが分かった。


    　中目黒駅からお店に向かうまでの道のりでも、こ洒じや落れれた格好をしている人が多く、ウルトラマンサーガのＴシャツを着ているオレは浮いているような気がして仕方なかった。


    　店内に入ると、仮面ライダーやウルトラマンのフィギュアがない代わりに、「こういうのをアートって言うんだろうな」と思わせる絵やオブジェなどが飾られていた。


    　そんなお洒落な空間に、アート作品のようにも見える美しい女性が座っていた。


    　坂下優花である。


    「いらっしゃいませ」


    　店員がこちらにやって来たので、


    「あ、友人と待ち合わせしていますので」


    　と、坂下のほうへと向かう。


    「あ、高たか寺でらくん」


    　坂下もこちらに気づき、小さく手を振る。店員は、まさかこのダサい格好をした男の待ち合わせ相手が、この空間で一番の美人である彼女だとは思いもしなかったのだろう。


    「ご、ごゆっくりどうぞ」


    　立ち去る店員が、信じられないものを見たとでもいうような表情を浮かべたのを見逃さなかった。


    「突然ごめんね」


    「いやいや、誘ってもらえて嬉うれしいよ」


    「よかった。本当に誘っていいのか悩んじゃってさ」


    「悩む？　なんで？」


    「だって、こんなふうに、二人でどこかに行くなんてこと一度もなかったし……」


    　坂さか下したは、何な故ぜかオレと視線を合わさないようにして、そう言った。


    　高校では二人でよくおしゃべりをした。共通の趣味などは特になかったので、昨日見たテレビのことや、お互いの家族の話みたいな他愛のない会話ばかりだったけれど。確かに坂下の言うとおり、学校以外で二人きりというのはなかったな。聖ひじりや畑はた山やまも交えて、複数で会ったことは何度かあったけれど。オレも敢えて二人きりで会いたいとは思わなかったからな……美女になった坂下と再会するまでは。


    「茨城から東京に来た顔馴な染じみ同士なんだ。これからは、もっと気軽に声かけてくれよ」


    「いいの？」


    「もちろん」


    　オレが頷うなずくと、坂下はぱっと目を輝かせる。


    「そっか！　分かった。あ、メニューはなんでも注文して。ご馳ち走そうするから」


    「え、いいのか？」


    　ご馳走という言葉に、思わず顔がほころんでしまう自分を情けなく思ったが、もう遅い。


    「うん、私が誘ったんだもん」


    　やっぱ、オレの稼ぎが少ないこと、坂下は察しているんだろうな。


    　美女を相手に格好つけたい気持ちもあったが、ご馳走してくれると言うのなら、遠慮なくそうさせてもらおう。四百五十円のコーヒーと九百円の魚介パスタを注文しようかな。


    「このお店には、よく来るの？」


    「たまにかな。値段の割りに美お味いしいし、けっこうお気に入り」


    　値段の割りに、か。


    　オレには、九百円のパスタは高級品って感覚だけどな。


    「坂下は何にするの？」


    　声に出してから、しまったと思う。自然な流れで「優ゆう花か」と言うべきところだったのに……やっぱり意識しないと馴染があるほうの呼び方をしちゃうよな。


    「そうだなぁ。まずはギムレットで乾杯しようかな」


    　ソフトドリンクでなく、アルコールのメニューを眺めだしたのが、意外だった。


    「今日はこのあと、仕事もないから。思いっきり飲もうって決めたの」


    　坂下はそう言うと、白い歯を見せて笑う。


    「そうか。だったらオレも」


    　コーヒーはやめてお酒を飲もうと、アルコールメニューを見てみることにした。


    



    「乾杯！」


    　運ばれてきたお酒を突き合わせ、お互いにぐいっと一口。


    「高たか寺でらくんと、こうしてお酒を飲める日が来るなんてね」


    　坂さか下したはなんだか嬉うれしそうだった。


    　そう言えば、坂下と二人きりで話す機会なんてほとんど高校以来だから、どんな話題を出せばいいのかよく分からないぞ。特撮の話をすれば話題が尽きる心配がない妹とは違う。


    　この間、一緒にタクシーに乗ったときは、何を話したっけかな……。


    　畑はた山やまと江え島じまの話とおっぱいの話と……あ、いや、おっぱいのことは考えたけど、話はしてない！


    「高寺くん、どうかしたの？」


    　坂下が覗のぞき込むような目でオレを見ていた。


    「い、いや、なんでもない！」


    　おっぱいのことを考えていたせいで、今、目の前にある美女の胸にどうしても意識がいってしまう。


    　可愛かわいくなったねと言うくらいは大丈夫か。だけど、それって気をつけないと昔は可愛くなかったと暴露しているように受け止められそうで危険じゃないか？


    「高寺くん、聖ひじりのことありがとうね」


    　坂下から突然お礼を言われた。


    「え、なんのこと？」


    「聖が載ってる雑誌、見たよ」


    　そう言えば、坂下から電話があったのは特撮ゼロワンの発売日だった。


    「高寺くんが紹介してくれたおかげなんでしょう。聖はもちろんだけど、家族みんな喜んでた。弟もきっと喜んだと思う」


    　オレはしっかりと頷うなずいた。


    　坂下の言う弟──真しん司じくんは、聖にとっては二つ年の離れた兄だ。小学四年生のときに交通事故で亡くなっている。聖の特撮好きは彼の影響によるところが大きいと聞く。


    　聖に水みず原はらを紹介したことでつまらない嫉しつ妬とや苛いら立だちを感じたこともあったが、坂下たちに喜んでもらえたのなら本当に紹介し甲が斐いがあったと思う。


    「記事を読んでどう思った？」


    「あ、うん。専門的な言葉が多くて分からないところはあったけど、聖の写真もカラーで大きく載っていたし。それだけで充分満足」


    「聖は才能があるよ。これから、もっともっとメディアに露出していくと思う」


    「あの子はずっとヒーローが好きだったからね。それで、ご飯が食べていけるようになるんなら幸せだよね」


    「好きなものを仕事にするのはつらいとも言うけどな」


    　一般論として、そう語ったら、


    「好きじゃないことを仕事にしたってつらいから。どうせつらいんなら、好きなことを仕事にするつらさのほうがいいんじゃないかな？」


    　と、坂さか下したは返してきた。


    　なるほど。そういう考え方もあるか。オレも特撮ライターをしていることで発生するストレスはある。だけど、そうじゃない仕事をしていたら、もっとつらかったのかな。


    「そっちはどうなんだ？　今の仕事は好き？」


    「うん、やり甲が斐いがある仕事だよ」


    　坂下が嬉うれしそうに答えるのと同時に、明るい雰囲気の曲が流れ出す。彼女のスマホの着メロだった。当然ながら特撮やアニメの歌ではないようだ。ちょっとごめんねとオレにぺこりと頭を下げて坂下は電話に出る。


    「もしもし……え、何？　……今は中目黒にいるけど。……今から？　明日じゃだめなの？」


    　坂下の受け答えを聞いていると、何か仕事関係からの電話なんだろうなという気がした。


    　やがて、「それじゃあ」と電話を切った坂下は、


    「江え島じまさんのこと覚えているよね？」


    　と聞いてきた。オレが頷うなずくと、


    「よく分からないけど、すぐ近くにいるから、ここへちょっと顔を出すって」


    　坂下はそう言った。


    「今から？」


    　オレの問いに、坂下は頷く。


    　なんだよ、もう！


    　オレの被害妄想かもしれないが、江島にはよいイメージを持っていなかったし、たとえ好印象な相手だったとしても、せっかくの坂下と二人きりで過ごす時間を壊されるのは嫌いやだった。ちょっと顔を出すと言っているらしいが、わざわざ、ここまで来るのだ。長く居座られてしまうんじゃないかと心配にもなる。美お味いしく感じたお酒までなんだか急にまずくなった気がした。


    　──それから十分ほどが経たって、


    「あ、どうも～！　江島でぅええす!!」


    　無駄に陽気なテンションで江島が現れた。


    　なんだ、もう酔っぱらってるのか？


    「ひゅぅ。今日も優ゆう花かちゃんは可愛かわいいね。きゃはは」


    　誰だれがどう見てもしらふじゃない。


    　先日の聖ひじりのお祝いの席でも江島は普通に酒を飲んでいたが、ここまでひどく酔っぱらってはいなかった。どれだけの酒を飲んだらこんなふうになるのだろうか。


    「もう、江島さん。また飲みすぎちゃったんだね」


    　坂さか下したはいたずら好きの子供と接するかのように困った顔をして、江え島じまを見ている。


    「ぜ～んぜん飲んでない飲んでない。スイッチが入ってぱぱぱぱぱ～んってなってるだけえええ!!」


    　いや、この江島のテンションはまずいんじゃないか。普通の居酒屋とかならともかく、お洒しや落れなお店では完全に浮きまくっていることが、お洒落には疎うといオレでも分かる。


    「と、とりあえず、江島さん落ち着いてください」


    　オレはひとまず江島を椅い子すに座らせようとする。


    　挨あい拶さつを済ませたら江島にはさっさとこの場から立ち去ってほしかったのだが、彼がこの状態ではそれも難しい。とにかく一いつ旦たん落ち着かせよう。


    「ん？　あんた、どこかで見たことあるな！」


    　江島はここに来てからはじめてオレに反応した。というか、うろ覚えなのかよ！


    　酔っぱらっているのだから仕方がないとはいえ、先日会ったときからオレのことなどどうでもいい存在だと思っているという証明だなと思う。


    　江島を座らせたオレは、坂下に小声で聞く。


    「江島さんって、普段からこんなに酒癖がひどいの？」


    「学生の頃ころはそんなに飲むほうじゃなかったんだけど、去年くらいからかな……。ときどきスイッチが入ったみたいにハイテンションになるようになったの」


    　坂下は小声にすることもなく、答えた。ここまで酷ひどく酔っぱらった相手には、何を聞かれようが気を遣う必要はないと考えているのかもしれない。


    「あぁ～！　おまえたち、俺のこと邪魔者だと思っているな。よし！　じゃあ、千ち鶴づるちゃんのとこ遊びに行こ～っと！」


    　せっかく座らせたのに江島はそう言うと勢いよく立ち上がる。


    　千鶴ちゃん……江島の彼女だろうか？


    「江島さん。遊びはほどほどにしなよ」


    　坂下が注意する。


    「大丈夫大丈夫、大丈ブイブイ!!」


    　江島はそう言うと、大手を振ってお店から出ていく。


    　想像していたよりもずっと早く、オレたちの元から去っていってくれたのは嬉うれしかったけれど、一体なんだったんだ？


    　江島のせいで、オレたちまで周囲の客からじろじろ見られているよ。恥ずかしい。


    「あんなに酔っぱらった状態で会いに来られても、彼女さんも大変だろうな」


    　オレが感想を漏もらすと、


    「千鶴さんって、江島さんの彼女じゃないよ。前にも、今日みたいなテンションになっているときに嬉しそうに話してたお気に入りのキャバ嬢さんだよ」


    　心配そうな目で、江え島じまの去っていったほうを見ながら坂さか下したは言った。


    　キャバクラ……行ったことはないが、女の子とおしゃべりしながらお酒を飲むだけで何万円も取られるお店のことだよな？


    「浴びるように酒を飲んでキャバクラ通いとは、儲もうけている人間はさすが違うねぇ」


    　皮肉ではなく、成功者を肯定する意味でそう口にしたのだが、


    「それが……江島さんの会社、ここのところ調子がよくないみたいなんだ」


    　坂下は残念そうな顔をして言った。


    「え、そうなの？　キャバクラに行けるのに？」


    「ううん。江島さんの場合は見栄を張っているというか。上う手まくいっているように見せることが、会社にとってもプラスになると考えていたりするのかも」


    　坂下はどこか寂しそうだった。大学の同級生で、畑はた山やまと同じ時期に起業した仲間として、やはり江島のことは気になるのだろう。


    「あ、この間、坂下が心配していた悪い遊びってのはキャバクラ通いのこと？」


    　オレはキャバクラが悪い遊びだとは思わないが、そう思う人もいるだろう。


    「ううん。それもそうなんだけど……」


    　坂下はしばし言いよどんでいたが、やがて口を開いた。


    「江島さん、ドラッグでもやってるんじゃないかと思って」


    「ドラッグ？」


    　いきなり、非日常的なキーワードが出てきたので、自分の耳を疑った。だけど、坂下の表情を見る限り、そうではなさそうだ。


    「だって、お酒であそこまでおかしいテンションになるかな？」


    　坂下はそう言ったが、さすがにそれは考えすぎだとしか思えなかった。


    　大学のときのサークルには酔うとあれよりもっと酷ひどいテンションになる奴もいた。


    　しかしまあ、オレにとって江島はたいして付き合いのある人物ではない。そいつのために坂下との貴重な時間をこれ以上浪費したくなかった。


    　決して負け惜しみではないし、キャバクラに行ったこともない人間がこんなことを言うと、キャバクラの関係者に怒られてしまいそうだが、キャバクラよりも坂下と一緒にお酒を飲めるほうが、ずっと楽しいのではないかと思う。


    「じゃ、気を取り直して飲もうか」


    「……そうだね。飲もう！」


    　坂下はまだ少し江島のことが気がかりであったようだが、オレの提案に賛同してくれた。二十歳を過ぎた大人の友達同士。


    　聖ひじりとはできない楽しい過ごし方をしよう。


    



    　それから、二時間ほどが過ぎた。


    「もう高たか寺でらくんってば、冗談ばっかり言うんだからあ!!」


    　坂さか下したが大きな口を開けて笑っている。


    　先ほどの江え島じまと比べたら可愛かわいいものだが、オレはえらく酔っぱらっている。だから、そんなに面白い冗談を言えたかどうかも判断できない。ただ、オレの話でこんなにも楽しそうに笑っている坂下もだいぶ酔っていることは間違いない。


    　オレは酒は嫌いじゃないが、すぐに酔ってしまう。お酒は程々にしないといけないという気持ちは持ちつつ、底抜けに明るい坂下を見ていたら、


    「どうしたの、高寺くん。もっと飲もうよ！」


    　そう言って、坂下が、オレの肩をぽんぽんと叩たたいてきたではないか！


    　こうも簡単にオレの体に触れてきたのは、坂下も相当酔っているのだなと思われた。


    　うん……アルコール万歳だね。


    　オレもアルコールの力を借りて坂下の体に触れてしまおうか。おっぱ……いや、肩を叩いたり、頬ほおをつんつんするくらいならいいよね？


    「高寺くん、何シリアスな顔してるのぉ？」


    　坂下がにこにこした顔で、顔を近づけてきた。


    　オレがあとほんの少し顔を前に突き出したら、お互いの顔がくっついてしまいそうだ。こうなると、自分がまだそんなふうに冷静に考えることができてしまう程度にしか酔えていないことを残念に思う。


    　がんばれ、オレ！　がんばって、アルコール！


    「なんでもないよ、優ゆう花か」


    　──どうだ！　アルコールの力を使って、優花と名前で呼んでやったぞ！


    「あああ！　高寺くん、ようやく優花って呼んでくれたぁぁ!!　いつも聖ひじりのことを名前で呼んでいるのを見て寂しい思いしていたんだからぁ。このこの！」


    　優花は大いに喜び、またオレの肩をがしがしと叩いてきた。


    　嬉うれしいけど、正直ちょっと痛いです……。


    　とりあえず、優花のこのテンションにオレも付いていけるように、


    「カルーア・ミルクをください」


    　今夜はもっともっとお酒を楽しむことにした。


    　今が楽しければ、それでいいよ！


    



    　それから更に一時間ほど、お互いにお酒をたっぷり口にしながら、オレたちは世間話に花を咲かせた。二人だけでこんなにがっつり話し合ったことは、高校時代にもなかった。


    　アルコールの力は偉大だと思った。なんてことない話を何十倍にも楽しくしてくれる。


    「こんなに飲んだら電車に乗って帰るのも大変だよね？　送っていくよ」


    　優ゆう花かはそう言って、先日のようにごく当たり前にタクシーを停とめた。


    　後部座席に二人並んで乗り込むなり、


    「見て見て！　月が綺き麗れいだよ！」


    　窓から見える中途半端に欠けた月を指差してはしゃぐ優花。


    　はしゃぐことで胸がぶんぶん揺れる様子に、オレもはしゃいでしまう。


    「今度はお月見とかできると、いいな」


    　月など一切見ずに、胸に目をやりながらそう口にしたオレに、


    「うん、そうだね！」


    　優花は嬉うれしそうに頷うなずく。


    　先ほどからずっと笑え顔がおの優花を見ながら、お酒の力を借りなくてもこんなふうにお互いが笑い合えるようになれるといいなと思った。


    



    「お客さん、そろそろ調ちよう布ふ駅に着きますよ」


    　運転手の声で、オレは目が覚めた。いつの間にか眠っていたらしい。


    　何か、右肩のあたりに重みを感じる……。


    「!!」
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    　状況を理解したオレは、声を失った。


    　泥酔した優ゆう花かの幸せそうな寝顔がオレの肩に寄りかかっていたのだ。


    　優花に肩をぽんぽんと叩たたかれたときも充分に嬉うれしかったのだが、彼女の頭が寄りかかっているというのは、その何倍も最高な気分だった。


    　このままずっとオレの肩に寄りかかっていてほしい。


    「う……ん……」


    　優花が小さく呻うめいて、もたれていたオレの肩から身を起こす。残念……。


    「高たか寺でらくん、今どの辺？」


    「そろそろ調ちよう布ふ駅だよ」


    「せっかくだから、アパートまで送っていくよ。運転手さんを案内してあげて」


    　お言葉に甘えて、オレはアパートまで送ってもらうことにした。


    　オレの暮らすボロくて古汚いアパートが見えてきた。


    　簡単にお言葉に甘えてしまったが、よく考えると、あれを優花に見られてしまうのは、あまりよいものではないなと思った。とはいっても、別のアパートの前で停とめてもらうわけにはいかない。


    「ここです、停めてください」


    　タクシーが停まり、オレは優花の反応を窺うかがう。


    「ここが高寺くんの暮らすアパートかぁ」


    　優花は、感慨深げに言った。


    「う、うん。それじゃあ、今日はありがとう」


    　お礼を言ってタクシーを降りようとしたら、


    「高寺くんの部屋がどんな感じなのか、見てみたいな」


    　優花がそんなことを言ってきたので、驚いてしまう。


    　ここは「じゃあ、見ていく？」と言って、彼女と一緒に降りるべきなのだろうか。だけど、清潔さとは程遠いオレの部屋に優花を上げていいものかと悩んでいると、


    「次回は高寺くんのお部屋で飲もうよ」


    　優花はそう言った。どうやら今日見るつもりはないようだ。


    「う、うん！」


    　オレはすっかりいい気分でタクシーを降りて、優花と別れた。


    　酔っておぼつかない足でアパートの階段を上がるのはちょっとしんどかったが、オレはこの世界を制覇した王のような最高の気分で四畳半の部屋に戻った。美女に見送られてから帰ると、このボロアパートもどこか立派な建造物のように見えてくる。


    「あはははははは!!」


    　試しに、王らしく笑ってみた。


    　おお、なんだか気持ちいいぞ！


    　そんなことを思いながらベランダのほうに目をやると、ある違和感に気づいた。


    　窓の外で、もくもくもくと白い煙が湧わき上がっているのだ。


    「え、火事!?」


    　王の城に戦火が上がったのだろうか。


    　慌ててベランダに駆け寄ると、煙の中から、ベーグロスが現れた。


    「また、おまえかよ！」


    　三度目となると、ヒーローをおまえ呼ばわりしてしまう。


    　時計に目をやり時間を確認すると、もう少しで十一時になるところだった。こいつは、いつも遅い時間にやって来るよな。正義のヒーローなんだから、堂々と真っ昼間にやって来ればいいのに。


    　つーか、オレはやっぱり酔っぱらっているのか。


    　オレの家にベーグロスがやって来るなんてこと、あるはずないもんな……。


    　ベーグロスは、どんどんと、窓を叩たたきだした。


    「じっと見ていないで、ここを開けてくれたまえ」


    　……どうやら、ベーグロスは中に入れろと言っているらしい。


    



    　気がつくと、勝手知ったる場所のようにオレの部屋でベーグロスはあぐらをかいて座っていた。その光景は、あまりにも非日常的でこれは酔って見ている夢なのだという思いを強くさせた。


    　ひょっとしたら、さっきまで優ゆう花かと飲んでいたのも夢だったのかな……。あれは現実であってほしいなぁ。


    「今日も、酷ひどく酔っているようだな」


    　ベーグロスは先日の夢の続きのようにオレに説教をしてきた。


    　夢というのは見ている側の脳が作っているのだから、似たようなことを言ってくるのは仕方ないのかもしれない。


    「だが、今日は楽しそうに酔っているな」


    　オレの脳が見せている夢は、今日のオレの精神状態もよく分かっていた。


    「うん。こんなに気持ちよく酔っぱらったのは、はじめてかもしれない」


    「それはよかったな。ん？」


    　そこで、ベーグロスが何かに気づいた。


    　マスクを被かぶっているため、断言はできないが、書棚の上に置かれたキモイマン人形を見ているのだと思われた。


    「あれは……キモイマンだな」


    「知ってるんですか!?」


    　まさか、ベーグロスがキモイマンを知っていたとは驚いた。


    「ああ。キモイマンは、私の人生にもっとも深い影響を与えた存在の一つだ」


    　影響？


    　認知されていただけでも驚きなのに、キモイマンがベーグロスに影響を与えていただなんて信じられない話である。


    「一体、キモイマンが、あなたにどんな影響を与えたっていうんですか？」


    　その正体であるオレとしては、どうしても聞いておきたいところだった。


    「詳しいことは言えない。ただ、キモイマンがいなければ、私はヒーローとして生きることもなかっただろう」


    　よく分からないが、ベーグロスの誕生に、キモイマンが関わっていたというのは悪い気分ではなかった。


    　どうせ酔って見ている夢なら、ベーグロスに尊敬されていい気分を味わうのも悪くないかな。


    「おい、ベーグロス。オレも昔はヒーローだったんだぞ」


    　ベーグロスは無言でこちらを見ている。


    「オレが、キモイマンだったんだ！」


    　──『えっ!?　あなたがキモイマンさんだったんですか！　凄すごい！　凄い！　凄すぎる～！　さ、サインください！　あ、肩でもお揉もみしましょうか!?』


    　……そんなリアクションが返ってくることを期待したのだが、


    「あぁ、知ってるよ」


    　ベーグロスは極めてクールに、小声でそう言い頷うなずいた。


    　なんだよ。もっとオレをいい気分にさせろよ。


    　オレの脳が見せる夢は、あまり気持ちよくさせてくれないなぁ。自分の脳のサービス力不足のせいで、オレはすっかり気が萎なえてしまい、布ふ団とんの上でだらしなく横になってしまう。


    「知ってた？」


    「ああ。だから、私は君の様子を見に来たんだ」


    「え、なんのために？」


    「私の人生の契機となったヒーローの現在が知りたいのは、当たり前の感情だろう」


    　寝そべったまま適当な相あい槌づちを打っているオレに、ベーグロスは熱い気持ちをぶつけてくる。互いの温度差がありすぎる……つーか、頭がじんじんと痛くなってきた。やっぱり飲みすぎたのか。


    　ピーッ、ピーッ、ピーッと、警笛のような電子音が突如鳴りだして、ただでさえ頭痛に苦しんでいるオレを悩ませた。


    　電子音は、ベーグロスの腰のあたりから鳴り響いているようだった。


    　こいつ、正義のヒーローではなく、オレに嫌いやがらせしに来た悪の怪人なんじゃないかと思う。


    「なんなんだよ、その耳障りな音は？」


    「残念だ。もっとゆっくり話をしたかったのだが、事件が発生したらしい。私は行かなくてはならない」


    　勝手に来て、勝手に帰るとは失礼なヤツだ。布ふ団とんの上で横になりながら適当に会話していた人間には言われたくないだろうが。


    　しかも、その間も警笛のような電子音は鳴り続いているので、頭にがんがん響く。


    「分かったから、さっさとどこにでも行ってくれ」


    　オレは少しでも音を遮断しようと、布団の中に潜り込む。


    



    　警笛のような電子音が、太鼓のような音へと変わっていく。


    　どんどんどんっという音によって、オレは無理やり起こされたのだ。


    　布団から顔を出して時間を確認すると夜十一時を過ぎたばかり。帰宅してすぐに寝てしまったところを叩たたき起こされた感じだろうか？


    　そのわずかな間に、ベーグロスが我わが家にやって来るなどという不条理な夢を見ていたのか……。


    　どんどんどん！


    　ドアのノックはまだやまない。頭痛で苦しんでいるオレにとって、ノックの連打は暴力でしかない。


    　これだけノックして反応がないのだから、留守だと思って諦あきらめろよと思った。だけど、まったくノックが終わる気配がないので、仕方なく起き上がった。


    　あぁ、頭がふらふらする。


    「はいはい、なんだよ、なんなんだよ？」


    　ドアを開けると、興奮した室むろ井いがビデオカメラを持って立っていた。


    「た、た、た、高たか寺でらさん！　い、今！　とんでもないものを見たんですが!!」


    　ああもう、ドアを開けても、がんがんがんがんと脳を揺らす大声だ。


    　もっと小声でしゃべれよ、馬ば鹿か。


    「無事撮影に成功したんで、高寺さんも観みてください！」


    　オレの意思を無視して話を進めるのは、夢で見たベーグロスとそっくりだ。


    　しかも、オレが許可していないのに、室井は勝手に部屋へと上がり込んでくる。


    　ベーグロスより失礼なヤツだ。


    　寝ているオレを叩き起こしてまで観せようってんだ。もしも、しょうもない映像だったら、ぼこぼこにしてやる。


    　と、しらふのときと比べると、だいぶ攻撃的な思考回路になっている自分に気づく。


    　──とそこへ、


    　こんこんこん。


    　再びドアをノックする音が聞こえてきた。


    　今日は随分と来客が多い日だと思いながら、ドアを開ける。


    「今度は一体、誰だれ……」


    　──え!?


    　オレは金縛りにあったように、全身が固まってしまった。


    　そこに立っていたのは、弾けそうな笑えみを浮かべている聖ひじりだったのである。


    　は？　なに、これ、どういうこと？


    　ほんの数十分前まで、優ゆう花かと一緒に素敵な時間を過ごしたかと思ったら、今度は妹の聖がウチを訪ねてくるだと!?


    　さっきのベーグロスに続いて、まだ夢を見ているのだろうか。


    　室むろ井いもオレの家にこんな美少女が訪ねてきたことが信じられないといった顔をしている。


    「急にごめん！　上がらせてもらうね！」


    　夜中にいきなり美少女やって来て、勝手に部屋に上がり込む。できすぎたラブコメ漫画みたいな展開だ。


    「うわぁ、ここが、一いち郎ろうにいちゃんの部屋かぁ!!」


    　興味津々といった表情で部屋を見回している。


    　そんな聖の様子をじろじろと見ていた室井は、


    「高たか寺でらさん、誰なんですか？　こ、この方は!?」


    　と興奮気味に聞いてくる。


    「すみません。帰ってもらえます？」


    「え、いや、でも」


    「とっとと出ていって」


    　オレはやや乱暴に室井を外に追い出す。


    　邪魔者を締め出したところで、オレは聖と向かい合う。きらきらと目を輝かせて、今オレの部屋にいることに本当に感激している様子だ。そんな天てん真しん爛らん漫まんな彼女を見ていると、先ほどの酔っぱらったときの優花は聖に少し似ているかもしれないと思った。


    　アルコールに浸食されていたオレの意識もどんどん覚かく醒せいしていく。


    「一体、急にどうしたんだよ？」


    「たまたま近くまで来たから寄らせてもらったの」


    「だったら前もって連絡入れてくれればよかったのに」


    「えへへ。サプライズで一郎にいちゃんをびっくりさせてやろうと思って」


    　聖はいたずらっ子のようにはにかむ。


    「あれ、本当に飾ってくれていたんだね」


    　聖ひじりは書棚の上に置かれたキモイマン人形を見つけて、嬉うれしそうに笑う。


    　ちょっと前に、夢の中で、ベーグロスも、このキモイマン人形に反応していた。


    「まぁ、とりあえず座りなよ。お茶でも飲むか？」


    　と言いながら気づく。


    「いや、急いで帰らないと寮の門限までに帰れないんじゃないか？」


    「うん。だから、今夜は泊まっていってもいい？」


    　!!


    　今日一番の衝撃に襲われた。


    　先ほどはできすぎたラブコメ漫画みたいだと思ったが、ここまでの超展開は漫画でもないんじゃないか？　オレが知らないだけで、男女関係ってこういうものなの？


    「急いで帰ればまだぎりぎり間に合うんじゃないか？」


    「そうかもしれないけど、ぎりぎりで間に合わないかもしれないし。朝まで一緒にブルーレイを観みたり、おしゃべりしようよ」


    「朝まで一緒……」


    「あ、ごめん。明日は何か用事がある？」


    「明日は昼過ぎまで予定もないよ。じゃあ、泊まっていけよ」


    　動揺が悟られないように、女子が家に泊まることなど、なんてことないように見えるように意識しながら、聖の提案を了承した。


    「わ～い、ありがとう！」


    　聖はそう言って、テレビの前に置かれていた座布ふ団とんの上にちょこんと座る。


    　とりあえず、このみすぼらしい部屋を見て、引いている様子はまったくない。


    　オレは不自然に思われないぎりぎりな距離を計算して、聖から二十センチほど離れて横に座る。


    「とりあえず、『キカイダー０１』でも観よう」


    　たくさんあるヒーロー物の映像ソフトの中からこの作品を選んだのは、主人公の名前がオレと同じ「イチロー」だからだ。


    　聖とはじめて出会ったとき、彼女はまずこの名前に反応して、オレに親近感を抱いだいてくれた。女性が家に来たときに観る映画として一番ベタなのはムードを盛り上げてくれる恋愛映画なのだろうが、聖を相手にする場合なら、この作品こそがベストであろうと判断した。


    　しかも再生したのは第四十三話「ビジンダーに恋した若者」である。タイトルからも分かる通り、恋愛要素も盛り込まれているエピソードだ。


    「この回、いいよね。人造人間の悲しみが深く描かれていてさ」


    　聖も、オレのチョイスに満足してくれたようだ。


    　もっともオレは過去に何度も観ているキカイダー０１よりも、少し動けば触れられる位置にいる聖ひじりのことばかり、ちらちら見てしまう。


    「あのさ、一いち郎ろうにいちゃん」


    　突然、聖がこちらに目を向けてきたので焦った。


    「なに？」


    「実は、ちょっと聞いてほしい話があってさ……」


    　何度も観みたことがあるキカイダー０１よりも気になることがあるのは、聖も一緒だったらしい。


    「なんでも聞いてやるよ」


    「一郎にいちゃんは、特撮ゼロワンの私の記事どう思った？」


    「もちろん最高だったよ？」


    「本当に？　気を遣わず正直に答えてくれていいんだよ」


    「何かあったのか？」


    　聖の反応が不自然だったので聞いてみたら、彼女はスマホの画面をこちらに見せた。そこは特撮ファンが集うネットの掲示板だった。


    



    『坂さか下した聖のあの記事何？　あれ商業誌に載せるレベルじゃないだろ』


    



    　そんな書き込みが視界に入った。


    「他ほかにも、あの記事について悪く書いている人がいたんだ」


    　聖は沈んだ声でそう言う。


    「こんなの気にすることないって。雑誌の記事なんて賛否両論あって当たり前さ」


    　記事の批判をネットに書かれたことなど一度もない無名のライターはそう言って、聖を慰める。


    「ちょっと意外だったな。聖は、ネットの悪口なんて気にするタイプじゃないと思ってた」


    「顔も知らない人から批判されることなんて、はじめてだったから」


    　腕力的な面はともかく、精神的には強い子だと思っていた聖が、か弱い少女のような顔をするのを見て、この子のことを守ってやりたいという気持ちが湧わき上がってきた。


    　気がつくと、テレビからはキカイダー０１のエンディングの歌が流れ出していた。


    「一郎にいちゃんの名前がこうやってクレジットされているところ早く見たいな」


    　キカイダー０１のスタッフクレジットを見ながら、聖はそう言った。


    「あ、うん。そうだね」


    　なんだか、聖に会うたびに、この話をされているような気がする。


    　それだけ期待してくれているということなのだろうが……。


    「會あい川かわ昇しようの脚本集を昨日も読み返していたんだ。執筆の参考になると思ってさ。そろそろ、オレの作品もかたちにできると思う」


    「そうなんだ！」


    　聖ひじりは本当に嬉うれしそうな顔をする。こんなに楽しみにしてくれているのはありがたいし、オレだって早く自作を完成させたいのだが。


    「聖の活躍、凄すごいもんな。オレも頑張らなきゃって思うよ」


    　オレも早くネットに否定的な感想を書き込まれるような立場にならないといけない。


    　聖と同じステージの悩みを抱かかえて、相談し励まし合えたら最高だよな。


    「私の活動が一いち郎ろうにいちゃんのやる気につながるんなら、嬉しいよ」


    　聖は口元をゆるませた。


    　その口に、キスをしたいと、ごくごく自然に思ってしまうのは、オレも男なので仕方ない。


    　ちょっと前には、聖の姉にドキドキしていたことを思うと、自分は可愛かわいい女なら誰だれでもいいと思っているんじゃないかという罪悪感も抱いだいてしまうけど……。


    「一郎にいちゃんが本気出したら絶対に凄いことになるよね。楽しみだなあ！」


    　小さな体を大きく動かしてはしゃいでいる聖を見ていると、罪悪感はどんどん小さくなっていく。


    　オレのこれまでの人生において得ることができた女友達は二人だが、優ゆう花かは高校でおしゃべりをしていただけだし、聖とも特撮トークがコミュニケーションの中心だった。


    　それがここに来て、立て続けに女性陣のほうから今までとは違ったリアクションを起こしてくるようになった。こんなの、二人に同じくらいドキドキしてしまって当然じゃないか。


    「聖、あのさ」


    　オレは聖に向かって何かを言おうとしたが、一瞬意識が遠のいてしまう。


    「どうしたの、一郎にいちゃん？」


    　あれ？


    　何を言おうとしていたのかも忘れちゃっている？


    　──今夜のオレは酷ひどく酔っぱらっているのだった。


    　聖が現れた衝撃で酔いも眠気も一気に吹っ飛んだと思っていたのだけれど、さすがに、もう限界が来ているのか。しかし、せっかく聖がウチに来てくれたというのに、こんなところでダウンしたら、絶対に後悔するんじゃないか。


    　そう思い、オレは親指と人差し指を使って、両目を無理やり開かせたが、


    「ごめん、もう眠いんだね」


    　聖は申し訳なさそうに謝ってきた。


    「いや、まだまだ大丈夫だって！」


    　オレはその場で立ち上がって、眠気覚ましと元気さのアピールを併せて狙ねらってみた。だけど、聖ひじりにはカラ元気は通用せず、


    「無理しないで」


    　と言ってきた。がっかりと肩を落とすオレに、


    「聖も一緒に寝ていい？」


    　耳を疑う言葉が飛んできた。


    　いろんなことがあった一日であったが、その中でも最大の衝撃を受けたのが、今この瞬間ではあるまいか。


    「い、一緒に？」


    「うん。私一人で起きていても仕方ないし」


    「だけど、この部屋、布ふ団とんは一枚しかないぞ」


    「一緒の布団で寝ればいいんじゃないの？」


    　聖はそれがどうしたというふうに首を傾かしげる。


    　──マジなのか。


    「じゃ、じゃあ、先に入るよ」


    　そうと決まれば、聖の気持ちが変わる前にと速攻で布団に入る。これから入ってくる聖のことを考えて、布団の左側に体を寄せる。


    「じゃあ、聖も寝かせてもらうね」


    　聖ひじりが、もぞもぞと布ふ団とんの右端に入り込んでくる。
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    　女の子と一緒に寝るなんてこと、もちろんはじめてだ。胸の高鳴りが、半端ない。


    　一枚の布団に二人で入ったら、絶対にお互いの体が触れてしまうと思ったが、わざと相手のほうに近寄らない限りは、このまま寝られそうだった。もっと布団のサイズは小さくてもよかったなぁと思ったけど、これから朝まで何時間もこの布団の中で過ごすのだから、何も起こらないとは考えにくかった。


    「なんだか修学旅行みたいで楽しいね」


    　聖はこちらを向いて、そんなことを言う。


    「修学旅行は男女で一緒に寝ないけどな」


    　こっそり一緒に寝てるヤツはいたけれど。


    　そんなヤツは全員、教師に見つかって、時代錯誤な体罰でも受けまくれと思っていたが。今だったら学校のルールを破って楽しんでいた連中のことも、広い心で許してあげられそうだ。


    「そう言えば、聖が横になってる顔をしっかり見るのは、はじめてかもしれない」


    「そうかもね」


    「よく知っている顔なのに、何な故ぜか別人みたいに見えるよ」


    　体は触れなくても、聖の体温が布団を通して伝わってくるように感じた。


    　心臓がばくばくと激しく鼓動しっぱなしで、こんなに興奮している状況じゃ、どれだけ酔っていても眠れないよと思った。


    　だけど、聖の体温で包み込んでくれる布団のぬくもりは、気がつくと、オレを夢の中へと運んでくれた。


    　眠りにつく前に、今日あったことを思い返しながら、楽しいことが多いほうでは決してなかったオレの人生が、ようやく上昇してきている予感めいたものを感じていた。


    



    ☆


    



    　ハッと意識が戻ったときには、カーテン越しに届く朝日がオレの顔を照らしていた。


    　慌てて、聖が寝ていた布団の右側に目をやると、すでに彼女は布団から出ていて、ごそごそと帰り支度をしているところだった。


    「あ、ごめん。起こしちゃった？」


    　オレの視線に気づいた聖は、ばつの悪そうな顔をしてそう言う。時計を見ると、まだ朝の六時半である。


    「もう起きちゃうの？」


    　未練がましく、もう少し一緒の布団で寝ようよと誘うつもりで聞いたオレに、


    「ごめん。今日の講義、一時間目からなんだ」


    　聖ひじりはそう言って立ち上がり、そのまま玄関のほうへと歩いていくので、


    「ちょっと待って！　駅まで送るから！」


    　とオレは布ふ団とんから飛び出る。立ち上がった瞬間、昨日の酔いがまだ残っているのか、頭が少しくらくらした。


    　ちょっとドタバタしてはいるが、こうやって一日の始まりを、聖と一緒に迎えられただけでも凄すごいことだよな。お互いの体に触れ合うようなことは一切なかったが、はじめて女友達と一緒の布団で寝るという奇跡を経験できただけでも幸運である。


    　起きてすぐに、しかも酔いが醒さめきっていない状態で、朝日の下を歩くと、光の激しさは容赦なくてつらい。


    　その隣で聖は、実に気持ちよさそうに歩いていた。なんだか真っすぐに生きていくことができないオレと、真っすぐ健全に生きている人間を対比する光景のようだと思った。


    　調ちよう布ふ駅に着き、改札を抜けた聖は、


    「また来るね！」


    　そう言って、手をぶんぶんと頭の上で大きく振りながら、帰っていった。


    　また来るねという言葉を聞いた瞬間、心の中でガッツポーズを取った。


    　聖の言葉から得た高揚感を胸に、いつもと変わらぬボロアパートに戻ると、


    「高たか寺でらさん、待ってましたよ！」


    　二階の窓から、室むろ井いがこちらに向かって手を振っていた。同じ動作でも、する人が変わると、こうも感動がなくなるものなのかと思った。というか、オレは手を振って歓迎されるほど、彼と親しい間柄ではなかったはずだが……。


    



    　二階に上がると、ビデオカメラを持った室井が待っていた。


    「えっと、なんか用？」


    　訝いぶかしげに訊たずねるオレに、


    「なんか用じゃないですよ！　これですよ、これ！」


    　室井は持っていたビデオカメラをオレの顔に押しつけるように近づけてきた。


    　そういえば昨日も、こんなふうに興奮している室井と会ったような？　酔っていたし、他ほかに印象深いことがありすぎて、記憶はかなり曖あい昧まいだったが、なんとなく思い出してきた。


    　室井に押されるように部屋まで連れていかれる。


    「きのうの女の子は誰だれだったんですか？　すごい美人でしたが」


    　部屋に入って早々に聞かれたのは聖のことだった。


    　ああ、思い出した。こいつが、オレの部屋に聖がやって来たのを見て、信じられないといった顔をしていたのを。


    　正直に友達と答えてもいいのだが、ここはいいふうに勘違いさせておいたほうが、オレも気分がよいと思い、


    「うぅん。まぁ、いいじゃないですか」


    　歯を見せてにやりと笑いながら、聖ひじりとの関係性はぼかしておいた。


    　室むろ井いは少しの間、羨うらやましそうな表情を浮かべていたが、


    「ま、まあ、そのことはいいでしょう。こ、これを観みてください！」


    　興奮気味に、ビデオカメラのケーブルをテレビにつなげた。


    



    　再生され画面に映っていたのは、どこかで見たことがあるようなベランダから、もくもくと煙が出ている様子だった。


    「昨日の夜、コンビニから帰ってきたときに異変に気づいて、すぐカメラを回したんです！　最初は火事かと思ったんですが……」


    「いや、撮影の前に消防署に通報しろよ」


    「それはいいとしてですね」


    　室井はオレの指摘をあっさりと受け流しやがった。


    　ベランダをアップで捉とらえていた映像が一いつ旦たん引いて、アパートの全景が映し出されたのを観て、オレはようやく気づく。


    「って、これ！　煙が出てるのは、オレの部屋じゃん！」


    「ふふふ。驚くのは、ここからですよ！」


    　混乱するオレに対して室井は嬉うれしそうに言う。


    　しばらく映像を凝視していると、煙の中に、何者かの影かが見えてきた。


    　室井の言葉通りに、オレは驚かされる。


    　あのベーグロスが、煙の中から出現したのだ。


    　ベーグロスは炊飯器サイズの機械を抱かかえている。その機械からはもくもくと白い煙が噴き出し続けていた。ベーグロスが噴出口の脇にあるボタンを押すと、煙の噴出は止まる。


    　ベーグロスはそのまま、ふいっと浮かび上がり、飛び立っていくのだった。


    「夢じゃなかったのか……」


    「ねえ、どうして高たか寺でらさんの部屋からベーグロスが出てきたんですか!?」


    　室井が興奮のあまり唾つばを大量に撒まき散らしながら、聞いてくる。


    　激しく興奮していたのは、オレも一緒だった。


    　ずっと酔っぱらって見た夢だと思っていた……。


    　オレが会ったベーグロスは、現実だったんだ!!


    「ベーグロスは、オレに会いにやって来たんだよ」


    「な、なんのために!?」


    　元キモイマンであるオレの様子を見に来るために……と言うわけにはいかなかったので、聖ひじりについて聞かれたときと同じように、


    「うぅん。まぁ、いいじゃないですか」


    　真相はぼやかしておいた。


    　室むろ井いのビデオの電源を切ると、テレビ画面には、またベーグロスの姿が映し出された。


    「高たか寺でらさん！　またベーグロスがお手柄みたいですよ！」


    　空に向かって飛び立つベーグロスの姿に被かぶさる女性アナウンサーの声。


    「昨晩未明、大規模な覚せい剤の精製工場がベーグロスによって摘発されました」


    　この日の朝のトップニュースは、ベーグロスが日本国内では珍しい大規模な覚せい剤の精製工場に入り、ボディーガードを含む従業員を倒したあとに、自みずから警察に通報したというものだった。


    　ニュースを見ながら、オレは昨夜のことをだんだんはっきりと思い出してきた。


    「そういや、オレの部屋から出て行くときに、事件が発生したから行かなくちゃみたいなことを言ってたなぁ」


    「え！　高寺さんの部屋から、覚せい剤の工場をぶっ潰つぶしに行ったんですか!?」


    　以前と違い、室井がオレを見る目には尊敬の念が込められているように感じられた。


    　オレも、朝のトップニュースで報道されるような活躍を見せるヒーローから関心を持たれていることを誇りに思う。


    



    　翌日、オレは西にし日につ暮ぽ里りにあるマンションの一室へと向かった。ここが水みず原はらの自宅兼事務所になっている。二週に一度のペースで、人が四人も入れば窮屈になる広さの応接室で、オレは水原と仕事の打ち合わせをしている。


    　だが今日は打ち合わせの前に話しておきたい特ダネがあった。もちろん、ベーグロスについてだ。


    「ベーグロスが、高寺くんに会いに来る？」


    　荒こう唐とう無む稽けいな内容すぎて、まったく信じていなさそうだった。


    「本当の話なんですって！　証拠の映像だってあるんですから！」


    　室井はネット上の動画サイトに撮影したベーグロスの映像をアップすると言っていたので、それなりに話題になるかもしれない。


    「でも映像と証言だけだと、まだインパクト不足かなぁ」


    　オレの熱気に反して、水原は案外クールだった。


    「どういうことです？」


    「ベーグロスの映像自体は割りとネットに溢あふれているからね。どうせなら、もっと大きいところを狙ねらわないと」


    「大きいところ？」


    「何な故ぜか知らないが、ベーグロスは高たか寺でらくんの前によく現れるんだろう？」


    　夢ではなく現実の話で、ベーグロスはキモイマンの影響を受けている。だからオレに会いに来たのだと話していた。


    「だったら、そのチャンスを活いかして、ベーグロスの正体をスクープしてみるくらいのことはやらないと」


    　水みず原はらは真剣な表情でそう言った。


    「正体をですか……そんなことできますかね？」


    「それができたら、高寺くんも一気に一流ライターの仲間入りだぜ」


    　あの奇跡のような夜から、オレが人生の上昇を予感していたのは間違いじゃなかったようだ。


    　ベーグロスを利用して、オレは貧乏ライター生活からも、おさらばする!!


    



    ☆


    



    　一流ライターになるチャンスは、二週間後にやって来た。今まで通り唐突に、今回も煙とともに、夜の十一時頃ごろに部屋のベランダに、ベーグロスが現れた。


    「中に入れてもらえるかな？」


    　今までと違ったのは酒を一滴も飲まずにいた日の夜だったということだ。この日に備そなえて、オレはあれから一切アルコールを摂とらずにいたのだ。


    「やっぱり、夢じゃなかったんだな」


    　部屋に入ってきたベーグロスをしらふの状態で見て、そう感想を漏もらした。


    「夢だと思っていたのか？」


    「だって、正義のヒーローが、庶民のオレに会いにやって来るなんて思わないだろ」


    「この間も言っただろう。それは、君がキモイマンだったからさ」


    「あんたが夢じゃないと分かったから、ちゃんと聞いておきたい。なんで、それを知っているんだ？」


    「そ、それは」


    　ベーグロスは言葉を少し詰まらせたあと、


    「私は、ヒーローのことなら、なんでも知っているのだ！」


    　嘘うそくさい答えを返してきた。


    「こちらは君の質問に答えたぞ。今度は君が私の質問に答える番だ」


    　さっきので答えたつもりになっているのかとオレは呆あきれたが、ベーグロスからオレに質問があるというのは気になった。


    「君は、いつまでこのような生活を続けているつもりだ？」


    　ベーグロスからの質問は意図がよく分からないものだった。


    　このような生活とは、どういう意味だろう？


    「私は、夢を追う若者は応援したい。だから、君に、就職して会社勤めをしろなどと説教するつもりはない」


    　言葉とは裏腹に、ベーグロスは説教口調だった。


    「要するに、あんたはオレにいつまでも夢を見ているなと言いたいんだろう？」


    　オレはムキになって言い返す。


    「君が夢を追いかけているのなら、応援したい。しかし、君は、夢を言い訳にして、現実から逃げているようにしか見えないんだ」


    　突然、人の家にあがり込んできて、なんて失礼なことを言うのだ。


    「勝手に人の気持ちを想像して、お説教するな！　オレは、毎日ちゃんと夢を叶かなえるために頑張っている！」


    「本当か？　私には君が挑戦することを恐れて、何も行動していないように見えるぞ」


    　──そんなことはない！　現にオレは自分の夢を叶えるために、おまえがここへ来るのをずっと待っていたんだからな。


    「なぁ、ベーグロス！　そこまで言うのなら、オレの夢を叶えるために手伝ってくれよ」


    「何をしてほしいんだい？」


    「あんたの正体を、教えてくれ」


    「そ、そんなの駄目に決まっているだろう！」


    　ベーグロスは明らかに動揺しているようだった。


    「なんで、駄目なのさ？」


    「そ、それはえっと……ヒーローの正体は、秘密であるべきだからだ」


    「あんたはキモイマンの正体を知っているのに、不公平じゃん」


    　オレが食い下がると、


    「何な故ぜ、君は私の正体を知りたいんだ？」


    　と聞かれた。


    「記事を書くんだよ」


    「記事？」


    「あぁ、オレはベーグロスについて、他ほかの人には書けない記事を書きたいんだ！」


    「何故、私の記事を書きたいんだ？　君は特撮ヒーロー物の脚本を書きたいのだろう」


    「そうだけどさ、無名な男が作った企画よりも、ベーグロスの秘密をスクープした男の作った企画のほうが、世間の注目だって集められるだろう？」


    　ベーグロスはただ、黙っていた。


    　マスクを被かぶっているせいで感情が一切読み取れない。とにかく、ここまで言ってしまったら、説得できるように頑張ろうと考える。


    「あんただって、オレの夢を応援していると言ってくれたじゃん！　ベーグロスの記事を名刺代わりにできれば、オレも安心して自分の企画を持っていける」


    「そ、そんな協力ができるか！」


    　ベーグロスはムキになって、オレの言い分を否定した。


    「偉そうに上から目線で説教しておいて、そこから抜け出そうとする人間の手助けはしてくれないのかよ」


    「上から目線に感じてしまったのなら、すまない。ただ、私は君には不幸になってほしくないんだ」


    　この言葉自体がオレには、幸せな人間から見下されているようにしか聞こえなくて、腹が立ってしまう。


    　とにかく、説得は無理そうだ。


    　だったら──、


    「ええいっ！」


    　このチャンスは逃せないと、意を決したオレは、ベーグロスに向かって飛びかかる。


    　強硬手段。オレが攻撃してくるなど思ってもいないベーグロスの隙すきをついて、マスクを剥はぎ取ってやる！


    　だが、ベーグロスの頭を掴つかもうとしたオレの手は宙を切り、勢いのまま、よろけたオレの右手首をがしっと、掴まれた。


    「なんのつもりだ？」


    「い、いや、力ずくで正体を確かめてやろうと思ったんですけど……」


    　本気でベーグロスに挑んだが、ここは冗談でやったのだと思ってもらおうと、にやにや笑いながら言ってみた。


    　相手はマスクだから感情がまったく読めないのが不気味で恐ろしい。


    　ベーグロスは再び黙り込む。しばらくして、


    「悪党ども相手に戦い続ける私に挑むとは、その度胸だけは認めよう」


    　そう言って、オレの右手首を握る力を思いっきり強めてきた。


    「いたたたたっ！　ごめん！　ごめんなさい、許して！」


    　ベーグロスは、そのまま勢いよく、オレを押し倒す。


    　いくら夢のためとはいえ、無謀なことをしたと後悔する。


    「……君を痛い目に遭わせてしまうのは、私も本意ではない」


    　オレを床の上に押し倒したまま、ベーグロスは言う。


    　本意じゃないんなら、さっさと離してくれ。


    「私と会うことは、君にいい影響を与えないようだね……」


    　ベーグロスはとても残念そうに、呟つぶやいた。


    「そんなことないって！　正体を明かすのが駄目なら、あんたが公表していいと言ってくれた情報だけを記事にするよ。それなら、どうだ？」


    　オレの腕を掴つかんでいたベーグロスの手が離れた。


    　和解かと思ったが──、


    「さらばだ、高たか寺でら一いち郎ろうくん」


    　違った。


    　ベーグロスは倒れたオレを置いて、ベランダに出る。


    「もう二度と来ない」


    　悲しげな声でそう言うと、空へと飛んでいった。


    



    　自分の夢を叶かなえるために頑張ったはずだったのに、ヒーローに失望されてしまった……。


    



    ☆


    



    　その夜、六ろつ本ぽん木ぎにあるダンスクラブの個室に、スカジャンを着込んだ異様に大柄な男──鰐わに淵ぶちがいた。彼を取り囲むように、テーブルにはキャップを被かぶり、パーカを着た若者たちが座っていた。


    　鰐淵は、機嫌のいい日のほうが珍しい男であった。笑えみを浮かべることがないわけではないのだが、それで気を許すと、次の瞬間には逆げき鱗りんに触れたように暴れだすことも多い。


    　だから鰐淵の周囲にいる人間たちは、常に彼の一挙手一投足を見逃さないように気を配っている。


    　だが、今日の鰐淵は実に分かりやすく機嫌が悪かった。それもそうだろう。


    「あの野郎。まさか、今度はうちの工場をぶっ潰つぶしやがって」


    　今朝方、摘発を受けたのは、鰐淵の所有する覚せい剤の精製工場の一つだったのだ。


    　大組織の後ろ盾を持たないでいる鰐淵が、この業界でそれなりの位置を築けている理由の一つは、自分で覚せい剤の精製工場を所有している点にある。その一つが摘発を受けた打撃は大きい。


    　しかも摘発を行ったのは、あのベーグロス。鰐淵は一か月ほど前にも、覚せい剤の取引中にベーグロスから襲撃を受けたことがあった。鰐淵はなんとか逃げ出せたが、多くの仲間たちが警察の手に落ちることになった。


    　鰐淵はお気に入りのナイフを手にすると、片手でくるくると回しだした。


    　周囲の男たちは、その刃が自分たちに向かってくるのではないかと脅えた。


    　そこに、新たな客がやって来る。


    　かっちりしたスーツを着込んだ、二十代くらいの男性だ。ぱっと見は真ま面じ目めな社会人の仕事帰りのようで、この場にはふさわしくない人物である。


    「鰐わに淵ぶちさん。この度たびは大変なことが起きてしまい、私も」


    　スーツの男が丁てい寧ねいに声をかけてくるのを、鰐淵はうんざりしたような顔で見て、


    「心にもねえ労ねぎらいは苛いら々いらするだけだ。さっさと黙って座れ」


    　と指示する。


    　スーツの男は恐縮したように席に着く。


    　鰐淵はそこで、がんっと思いっきりナイフの刃をテーブルに叩たたきつけると、


    「ベーグロス！」


    　憎々しげに、ベーグロスの名を口にする。


    　そして、この場にいる全員に向かって叫ぶ。


    「おまえら！　ベーグロスをなんとしてでも捜し出せ！　絶対に、あいつをこのまま野放しにはさせとけねえ」


    　その後はしばらくの間、会食となったのだが、誰だれ一人、まともに食事を味わうような心ここ地ちはしなかっただろう。


    　かっちりしたスーツの男は、脅えつつ、鰐淵に目線を送っていたが、意を決したように、


    「あ、あの、そろそろ私は」


    　声をかける。


    「おう、さっさと帰れ！」


    「帰る前に、例のものをいただけませんと……」


    　スーツの男が遠慮深げに言うと、鰐淵は馬ば鹿かにしたように笑う。


    「物ぶつを渡すのは全額払ってからだ」


    　それを聞いたスーツの男は驚きよう愕がくの表情を浮かべる。


    「え、代金なら先日お支払いしたはずでは!?」


    　鰐淵は円卓に刺さったままになっていたナイフをぐっと引き抜くと、


    「薬の代金は今日から倍になった」


    　と言った。


    「そ、そんな馬鹿な!?」


    　思わず詰め寄ろうとするスーツの男であったが、鰐淵に睨にらまれて動きが止まってしまう。


    「俺は何も理不尽な要求をして、自分の利益を出そうとしているわけじゃねえ。これはビジネスとして当然の流れだ」


    「と、当然ってどういう意味です？」


    　冷や汗をだらだらと流しながら問うスーツの男に、鰐淵は言う。


    「工場が一つやられたんだ。商品の値段を泣く泣く上げなきゃいけねえのは仕方ねえだろうよ。俺だってつらいんだぜ」


    　鰐わに淵ぶちは何も言えないでいるスーツの男に言う。


    「あんたも、大好きな薬の販売の邪魔をされて、ベーグロスの野郎、マジで許せねえだろう？」


    　スーツの男が頷うなずくと、鰐淵は嬉うれしそうに笑ったが、この男は笑っているからといって機嫌がいいとは限らない。


    「おめえは全国でイベントの仕事やってんだろう。俺らにはない情報網だって持ってるんじゃねえのか？　もしベーグロスの正体を知っていたら教えてくれよ」


    「そ、そんなの知るわけないじゃないですか……」


    　鰐淵は自分に脅えながらも、付いてきてしまう人間が好きだ。


    　だから、このスーツの男を見ると、ついつい構いたくなってしまう。


    　今日は薬を受け取るのは諦あきらめて「失礼します」と頭を下げたその男に、鰐淵は言う。


    「正体が無理なら些さ細さいなヒントだけでもいいし。提供してくれたら、こっちもいろいろサービスしてやるぜ。江え島じまさんよぉ」
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    『ベーグロス、名古屋に現る！』


    『お手柄ベーグロス！　交通ルールを乱す悪に正義の鉄てつ拳けん!!』


    



    　新しん宿じゅく駅の売店で売られているスポーツ新聞の見出しを見て、オレは虚むなしさに包まれる。


    　──もう二度と来ない。


    　そう言って去っていったベーグロスは本当に現れなくなった。


    　キモイマンを尊敬していると語っていた彼は、なんだかんだ言っても、またふらりとやって来てくれるのではないかと思っていた。だけど、彼の失望は本当だったのだ。


    　駅を出たオレは、イベントスペース『オムライズ』へと足を運んだ。


    　百人ほどのお客を収容できるイベントスペースでは、特撮番組のキャストやスタッフを招いたイベントも多く行われている。


    　今日は受付で名前を言うと、お金を払わずに中に入ることができた。今回のイベントは出演者から招待されていたのだ。


    　本日午後五時スタートのイベント『人造合体メガッシン　ブルーレイ発売決定記念トークショー』の出演者である──坂さか下した聖ひじりから。


    「一いち郎ろうにいちゃん。金曜日のイベント、よかったら、遊びに来てほしいな！　招待するからさ」


    　一週間ほど前に電話でそう言われたとき、オレは本当に嬉うれしかった。


    



    　この三か月ほどの間に、聖の人気はどんどん高まっていた。今日のイベントでは、はじめてのＭＣを務めることになったのだ。


    　どんどん仕事の幅を広げていく友達を誇らしく思う。


    　だがその一方で、学業と仕事の両立が大変らしく、最近は聖と直接会う機会も減っていた。


    　メールや電話も以前ほどはできていない。仕方ないこととはいえ、寂しかった。


    　自分だけ置いていかれてしまうような気がして不安になったし、聖に対して嫉しつ妬との気持ちがまったくないとは言わない。


    　聖はあっという間に、オレを追い抜き成功者の道を歩んでいるが、彼女はオレのことを今でも気にかけてくれて、イベントに招待してくれると言う。そのことは素直に嬉しかった。


    



    　百五十人ほどのキャパがある会場に入ると、八割方、席は埋まっていた。『人造合体メガッシン』は主演は人気男性モデル、ヒロインは人気アイドルなこともあって、特撮ファン以外の客層も多く集まっているように見える。


    「あ、高たか寺でらさんっ！」


    　どの辺の席に座ろうかと会場を見回していたら、奥のほうの客席からオレを呼ぶ声がした。


    　見ると、笹ささ本もと祐ゆう也やがオレに向かって大きく手を振っている。彼が何な故ぜここにと思う間もなく、その隣には水みず原はらや、他ほかにも顔馴な染じみの水原プロ所属メンバーが数名座っていることに気づく。


    　彼らのところに向かい、頭を下げると、


    「聖ちゃんの晴れ舞台、楽しみだな」


    　水原が嬉うれしげに言った。


    　同じ事務所の後輩がイベントに出るということで、彼らは自発的に来たのだろうか？


    　そうではないのだろうということを、オレは察する。


    　聖は別にオレだけを招待したのではない。水原や笹本にも声をかけていたのだ。


    　考えてみれば、オレだけに声をかけるより、よっぽど自然な話であったが、肩を落とさずにはいられなかった。


    　聖がオレを特別に気にかけてくれていたわけではなかったんだ……。


    



    　水原たちとしばらく適当な雑談をしているうちに、イベントの開始時間となった。舞台の明かりがつき、壇上に、聖が現れた。


    「こんにちは～」


    　ヒーローショーのお姉さんのようなテンションで客席に向かって声をかける聖ひじり。子供たちと違って、マニアのおじさん連中はこういうときに元気よく挨あい拶さつを返したりはなかなかしないものなのだが、


    「こんにちは～！」


    　比較的テンションの高い挨拶が、客席から返された。


    「みんな、元気だね。私は、本日のイベントでＭＣを務めさせていただきます坂さか下した聖です」


    　壇上で活いき活きと話す聖は、いつも以上に輝いて見えた。役者かアイドルのようだと言ったら大おお袈げ裟さだろうか。


    「それじゃあ、本日の主役をお呼びしましょう。人造合体メガッシン、主演の半はん田だ海かい斗とさん。ヒロインを演じられている伊い豆ず田だリナさん。脚本家の會あい川かわ昇しようさん。そして飯いい塚づか貴たか士し監督です！」


    　ヒーローを演じるモデルや、ヒロインを演じるアイドルも壇上に現れたが、聖は決して見劣りしていないように、オレには見えた。


    



    　初めてのＭＣで多少の緊張を感じられるところはあったが、聖は終始楽しそうにイベントを進行していった。オレだったら、多くの人の目に晒さらされた状況で、こんな堂々と仕事をすることは想像すらできない。


    　出会ったときから、聖は他人の目を気にせず行動していた。ヒーローの格好で町に出ることを恥ずかしいと思っていなかった。今でも変身ベルトを付けたまま電車に乗れる。オレには考えられない精神構造だ。


    　オレはやっぱり他人の目を常に気にしてしまう。それが、いいふうに作用するのならよいのだが、緊張感でいっぱいになって無駄に慎重になったり、挙動不審になるだけだったりするので、デメリットにしかなっていないのがつらいところだ。


    



    「──というわけで、これからのメガッシンにも期待しましょうね。ご来場いただいた皆さま、ありがとうございました！」


    　二時間ほど続いたイベントは、聖の元気な挨拶とともに終了した。


    　会場を出ようと立ち上がったオレの耳に、


    「あのＭＣの子、ヒロインより可愛かわいい」


    　客の一人から、そんな声が聞こえてきた。思わず立ち止まり、オレは客の会話に集中する。


    「うん。俺もずっと気になってたんだ。特撮ゼロワンに記事を書いてるんだろ。チェックしてみるわ」


    「あんなに可愛い子が、特撮マニアだなんて最高だよな」


    　聖を絶賛する客の声を聞きながら、よかったなと思う。だが、その一方で女として聖を見ている男たちを無性に汚けがらわしく感じた。


    　会場を出たところで、笹ささ本もとからも、


    「いやぁ、聖ひじりちゃん可愛かわいかったですね」


    　イベントの内容や、ＭＣについてでなく、まず真っ先にそんな感想を聞かされた。


    「うんうん。こりゃあ、水みず原はらプロ創設以来のスター誕生かもしれん」


    　水原が乗っかる。聖のＭＣとしての実力を認めたうえでの意見かもしれなかったが、笹本の感想に続く言葉だったので、水原も聖の容姿を第一に評価しているように感じられた。


    「あんな可愛い子が俺たちの仲間だなんて、鼻が高いですよ！」


    　笹本がエキストラ出演歴をひけらかすときと同じ顔をしてそう言ったのを聞いたときは、胸むな糞くそが悪くなった。


    　聖は、おまえの自慢のネタに使っていい存在じゃないんだよ！


    



    ☆


    



    　聖のイベントデビューから三週間ほど過ぎたその日。水原の事務所で特撮円盤の今後の方針について打ち合わせがあった。売れっ子の聖は取材があるため来ていなかったが、アクセス数などを見て、人気の出やすい記事の傾向などを確認するなどした。


    　打ち合わせの帰りに「飯でも食べません？」と笹本に誘われ、ファミレスに入った。


    　年に数回は彼と二人でご飯を食べる機会がある。笹本の人間性には苛いら々いらすることもあるが、特撮の話で盛り上がれる同年代の知人はそれなりに大事にしたい。


    　店内に入ると、お互いにまずはドリンクバーを注文する。


    「聖ちゃん、凄すごいですよねぇ」


    　いつものように特撮番組の感想などから話を始めると思っていたら、いきなり聖の話題を切り出されたので驚いた。


    「凄いって、なんのこと？」


    「イベント出演の依頼もあれから殺到してるらしいですよ。あと、雑誌の連載ももう一誌決まりそうだって」


    　この間みたいに、聖の仲間面して自慢を始められたら嫌いやだなと思いながら、話を聞いてみたのだが、どうも様子がおかしい。笹本の表情がちっとも嬉うれしそうじゃないのだ。自分のエキストラ出演歴を語るときの顔ではなく、大手芸能事務所に不平不満を言うときの顔をしている。


    「水原さんは、完全に聖ちゃんを贔屓ひいきしていますよね」


    「贔屓？」


    　聞き捨てならない話だった。


    「ええ。聖ちゃんが来てから、今までは俺が担当していた役者のインタビューも、彼女に任されるようになってしまいましたし」


    　笹ささ本もとは露骨に不満そうな顔でそう言う。


    　なるほど、自分の仕事を奪われたのなら、面白くない気持ちになって当然だ。


    「それは……水みず原はらさんからは、なんの説明もなかったの？」


    「人気者に仕事を任せようという話になってしまうのは仕方ないだろうって、言われました」


    　笹本の表情は不満げなまま変わらないので、水原の言い分にまったく納得していないことが伝わってくる。


    「水原さんの言ってることは正論だとは思うけど」


    　特撮本も商売なのだから、人気のあるライターに書かせたほうがよいに決まっている。


    「人気と言ったって、たかが知れてるでしょう。聖ひじりちゃんは、テレビに出ているような有名人じゃないんですよ？」


    「なんだよ。この間は、聖が仲間で鼻が高いとか言ってたくせに」


    　聖の仲間面をされるのもいい気持ちではないが、彼女のことを悪く言われるのはもっと面白くない。オレは友達として、笹本に反論しておかねばと思う。


    「自分の仕事が奪われちゃいましたからね。被害が発生したら仲間だなんて言ってられないです」


    「愚ぐ痴ちをこぼす暇があるんなら、聖に負けないようにもっと頑張れよ」


    「努力じゃどうにもならないこともあるんです。俺では、聖ちゃんみたいに水原さんのお気に入りにはなれないっすもん」


    　水沢のお気に入りか。ライターデビューしてからの聖の活躍ぶりを思えば、確かに単純な実力だけでのし上がったとは言えないところもあるのかもしれないが……と、笹本の言い分に反論することを決めたくせに、多少は納得してしまう。


    「俺たちがどれだけ頑張ったって、持って生まれた容姿に恵まれた人間には勝てないんだと思うと、マジで悔しいですよ」


    　笹本はそう言って怒るが、世間一般的な価値観で言うと、オレより笹本のがいくらかルックスはいいのだ。おまえ程度の中途半端ブサイクに容姿による差別問題について言及してほしくないなとは思う。


    「ブサイクだけど、しっかり評価されている人間だってたくさんいるだろう」


    「そういった方は尊敬します。でも、容姿がよくて売れている人は、どの業界の人間だろうと、俺は認めません」


    「極端だなぁ……」


    　笹本の価値観が浸透したら、アイドルやモデルといったジャンルは死滅してしまいそうだ。


    「こんなこと言ったら失礼ですけど、高たか寺でらさんの容姿はよくないじゃないですか。だから、俺は高寺さんのこと認めています」


    「ちっとも褒ほめられている気がしないんだけど」


    「俺はイケメンじゃない高たか寺でらさんの書く記事が、好きなんですよ」


    「もう黙れ」


    　オレはそう言ったが、笹ささ本もとの勢いは止まらない。


    「俺は、可愛かわいい聖ひじりちゃんが、あっという間にブサイクな高寺さんを追い抜いて、雑誌に名前や写真が載るようになったのが自分のことのように悔しいんですよ!!」


    　喧けん嘩かを売られているとしか思えない言い方であった。だが、その言葉は表には出せないが、特撮ゼロワンの記事を目にしてからずっと抱いだいていたオレの感情を言い当てていたのも確かであった。


    　聖を応援する気持ちはあるが、自分が聖に実力で負けているとは思えないのだ。


    　オレは悔しいんだ。


    　──だが、そのあとに笹本が言ったことにはまったく納得できなかったし、まったく理解不能であった。


    「聖ちゃん、もう水みず原はらさんにヤラれちゃったんですかねえ」


    　突然何を言いやがるんだと、唖あ然ぜんとしてしまう。


    「や、ヤラれたって、どういう意味だよ。別に水原さんはそういう意味で聖を気に入っているわけじゃないだろう」


    　いくらなんでも、突飛すぎる。


    「聖ちゃんがこの間ルポに行ったクラッシャーカズヨシの京都ロケ、知ってますよね？」


    「それは知ってるけど」


    　以前は何か新しい仕事が入るたびに、聖から電話やメールをもらっていたが、最近は細かい仕事に関しては連絡が来ないようになっていた。だが、遠方まで泊まりがけでルポを行うという大きな企画が決まったときは、すぐに電話で報告を受けている。


    「あのロケ、水原さんも同行したらしいですよ」


    　は？


    　全身が総毛立つのを感じた。


    「え、そんなの聞いてないぞ？」


    「当然、同じホテルに泊まったはずです」


    「お、同じ部屋ではないんだろう？」


    「部屋が同じかだなんて関係ないでしょう！　絶対にヤラれちゃってますよ！」


    　──頭の中が真っ白になった。


    「はじめて聖ちゃんと会ったときは、こんな可愛い子と仲間になれて嬉うれしかったんだけどなぁ。水原さんのものになっているんじゃ、俺も手は出せませんしね」


    「おまえ、聖のこと狙ねらってたのか？」


    「当たり前じゃないですか。あれだけ可愛い子はそういないですからね。でも、さっきも言いましたが、水みず原はらさんの女に手は出せません。俺、女より仕事を取るタイプなんですよ」


    　笹ささ本もとの中では、聖ひじりが水原にヤラれてしまったのは既成事実となっていた。


    



    ☆


    



    　──聖ちゃん、もう水原さんにヤラれちゃったんですかねえ。


    



    　笹本と聖の話をしてから一週間ほど、オレはずっと落ち着かない気持ちでいた。この日も昼間からパソコン画面を開いて、聖のことを考えていた。


    　特撮円盤では、聖の書いた新作記事も毎日のように登場していた。文章だけでなく、聖の写真も毎回一緒に掲載されていた。


    　書かれてる内容以上に、特撮についての記事に聖の顔が何な故ぜ必要になるのかと思った。いや答えは分かっているのだが、容姿を武器にして戦っている聖が、とても不純な存在のように感じるようになってしまった。


    　ライターなら文章の力だけで勝負しろよと怒りが湧わいてくる。


    　そんなタイミングで、聖からＬＩＮＥが届いたので、オレは戸惑ってしまった。


    『一いち郎ろうにいちゃん、今からお宅に行ってもいいかな？』


    　今までのオレだったら、こんなＬＩＮＥが届いたら舞い上がっていただろうに……。


    　聖と会って話を聞きたいという思いは普段以上に強くあったので、誘いに乗ること自体は即断した。


    　十分も経たたないうちに、聖はやって来た。


    　どうやら、もともと近くにいたらしい。以前にウチに来たときはサプライズで突然現れたが、今回はそういう気分ではないのだろうか？


    「久々だな」


    「うん、最近忙しくて、一郎にいちゃんとも会えてなかったからね」


    　軽い足取りで部屋に入ってくる聖を見ながら、改めて見事なまでの美少女ぶりに感じる。だが、この可愛かわいらしさが、オレの中に悪い感情も抱いだかせることになってしまう。


    　この顔で、おまえは水原を虜とりこにしたんだよな……。


    　オレの感情が表情に出てしまっていたのだろうか。聖の表情がちょっと暗くなったように見えた。


    「あれ、どうかした？」


    「あ、あのさ、一郎にいちゃんって笹本さんと親しいんだよね？」


    「笹本がどうかしたのか？」


    「私、笹本さんに嫌われてるのかな？」


    　聖ひじりにしては珍しく、不安げな口調で言う。


    「何かあったのか？」


    　先日、聖に対して愚ぐ痴ちをこぼしまくっていた笹ささ本もとを思い浮かべながら聞く。


    「うん、あのね」


    　オレは聖の目をしっかりと見れなかった。最近、聖にたいして感じていることを悟られてしまうんじゃないかと怖かったのだ。


    「三日前にね、水みず原はらさんたちと仕事の打ち合わせをして来たんだけど、笹本さんの反応がちょっと冷たかった気がして……」


    　笹本からよく思われていないことに、気づいてしまったか。


    「ＬＩＮＥの返事も最近は妙に素っ気なくて」


    　いつの間にか笹本とＬＩＮＥのやり取りまでしていたのか！


    　同じ事務所の人間同士なのだし、していてもおかしくはないけど、オレの知らないところで、聖が笹本とコミュニケーションを取っていたというのはあまりよい気分じゃなかった。


    　こうなると、笹本が、聖にあまりよい印象を抱いていないことに、むしろ安心してしまうオレは嫌いやなやつだろうか。


    「気にしすぎじゃないのか」


    「うぅん、でも……」


    「聖は、笹本に嫌われるようなことした心当たりはあるのか？」


    　自分の成功が妬ねたまれていることに気づいてはいるのだろうかと思い、聞いてみた。


    「うぅん、分かんない。怪獣映画はヒーローが出てこないから、あんまり好きじゃないって言ったことを怒っているのかなぁ」


    　まったく気づいていないようだった。


    　自分が疎うとまれていることは分かっても、妬まれていることには気づかない。成功者というのは、そういうものなのかもな。上う手まくいっている人間は、上手くいかない人間の気持ちが分からないのだ。


    　雑誌に名前が載らない人間の気持ち、おまえには分からないだろう？


    　──美女が我わが家にいるという夢のような状況なのに、聖にたいしてネガティブな気持ちになってしまうのは勿もつ体たいないが、自分の感情を器用にコントロールなんてできない。


    「笹本は嫉しつ妬としているんだよ」


    　別に笹本を守る義理はないと思うので正直に事実を打ち明けた。


    「嫉妬、なんで？」


    　それを聞いて、意外そうに驚く聖を見たら、腹立たしい気持ちが、また増していく。


    「聖は、成功できない人間の気持ちをもうちょっと考えてもいいんじゃないかな？」


    　聖はまだピンと来ていないようだった。


    「笹ささ本もともそれなりに苦労しているんだよ。役者を目指して上京したものの、芽が出なくて。水みず原はらさんに誘われて、ライターを始めても注目されないままだしさ」


    　言いながら、笹本の名前を使って、自分の思いを口にしていることに気づく。


    「役者としてもライターとしても、収入はそんなにないだろうし」


    「笹本さん、お金がないんなら、もっと真ま面じ目めに頑張ればいいのに」


    　聖ひじりは少し呆あきれたように言う。


    　もちろん本人はそんなつもりはないのだろうが、「一いち郎ろうにいちゃん、お金がないんなら、もっと真面目に頑張ればいいのに」と言われたように思えてしまう。


    「笹本さん、特撮円盤の記事も三日に一本くらいしか書いてないし。私は忙しくても毎日一本は書くようにしているんだけどなぁ」


    　仮に一日一本書いても、三百円のギャラじゃ一か月一万円以下だけどな。


    「まあ、それでも一か月の収入は六万円にしかならないから。ライターだけで食べていくのは無理だろうけど」


    　は？


    　聖がよく分からないことを言った。


    　一本三百円の原稿を一日一記事書いて、なんで毎日三本の記事を書いているオレの倍以上の収入になるんだよ。


    「やっぱり、一本二千円は安いよね……」


    　聖が不可解なことを言いだしたので、オレは、何かを聞き間違えたのかと思った。


    「今なんて言った？」


    「え？」


    　一本二千円!?


    「聖は、ネットニュースの原稿を書いて二千円も、もらってんのか!?」


    　オレの反応に、聖は訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。


    「う、うん。水原プロの人は、みんな、そうなんじゃないの？」


    　そんなはずない。水原は言っていたじゃないか。「ネットニュースで入ってくる利益は一つの記事につき、千円以下なんだ。だからサイトの運営費も考えると、ライターに払えるのは三百円が限界だ」と。


    「ひ、聖。水原さんは原稿料について他ほかに何か言ってなかった？」


    「一本の記事で稼げるのは四千円くらいだから半額支払うよって」


    「それは、いつ言われたの？」


    「一いち郎ろうにいちゃんに水原プロを紹介してもらってすぐだよ。最初の原稿を書く前にそう教えてもらったんだけど……」


    　なんで、そんなことを聞くのだろうと、聖は不思議そうだった。


    　だけど、オレのほうが聖ひじりの何倍も困惑した表情を浮かべているのは間違いなかった。


    　──水みず原はらは聖を贔屓ひいきしている。


    　笹ささ本もとが言っていたことを思い出した。オレたちの倍以上のギャラを、毎月あげていたのだ。


    「なあ、聖は水原さんのこと、どう思ってるんだ？」


    　オレは聞かずにはいられなくなった。


    「え、どうって？　よい先輩だと思っているけど」


    　よい先輩？


    　よい先輩って、なんだ？


    　容姿のいい女の子を贔屓して、古い付き合いのあるオレたちには黙って高額のギャラを払い続ける先輩ということか？


    　高額のギャラや大きな仕事を紹介する代わりに、いやらしいことをしてくる先輩のことなのか？


    　黙り込んでしまったオレを見て、聖も何かを察したのだろう。


    「なんか、久しぶりなのに、楽しくない話題だね」


    　聖はオレの様子を窺うかがうように言った。


    　それでも、黙っているオレに、


    「ヒーロー物のプロットは、書けた？」


    　いつものように、オレに会うと毎回必ずのように聞いてくる質問を聞いていた。


    　それが、無性に腹が立った。


    



    「いつもいつも、ヒーロー物は書けたのかって、おまえのその言葉が、プレッシャーなんだよ!!」


    　感情が爆発して、聖に怒鳴りつけてしまった。


    　突然怒りだしたオレが理解できないのか、表情を歪ゆがめて混乱している聖。


    「わ、私は、ただ一いち郎ろうにいちゃんに頑張ってもらいたかったから……」


    「偉そうに上から目線で言うなよ！　聖に仕事が来るのは、おまえが可愛かわいいからじゃないか！」


    　酷ひどいことを言っているのは分かっていたし、こんなことを言って嫌われてしまったらどうするんだという怖さもある。


    　だけど、これまでずっと隠していた本音は一度溢あふれ出してしまったあとは、もう止まらなかった。


    「オレは頑張ってる！　聖と同じくらいには頑張っているよ。ただ、おまえみたいに見た目はよくないし、好感度もない。オレと聖の差は、そこだけなんだよ！」


    　聖は今にも泣きだしそうだった。


    　涙がまだ流れていないのが不思議なくらいに悲しい顔をしている。


    「私だって、たくさんチャンスをもらえているのはラッキーだと思ってる。自分に実力が足りないのは分かっているから、私は必死でやっているんだ！」


    「必死？　必死で、男に媚こびを売っているのか!?」


    　聖ひじりは呆ぼう然ぜんとした顔でこちらを見ている。


    「ど、どういうこと？」


    「京都で水みず原はらと一緒に泊まったんだろう！」


    「そ、それがどうかしたの？」


    　どうかしたのだと！


    　水原に抱かれたんだろうと言ってやるつもりだった。


    「水原にだ……」


    　そのとき、聖の背後に、書棚の上に飾られているキモイマン人形が見えてしまった。その途端、まだ小学生だった頃ころの聖を思い出し、喉のどから出かかっていた言葉は飲み込んだ。


    「とにかく、必死でやっているのは、オレも一緒だ！」


    　聖に否定された自分の頑張りだけは肯定しておこうと思った。


    「一いち郎ろうにいちゃんの必死は、こんなものじゃないもん！」


    「どういうことだよ！」


    「私の知ってる一郎にいちゃんだったら、もうとっくに自作のヒーロー物を書いて書いて書きまくってる！」


    　私の知ってる一郎にいちゃんって、なんだよ？　オレはオレだ。


    「そうやって、オレを慕う態度を見せるくせに、期待させるだけ期待させておいて」


    　──オレの彼女にはなってくれない。


    　同じ布ふ団とんに入っても、何もしてくれない。


    「そんなおまえが、オレは大嫌いなんだよ!!」


    



    ☆


    



    



    　あのあと、聖は何も言わずに部屋から出ていってしまった。


    　しばらくして、自分の言動に後悔して電話をかけたが、聖は出てくれなかった。


    　オレの前では泣かずに我慢していたが、一人になった聖は思いっきり涙を流して泣いているのではないかと思った。


    　聖とは連絡が取れなかったが、もう一人、どうしても連絡をせねばならない人間とはすぐに電話もつながり、翌日のお昼に会うことになった。


    　──水原だ。


    　昨日、聖から聞いたことをオレはどうしても確認しておかないとならない。


    　アポを入れて、水みず原はらの事務所へと向かう。


    　チャイムを押すと、


    「よぉ、高たか寺でらくん。今日はどうした？」


    　いつものように、陽気なトーンでオレを出迎えた。


    　学生時代からずっと付き合ってきた先輩は、普段と何も変わらない。それなのに、オレの目には、水原の顔が憎たらしく見えて仕方なかった。


    　応接室に通されたオレは、


    「実は、水原さんに聞きたいことがありまして」


    　と話を切り出した。


    「なんだい、改まって？」


    　演技力に秀ひいでているとは思えないオレの顔は緊張がまったく隠せていなかったと思うが、水原の表情はやっぱりいつも通りに能天気な印象のままだ。


    「聖から、特撮円盤のギャラを聞いたんですが」


    「うんうん」


    　ここまで言っても、水原の表情は変わらない。聖ひじりは一本二千円の原稿料をもらっているというのは、やはり何かの勘違いだったのではと思えてくる。


    「あいつは一本記事を書くことに、二千円もらってるって」


    　オレは緊張で喉のどの渇きがきつい。それを言ったあと、用意されていた水を一気に飲み干す。


    「それがどうした？」


    　水原は緊張感がまったくないトーンで、そう聞いてきた。


    「どうしたって……オレには三百円しか払っていないのに、おかしくないですか？」


    「聖ちゃんは人気もあるし、それだけのお金を払う価値があると判断したんだよ。君だってメディアの人間の端くれなら、人によってギャラが違うのが当たり前だってことくらい分かるだろう？」


    「人気もあるし……って、聖は最初から一本二千円もらっていたんでしょう？　人気なんて関係ないじゃないですか」


    「あ、そうだっけ？」


    　水原は首を傾かしげつつ、そう言った。


    　この男は──ずっと信頼していた先輩は、オレを誤ご魔ま化かそうとしている。


    「水原さん。オレは正直、今怒っています」


    「え、どうして？」


    　オレと水原のトーンはまったく噛かみ合わない。


    「少なくともオレは特撮円盤の原稿料は、何があっても変化はないものだと思っていました。実績や人気によって原稿料が変わるのなら、事前に教えてほしかった」


    「なるほどね。でも、聖ひじりちゃんみたいなケースは稀まれだよ。若い女の子がやるってことに価値があるんだから」


    　たとえ若くても、男がどう頑張ろうと境遇は変わらないということか。


    「雑誌に名前が載るようになっても、原稿料は上がらないんですか？」


    「単行本の一冊でも出したのならともかく、雑誌に名前が載ったくらいじゃねぇ」


    　水みず原はらは困ったように笑う。


    　単行本って……オレはそこまでの実績を得ないと、聖のように扱ってもらえないのか。


    「水原さんは、聖のこと、どう思っているんですか？」


    「え。さっきも言ったじゃない。若い女の子が特撮ライターをやってることに意味があるんだって。俺はそこに賭かけてる」


    「いや、そうじゃなくて」


    　今日、水原と話したかったことは、お金のことだけじゃないのだ。


    「なんで、聖の泊まりがけのロケにわざわざ付いていったんですか？」


    「あ、嫌いやだなあ。高たか寺でらくん、俺が聖ちゃんに手を出したとか思ってるわけ？」


    　水原はオレの言いたいことを察して、呆あきれたように笑った。この反応、やっぱり何もなかったのか？


    「聖ちゃんにはもう少し水原プロにいるメリットを体感してもらわないとね」


    「どういう意味です？」


    「俺と一緒にいることで業界で活躍ができると分かってもらえたほうが、聖ちゃんとも、うまくいきそうじゃない」


    　まったく悪びれることなく言う水原を見ていたら、頭の中が燃え上がるようにかっと熱くなり、


    「オレは」


    　勢いにまかせて、言う。


    「オレはもう水原さんとは組まない！　これからは自分の力で、やっていきますよ！」


    　それを聞いた水原から、能天気な雰囲気が消える。


    「どういうことだい？」


    「これからは、水原プロに頼らず、フリーのライターとしてやっていくと言っているんです！」


    　水原は少し黙って、こちらの顔をじろりと見たあと、


    「そんなこと、できるのかい？」


    　と聞いてきた。


    　それは分からない。だけど、後悔するかもしれなくても、このまま水原のもとで今まで通りやっていく気にはなれなかった。


    　せめて、悪かったよと一言謝罪してくれれば、取り下げてやってもいいが……そんなふうに思い、水みず原はらの顔を見たオレは絶句した。


    　この人、こんな顔をすることもあるのか。


    　水原は、汚いものでも見るかのような目をオレに向けていた。


    「水原プロから抜けるだって？　そんなことしたら、おまえの悪い噂うわさを業界に流しまくってやるからな。それが、どういうことだか、分かるか？　もう、おまえはライターとして、どこにも記事が書くことができなくなるってことだぞ」


    　予想外の反応だった。こんなふうに脅しの言葉をかけてくるなんて思ってもみなかったので、オレは狼狽うろたえてしまう。


    「そ、そんな嫌いやがらせをされたって、オレは負けない」


    　オレは、か細い声で、水原に反論する。


    「はあ？　じゃあ、聞くけど、ライターとして知名度もほとんどないおまえと、業界に実績を積み上げてきた俺のどちらが、連中にとって、付き合うメリットがあると思う？」


    「そ、それは……」


    「誰だれが見ても俺に決まってるだろう！　何な故ぜなら、業界の連中にとって、利益をもたらすのは、俺のほうだからだ。断言してもいいが、俺を怒らせてまで、儲もうけを生み出さないおまえと付き合おうと思うヤツなんて一人もいないさ」


    　オレは水原の言葉を聞いて、愕がく然ぜんとした。


    「高たか寺でら、フリーでやっていくと言っていたが、具体的におまえは、どんな営業をして仕事を取っていくつもりなんだ？　そのプランを聞かせてもらおうじゃないか？」


    「え？　そ、それは、色んな出版社に原稿を持ち込んで、自己ＰＲしていくつもり……です」


    「はっ！　随分曖あい昧まいな計画だな。それにしたって、どうせ水原プロでやった仕事を実績として名刺にして、仕事の依頼を受けるルートだって俺が紹介した人や場所を使うつもりなんだろ？　そんなの社会のルールに反しているんだよ」


    「ネットの記事で数千円稼いでいることを隠して、三百円しか払わないでいたあんたに社会のルールを言われる筋合いは」


    「高寺！」


    　水原はオレの胸ぐらを掴つかみ、ぐいっと引き寄せる。


    「今の仕事が好きなんだろう？　特撮ライターとしてやっていきたいんなら、俺の元で働いていたほうがいいんじゃないか？」


    「お、オレにだってプライドがあるんだ！　ここまで言われて、『はい、そうします』なんて言えると思ってんのかよ!?」


    「高寺、俺は悲しいよ。散々面倒を見てやったのに、恩を仇あだで返すようなことを言われてさ」


    　どの口が言うかと思ったが、


    「ライターとしての仕事だけじゃない。検品のバイトだって紹介してやっただろう。それが、こんなふうに文句ばっかり言われて、つらいなあ」


    　まるで自分が被害者のような顔をして、水みず原はらは言う。


    　どこまで腹立たしい男なんだ。


    「水原プロをやめるんなら、当然あのバイトだってもうおまえにはやらせないからな」


    　水原は意地悪そうな笑えみを浮かべてそう言う。


    「え、それは……」


    　週に一度、一日一万円もらえるバイトは決して楽しくはないが、オレの生活を支える貴重な収入源だった。


    　というか、蓄えもないオレがバイトを奪われたら、生活なんてできっこない。


    　水原への怒りは消えていない。


    　だが、水原に立ち向かおうとする意思は急速にしぼんでいった……。


    



    ☆


    



    　江え島じま平へい太た郎ろうは、自分がプロデュースするイベントにゲスト出演するアーティストの映像を動画サイトで観みていた。


    　仕事といえば仕事であるが、別に観なくても支障をきたすわけではない。要は、時間を持て余していたのだった。


    　江島が大学生のときに起業した直後は、イベント運営の仕事も順調であったが、最近はライバル会社の出現などもあって仕事が激減していた。


    　会社が上う手まくいっていないストレスから逃れようとして、決して安くはない覚せい剤を求めるようになってしまったのは、悪循環だった。


    　薬の使用が増えることで異常なテンションになっている様子を多くの人に見られてしまっているのは分かっていた。それでもやめられないのが覚せい剤の恐ろしさなのだ。


    　アーティストの動画を観るのに飽きた江島は、『ベーグロス』の名前で検索をしてみる。


    　覚せい剤の売人である鰐わに淵ぶちがベーグロスの正体、もしくはその正体につながるヒントを教えれば、いろいろとサービスしてやると話していたのを思い出したのだ。もちろん、江島はベーグロスの正体などまったく知らなかったし、それについて本気で調べる気などはなかった。そのような才能があるなら、イベント運営の仕事などせずに探偵にでもなったほうがいいだろう。


    　動画サイトには無数のベーグロス動画が溢あふれていた。ニュース番組やワイドショーの一部が抜粋された映像、一般人がベーグロスを目撃して撮影した映像などだ。見た目が派手なので、ベーグロスは多くの人から目撃されていた。


    　数百はあるベーグロスの関連動画のうち、江島が再生したのはわずか十件ほどだった。


    　その中に、もくもくと煙と発生させる機械を抱かかえたベーグロスが、あるアパートのベランダから飛び立つ動画があった。


    　再生数は千回程度で、ベーグロス動画の中では再生数は少ないほうだった。


    　やはり派手に悪党どもと戦っているような動画じゃないと、人気は低いのだ。


    　ただ、その注目度の低いベーグロス動画を観て、江え島じまは何か引っかかるものを感じた。といっても、動画自体には気になった点はない。


    　江島が気になったのは動画のコメント欄だった。動画をアップしたＭＵＲＯＩ監督というユーザーが『僕の住むアパートにベーグロスが出現！　特撮ライター高たか寺でら一いち郎ろう氏の部屋から飛び立つ様を撮影成功しました！　この動画を気に入ってくれた方はＭＵＲＯＩ監督の動画チャンネルに登録してね♪』


    　ＭＵＲＯＩ監督という男は知らないが、特撮ライターの高寺一郎を、江島は知っていた。


    　江島は、冴さえない一般人にしか見えなかった高寺一郎という男の家に何な故ぜ、ベーグロスが現れたのか興味を抱いだいたが、すぐに一つの仮説が思い浮かんだ。


    　高寺一郎の友人には、莫ばく大だいな資金を持ち、かつてはヒーローの格好をして、地元の悪党と戦っていたという過去のある男がいることを思い出したのだ。


    　ベーグロスの正体について本気で調べる気などなかった江島は、気がつくと、自分の仮説が正しいかどうかを真剣に検証したいと思いはじめていた。
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    　聖ひじりに酷ひどいことを言ってしまってから四日が経たった。


    　この四日間、聖からの連絡はない。当然オレから電話をかけようともした。だが、聖の今にも泣きだしそうな顔を思い出すと怖くなってしまい、何もできなかった。


    　プライベートが最低なら、せめて仕事は頑張ろうと思い、オレはパソコンを開く。


    　水みず原はらに言い負かされて、オレは一本三百円で特撮円盤の記事を書き続けようと決めたはずだった。だが、いざパソコンに向かってもやる気は一切湧わいてこない。毎日三本書くのが日課だった記事を、一本も書けないまま無為に時間を過ごしてしまっていた。


    　無気力な状態で、布ふ団とんの上に横になる。現実から眠りへと逃避しようとしたのだが──、


    「キモ男」


    「チンコ見せろよ」


    　高校の教室で、クズどもがオレを待ち構えている夢を見て、逃げるように目を覚ます。


    　トラウマを抱かかえた人間は、現実逃避も許されないのか……酷い話だ。


    　西日が部屋に入り込んできて眩まぶしかったが、起き上がる気力は湧いてこない。起き上がっても、やるべきことが分からないからだ。オレは仕方なく、ただただ天井をぼーっと見つめ続けていた。


    　どれくらい、そうしていただろうか。枕元から、ウルトラマンティガの主題歌が流れだした。


    　電話だ！　と、オレは慌ててスマホに手を伸ばす。ひょっとしたら、聖ひじりからかかってきたのかもしれないという期待をもって。


    　だがスマホの画面に表示されているのは登録されていない番号だった。


    「あ、高たか寺でらさんの携帯ですか？　ご無沙汰しています、江え島じまです」


    　電話の相手は江島だった。そういえば、聖の入学祝いで会ったときに彼とは名刺交換をしていた。ただ、江島から連絡をもらったのは、今回がはじめてだった。


    「中目黒のお店以来ですね」


    「ああ、その節はお見苦しいところを見せてしまったみたいで、申し訳ございませんでした」


    　あの酷ひどい泥酔状態は本人も自覚があったらしい。江島はきちんと謝罪した。


    「いえ。別に気にしていませんよ。オレも派手に酔っぱらっちゃうことはありますから」


    「そうなんですか。今度ぜひ一緒に飲みに行きたいですね」


    　社交辞令かも知れなかったが、江島からそんなふうに言われて意外に感じた。彼はオレのことなんて、畑はた山やまや優ゆう花かにくっ付いてくるおまけ程度だと思っているわけではなかったのか。


    「ええ。また、みんなで飲みに行きましょう」


    「あ、今日お電話をしたのは、飲みのお誘いというわけではなくてですね、今度うちの会社でヒーローのイベントをやりたいと思っていまして」


    「ヒーローのイベントですか。いいですね」


    「だけど俺、ヒーローのこととか、ちっとも詳しくないんで、できれば高寺さんに相談に乗ってもらえないかと思って」


    　なるほど。突然オレに電話をしてきた理由はそれか。思わぬところから、特撮関係の仕事ができるかもしれないと胸が躍った。


    「オレでよかったら、なんでも協力しますよ」


    「ありがとうございます！　とても心強いです」


    　江島が嬉うれしそうに言うのを聞いて、オレは今まで自分が江島に好印象を抱いだいていなかったことを反省した。なんだ、江島っていいヤツじゃん。


    「では早速なんですが、もしご都合よろしければ、今夜にでも話しをしませんか？」


    「今夜ですか？」


    「ええ。こういうことは思い立ったら即行動が一番ですから」


    　無駄に時間を使うことが当たり前になっているオレとは、だいぶ違う考え方であった。


    「オレは構いませんよ。今夜は空いていますので」


    　少し見栄を張って、「今夜も」とは言わずに、江島の誘いに乗った。


    「それじゃあ、八時に六ろつ本ぽん木ぎの『ロダン』というダンスクラブに来てもらえますか？」


    「ダ、ダンスクラブ？」


    「ええ。センスのいいＤＪを使っていましてね。よく通っているんです。打ち合わせが終わったら、高たか寺でらさんもどうですか？」


    　……オレにはまったく縁のなさそうなところであった。クラブなんて、映画や漫画の中でしか見たことがないけど、不良の吹き溜だまりみたいなイメージが強い。


    「それじゃ、後ほどよろしくお願いします」


    　江え島じまはそう言って通話を終わらせてしまう。まぁ、せっかくなんだし、知らない世界について勉強させてもらうのも悪くないか。


    　時計を見ると午後六時を少し回ったところだった。調ちよう布ふから六ろつ本ぽん木ぎまでは四十分ほどなので、八時まではまだ余裕もあった。ただ、はじめて行く場所なので、迷う可能性も考えて、少し早めに家を出るべきだとは思う。


    　パソコンの電源を切って、部屋着を脱ぐ。ダンスクラブで浮かないような服は持っていなかったが、買ってからまだ一度も着ていなかった仮面ライダーゾルダのイラストが描かれたＴシャツを着て、その上から白シャツを羽は織おった。あとは、出かける前に顔くらいは洗っておこうと、流し台で水道の蛇口をひねったところで、また着メロが鳴り響いた。


    　スマホが鳴るたびに、聖ひじりからだろうかと期待してしまうのだが、今度も違った。ただ、着信の通知画面を見たオレの気持ちは悪いものではなかった。


    　電話は優ゆう花かからだったからだ。


    「高寺くん、今夜あいてる？」


    　電話に出ると、すぐに今夜の予定を聞かれたので、しまったと思った。


    「あ、えっと、今夜はほんの数分前に予定を入れちゃった」


    「そっか。残念！　また一緒にご飯でも行きたいなと思ったんだけど」


    　ヒーローのイベントの話を持ちかけてくれたことで、一度は上昇したオレの江島への好感度が再び落ちる。よりによって優花から誘いのくる日にとは！


    　優花も「残念」と口にしてはいるが、口調は軽い。オレのほうが、優花よりずっと大きく残念に思っているよと言いたい。


    「あのさ、実は今夜、江島さんと会うんだ」


    「江島さんと？　珍しい組み合わせだね」


    「そうだな。二人で会うのは、はじめてだし。うまくいけば、江島さんから仕事をもらえるかもしれないんだ」


    　オレの言葉に、優花も「よかったね」と言ってくれた。


    「優花は、江島さんとは仕事も結構してるんだろう？」


    「うん。ここ二か月くらいは、仕事でのお付き合いはないけど」


    「やっぱり江島さんとの打ち合わせはクラブですることが多いの？」


    　オレの問いかけに、


    「え、クラブ？」


    　優ゆう花かは意外そうだった。


    「あ、うん。オレ、クラブに行くのなんて、はじめてだから、無駄に緊張しちゃってるよ」


    　オレはそう言って笑ったが、優花は笑っていなかった。


    「そのお店の名前教えてもらってもいい？」


    「六ろつ本ぽん木ぎの『ロダン』というところだけど」


    「そのお店って……」


    　意味深げに優花が呟つぶやくので、オレも気になってしまう。


    「それがどうかしたのか？」


    「そのロダンってお店、何年か前に覚せい剤の売買をしていた人が逮捕されたお店じゃないかな。ニュースで見たことがあるよ」


    「か、覚せい剤？」


    「うん。だから高たか寺でらくん、念のため用心したほうがいいよ」


    　そういえば、優花は以前にも江え島じまがドラッグをやっているんじゃないかと話していたことがあったな。さすがに考えすぎだと思うし、仮に優花の言うとおりだったとしても、オレは覚せい剤を勧められようとやる気はないし、買うお金だってない。だから、


    「心配することないって」


    　と言って、電話を切った。


    



    　約束の時間の十分前くらいに、『ロダン』の入っているテナントビルに到着した。


    　ビルの正面には、店名が書かれた大きな看板が掲げられており、迷わず辿たどり着くことができた。まだ看板の照明が灯っていないのは寂しい感じだ。ビルの入り口のところに「２Ｆ～３Ｆ　オープン２２時　クローズ０５時」と書かれていることに気づく。


    　あれ？　待ち合わせは八時だったよな？　ひょっとして、オレが時間を聞き間違えたのだろうか。


    　少し不安になったが、とにかく店の前まで行ってみようとビルに入る。エレベーターに乗り、二階で降りると、華やかな装飾が施ほどこされた両開きの扉の前に江島が立っていた。


    「やあ、高寺さん。わざわざ来てもらって、ありがとうございます」


    「あ、いえ。あの、ここって、まだ開店前なんじゃないですか？」


    　オレの問いに、


    「ここは俺の先輩がやっている店なんですよ」


    　江島はそう答えた。先輩から開店前に入れるように許可は取っているということか。


    「まだ準備中だから、人もいないし、落ち着いて話ができますよ」


    　江え島じまはそう言って扉を開ける。薄暗い空間に足を踏み入れて、ドリンクを注文するカウンターの前を通り過ぎると、だだっ広いフロアが広がっていた。ステージなどはなく、天井にはミラーボールや照明機材などもぶら下がっている。この空間全体がダンスフロアなのだろう。オープンしたら、派手な音楽とともに色とりどりの光も飛び交うのだろうが、今は店員の姿も見当たらず、しんと静まり返った薄暗い空間は、お化け屋敷のような不気味さがあった。


    　こんな場所のどこで打ち合わせをするのだろうかと思っていたら、


    「ＶＩＰルームのほうに行きましょう」


    　江島はそう言って、らせん階段を上がっていく。


    　ＶＩＰルームとは、またオレには縁のない言葉が出てきた。ビルの二階と三階は吹き抜けの構造になっており、三階にいくつかの部屋があることが、下からも確認できた。


    　三階に上がると、凝ったしつらえのドアがいくつか並んでおり、そのうちの一つを江島が開ける。


    　ＶＩＰルームは、オレの部屋の倍以上の広さはある個室だった。大理石でできているかのように見える高級そうなテーブルと、ソファーが設置されている。江島がソファーに座ったので、オレも向かいのソファーに座る。座り心ごこ地ちはよかったが、まったく落ち着かないというのが本音だった。


    　大きな窓からは、階下のダンスフロアが見おろせるようになっていた。なるほど、ここでお酒を飲みながら人々のダンスを眺めて優越感に浸るわけだ。さすがＶＩＰルーム。


    　普段は接点のない世界をきょろきょろ見回していたら、階段を人が上がってくる音が聞こえてきて、ドアがノックされた。まだなんの音楽もかかっていない店内は静まり返っていて、足音やノックの音もよく響く。


    　黒服を着た男性店員が、注文を聞きに来たのだった。まだ開店前で人気がないように感じてはいたが、スタッフも何人かは来ているらしい。彼は今、オレたちだけのために彼は働いているのだろうかと思うと、ちょっと申し訳なくも感じた。


    　注文したお酒が届いたところで、江島と軽く乾杯を交わすと、


    「じゃあ、早速、本題に入らせてもらいますね」


    　と言って、スマホを取り出し、その画面をこちらに向けてきた。


    　画面には動画が映っている。


    　アパートの一室にあるベランダにあがった白煙の中からベーグロスが現れ、空へ向かって飛び立っていく様子を捉とらえたものだった。


    「これ、高たか寺でらさんの部屋ですよね？」


    　江島はそう言うと、オレの表情を窺うかがうように見てくる。


    「ええ、そうですが」


    　室むろ井いの撮影したこの動画は大きな話題になると期待したのだが、ほとんど注目されることはなく、再生回数も伸びなかった。本題に入ると言いながら、何故この動画を見せてきたのだろうかと首を傾かしげるオレに、


    「なんで、高たか寺でらさんの部屋からベーグロスが出てきたんですか？」


    　江え島じまは興味深げに聞いてくる。


    「ベーグロスがオレに会うために訪ねてきたんですよ」


    「高寺さんに会いに？　えっ、まさかベーグロスとはお知り合いなんですか？」


    　江島は少し興奮しているようだった。


    　知り合いといえば知り合いということになるのか？　ベーグロスはオレのことをよく知っているみたいだし。ただ、オレのほうはベーグロスの家はもちろん、テレビや雑誌で紹介されている情報以外は何も知らないのだが……。


    「ベーグロスは、オレに興味があるみたいなんですよ。オレが落ち込んでいるときには優しく励ましてくれたりもします」


    　ベーグロスから「もう二度と来ない」と言われてしまったことや、説教を受けたことなどは隠して、いいふうに伝えた。


    「へえ。じゃあ、当然ベーグロスの正体も知っているわけですか？」


    「当然」などと言われても困る。オレは首を横に振り、


    「知らないですよ。前に訊きいてみたけど、教えてもらえなかったし」


    　と答えた。すると、


    「……そのベーグロスの正体ですが、高寺さんの知り合いってことはありませんか？」


    　江島が急にそんなことを言いだしたので、オレは戸惑う。


    「え、どういう意味です？」


    「言葉通りの意味ですよ。誰だれか心当たりはないんですか？」


    　心当たりと言われても……そんなものがあったら、とっくにオレはベーグロスの正体について記事を書いていた。無名ライターから卒業だってできていたはずだ。


    　オレに聞いても有意義な答えは出てこないと察したのか、江島は酒を口に運ぶ。


    　それから、バッグを開けると一冊の雑誌を取りだした。その表紙にはオレも見覚えがあった。江島は雑誌のページをぱらぱらとめくっていくと、あるページを開き、オレに見せてくる。


    「彼が、ベーグロスなんじゃないですかね？」


    　江島が手にしていた雑誌は、オレが、友達について書かれた記事は必ずチェックしていたころに発売されたものだ。江島が開いたページでは、自分がヒーローとして活動していた高校時代について語る畑はた山やまのインタビュー記事が掲載されていた。


    「は、畑山がベーグロスだって言うんですか？」


    　驚きのあまり、オレの体には鳥肌が立っていた。


    「ええ。彼は過去にもヒーローになっていたわけですし、今またヒーロー活動を再開していたっておかしくないと思いませんか？」


    　にわかには信じられない話だった。何度か面識はあっても、オレにとってベーグロスはあまりに浮き世離れした存在であり、高校時代からの友人と結びつけて考えるのは難しい。だが、江え島じまの話を明確に否定する根拠もないように思われた。


    「ちょっと……オレには分からないです」


    　正直な気持ちを打ち明けると、江島はうんうんと頷うなずき、


    「高たか寺でらさん。オレと一緒に、ベーグロスの正体を探ってみませんか？」


    　そんな話を持ちかけてきた。


    　それはオレも以前に一度チャレンジして失敗したことではあるのだが……。


    「どうして、江島さんはベーグロスの正体を知りたいんですか？」


    「だって、これは大スクープですよ。話題になること間違いなしです！」


    　江島はそう言って、目を輝かせる。


    「ひょっとして、江島さんがやりたいヒーローのイベントって……」


    「ええ、ベーグロスの正体公開イベントです！」


    　今日オレがここに呼ばれたのは、特撮ヒーロー番組に詳しい人間だからだと思っていたが、実際には、ベーグロスと接触したことがある人間だったからなのか。


    　確かに、そのようなイベントが実現できたら大きな話題となるだろう。だが、それは友達を売って、出世することになるのではないか？


    「江島さんは、大学生のときから畑はた山やまと仲がいいんですよね？」


    「まあ、そうですね」


    「友達を売るようなこと、できるんですか？」


    　オレは偉そうなことを言える立場の人間ではない。オレが友達思いの人間だったら、ベーグロスの正体が畑山であるかもしれないと疑惑があがった時点で、その正体を明かそうとする人間を止めていたはずだ。ただ、江島がそのことについてどう考えているのかは聞いてみたかった。


    　江島は、テーブルの上に置かれた、畑山のインタビュー記事のページが開かれたままの雑誌を見つめながら言う。


    「畑山って、いつだって輝いているでしょう」


    　その目は、憧あこがれの人物を見ているようだった。


    「俺では畑山みたいに上う手まくやれない。同じように起業したって、あっちは年商数十億。こっちは倒産寸前ですよ」


    　優ゆう花かから、畑山の会社は調子がよくないと聞いてはいた。だが、オレが思っていたよりもずっと酷ひどい状況のようだ。


    「高寺さんは畑山みたいな友達がそばにいて、悔しくならないんですか。なんで、俺が畑山の立つ場所にいられないんだと思ったことはないんですか？」


    　江え島じまはそう言って、身を乗り出してくる。


    「まあ、あれだけ成功しているのを見たら、嫉しつ妬とすることくらいはありますけど……」


    　江島の勢いに押されて、畑はた山やまへの嫉妬をはじめて口に出してしまった。ずっと隠していた本音を人に聞いてもらうのは、気持ちいい。オレの中から、黒い感情が湧わき上がってきた。


    　そのときである。ノックもなしに、がたんとドアの開く音がした。


    　入ってきた男は、先ほど注文を取りにやって来た黒服の男とはまったく様相が違う。派手なスカジャンを着た異様に大柄な男だった。


    「鰐わに淵ぶちさん、どうしたんですか？」


    　大柄な男を見て、江島は慌てたように言う。鰐淵と呼ばれた男はオレの顔をじっと睨にらみつけるように見ている。オレは鰐淵の目から逃れるように、視線を床に落としてしまう。


    「こいつが、おまえの言っていた情報源か？」


    　ガラの悪い声が発せられたかと思うと、


    「ええ、まあ」


    　どこか困ったように、江島の答える声が聞こえてきた。オレは目線を上げて、江島のほうに視線を移す。


    　だが、移した視線の先にも、鰐淵はすぐ入ってくる。江島の隣に腰を下ろしてきたからだ。まだ、開店前のはずだし、彼もこの店の人間なのだろうか。客商売をするような人間にはまったく見えないのだが……。


    「で、分かったのかよ？」


    　鰐淵は苛々を隠そうともせず、不機嫌な顔つきで、江島に聞く。


    「いえ、まだ確証がないのでなんとも……」


    　鰐淵とは知り合いらしい江島も、明らかにこの男にびくついているのが伝わってくる。一体、二人はどういう関係なのだろうか。なんだかよく分からないが、話があるのなら、オレのいないところでやってほしい。


    　そんなふうに思っていると、オレのほうをじっと見ている鰐淵と目が合ってしまった。


    「こいつが何か知ってるんなら、痛めつけて吐かせればいいだろうが！」


    　突然、鰐淵から敵意を向けられ、オレは頭の中が真っ白になった。一体どういうことなんだ。なんで見ず知らずの男からいきなり脅されなくちゃいけないのだ？


    「わ、鰐淵さん。彼は詳しい事情は知らないようだったので」


    　江島はオレを助けようとしてくれているようだった。鰐淵という男が何者で、なんでオレを見てこんなに苛いら立だっているのかも分からない状況では、江島に頑張ってもらうしかない。だが、


    「黙ってろ、てめえは」


    　鰐淵が声を発すると、江島は「はい」と頭を下げて黙り込む。まったく助けになってくれそうになかった。


    　江え島じまが黙り、オレも無言で鰐わに淵ぶちの様子を窺うかがっていると、階下のほうから男性の脅すような声と、それを拒絶しているような女性の声が聞こえてきた。


    　その声が、鰐淵の機嫌をさらに悪くさせていくのが分かった。誰だれだか知らないが、この男を変に刺激するようなことは慎んでほしい。


    　鰐淵は立ち上がると窓を開け、


    「やかましい！　耳障りな声を出してんじゃねえ！」


    　ダンスフロアに向かって怒声を上げる。


    「すみません。店の前にいた女をナンパしたんですが、こいつが言うこと聞かないんすよ」


    　いかにもチャラそうな男の声が階下から聞こえてくる。オレも、フロアのほうへと目を向けてみたが、そこで繰り広げられていた光景に愕然としてしまう。


    　顔面ピアスだらけの男が、女性の長い髪を掴つかんで、へらへらと笑っている。


    　そして、その女性の顔を見たオレは、


    「ゆ、優ゆう花か!?」


    　驚きのあまり思わず声に出してしまっていた。


    「ん？　おまえの知り合いか？」


    　鰐淵はオレの反応を見逃さなかった。


    　何かよくないことになりそうな気がしたオレは、


    「い、いや……知り合いに似てる……かなと思って」


    　と誤ご魔ま化かしたのだが、鰐淵は少し思案してからダンスフロアのピアス男に向かって叫んだ。


    「おい、その女をここへ連れてこい！　それと、今日の営業は中止だ！　店を閉めとけ！」


    　それだけ言い終えると、鰐淵はソファーに再び腰をおろし、


    「おい、江島。こっからは俺のやり方でやるぞ」


    　実に楽しそうな顔をして、そう言った。


    「は、はい」


    　江島はただただ頷うなずくだけだ。


    　ＶＩＰルームに連れてこられた女性は間違いなく優花本人だった。


    　オレの姿を認めた優花の口から、


    「高たか寺でらくんっ」


    　と声が漏もれた。


    「ふん。やっぱり、お前ら知り合いか」


    　鰐淵は、満足そうな顔をしている。


    「優花、どうしてここに？」


    「ごめんね。高寺くんのことが心配で……」


    　優ゆう花かの優しさは嬉うれしかったが、それが今の危うい状況を招いたのだと思うとつらかった。


    「江え島じまさん、これはどういうことなの？」


    　優花が江島に糾弾するような目を向けると、鰐わに淵ぶちは楽しそうに笑みさえ浮かべだした。


    「おいおい。江島、おまえもこの女の知り合いかよ？」


    　江島は鰐淵の問いにしばし黙り込んでいたが、


    「江島っ！」


    　鰐淵の怒声が飛ぶと、江島はまるで水飲み鳥のように頷うなずいた。


    　抵抗する気はまったく見られない江島に鰐淵が命令する。


    「おまえは、とっととベーグロスに電話しろ」


    「でも……まだ確証は」


    　恐る恐る進言する江島を鰐淵が怒鳴りつける。


    「俺のやり方でやると言ったろ！　確証があろうがなかろうが関係ねぇんだよ！」


    　江島は言われるがままにスマホを手に取る。


    　それから鰐淵はオレと優花のほうに向き直ると、


    「そして、おまえらは人質だ。とりあえず携帯出せ」


    　オレたちに携帯を渡すように言ってきた。渡したくはなかったが、逆らうことはできないだろうとオレが考えていると、


    「嫌いやよ！」


    　優ゆう花かが抗議の声を発した。
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    「ああん？」


    　鰐わに淵ぶちが優花をぎろりと睨にらみつける。だが、彼女はそんな鰐淵を無視して、


    「江え島じまくん！　今からだって遅くない！　こんな人の言うことを聞かないで！」


    　スマホを手にしている江島に向かって、そう懇願するのだった。


    　無視された鰐淵は苦虫を潰つぶしたような顔で、


    「てめえ、なめてんのか!?」


    　飛び跳ねるようにソファーから立ち上がると、優花の顔を殴った。


    　突然のことに、オレは声も出せなかった。


    　鰐淵は、その場で崩れ落ちそうになる優花の髪を左手で乱暴に掴つかむと、


    「女だから乱暴されないとか考えてたか？　俺はな、生意気な女が大嫌いなんだよ」


    　そう言って、手加減なしに優花の顔面を再びぶん殴る。鰐淵が髪を掴んでいた手を離すと、優花はその場に崩れ落ちた。完全に気を失ってしまっていた。


    　女性にこれだけの暴力を振るっておいて、ソファーに座り直す鰐淵の顔はけろっとしていた。


    「ほら携帯。早く出せよ」


    　鰐淵がオレに言ってきたので、オレはすぐにスマホを彼に手渡す。鰐淵は床にスマホを叩たたきつけると、かかとで二度三度と踏みつける。みしみしっと、スマホが壊れていく音が聞こえた。


    「生意気な女は大嫌いだが、腰抜け野郎には反へ吐どが出るな」


    　鰐淵は、なんの反抗も見せないオレに心底呆れたような顔をする。かといって、ここで抵抗でもすれば、優花のようにオレも殴られることになるのだろう。


    「江島、何やってんだ。さっさと電話しろよ」


    　鰐淵の指示を受けて、江島は慌ててスマホの操作を再開する。


    　オレは、江島がとっさに警察に連絡を入れるような機転を利かせてくれることをわずかに期待した。鰐淵の言うがままに動かされているが、今それができるのは江島だけなのだ。


    「あ、畑はた山やま。実はちょっと緊急事態が起きてしまったんだが。坂さか下したさんと高たか寺でらさんがトラブルに巻き込ま」


    　オレのわずかな希望はあっさりと裏切られたことが分かった。江島が話している途中で、鰐淵は乱暴にスマホを奪って、言う。


    「おい、仲間を助けたかったら、あのふざけた格好でここへ来い。ヒーローさんよ」


    



    ☆


    



    　ダンスフロアに連れてこられたオレは両手と両足をロープで縛られた状態で床に転がされている。その傍かたわらでは気を失った優ゆう花かも寝かされていた。鰐わに淵ぶちと江え島じまは、フロアの端にあるスツールに座ってオレたちを見張りながら、ベーグロスが来るのを待っていた。


    　このまま畑はた山やまが助けに来てくれないということはないと思う。オレと違って、友達が危機に陥おちいっていたら、絶対に逃げださない男だ。


    　畑山が本当にベーグロスなら、鰐淵という男がどれだけやばいヤツであろうと、負けるはずはないだろう。テレビやネットで、ベーグロスが凶暴な悪人をやっつけている様子は何度も目にしている。


    　きっと大丈夫だ。とにかく、今は変に抵抗したりせず、黙って助けが来るのを待つしかない。


    　そんなふうに思っていたら、突然、周囲の明かりが消えた。


    「どうなってる!?」


    　暗闇の中で、鰐淵の怒鳴り声が聞こえてくる。


    　しばらくすると、再び、明かりがついていく。


    　立ち上がった鰐淵が、ダンスフロアの出入り口のほうを見ていた。


    　鰐淵の視線の先には、暗がりに立つ人影が見えた。


    「来やがったな」


    　鰐淵が人影に向かって言う。


    　……ベーグロスだ！　ベーグロスが来てくれたんだ！


    　これで、きっと助かるぞ！　待ちに待ったヒーローの登場によって、オレの中に希望の感情が満ち満ちてきた。


    　その人影が、フロアに向かって進んでくることで、少しずつ細部が見えてきた。だが、ヒーローの姿にオレは、だんだんと違和感を抱いだいていく。


    　そのヒーローは頑丈そうな装甲を身にまとっていない。代わりに触覚のような二本の角を持つマスクに、全身タイツのようなものを着ている。


    　あれは、まさか……


    「キモイマンＸ、参上！」


    　ベーグロスがやって来たのだと信じて疑わずにいたオレの前に現れたのは、まったく別のヒーローだった。キモイマンＸは、八年前に畑山が変身したヒーローで、全身タイツを改造して作ったスーツは、目を模して付けられた二つのピンポン玉と、胸の部分に黄色いカラーテープがＸの形に貼られていること以外は、キモイマンと一緒である。


    　キモイマンＸは、テレビや雑誌、ネットでも姿が公開されたことがない。ということは、あれはやはり畑山なのだ。畑山が八年振りにキモイマンＸに変身してやって来たのだ。


    　鰐淵の部下たちは、その姿を見てどよめいていた。


    「なんだ、てめえは！」


    　鰐淵は目を吊り上げる。


    「ど、どういうことだ？　おまえ、誰だれだよ！」


    　江え島じまが大きく動揺しながら、キモイマンＸに問う。


    「先ほども名乗っただろう。俺は、キモイマンＸだ！　その二人を解放しろ！」


    　どういうつもりなんだ、畑はた山やま？　どう考えたって、ここはベーグロスとしてやって来るべきだっただろう。


    「タイツ野郎に用はねえんだが。……おい、やれ」


    　鰐わに淵ぶちの合図で、部下の男たちが一斉にキモイマンＸに飛びかかる。


    「Ｘキィィィィィィックゥッ！」


    　キモイマンＸは、向かってくる男の一人にドロップキックを食らわせる。食らった男は勢いよく吹っ飛んでいく。


    　他ほかの男たちはキモイマンＸの反撃に驚いたようで、距離を取って身構える。


    　キモイマンＸはあっという間に一人の男の手前まで駆け寄ると、顔面をぶん殴った。殴られた男は気を失ってしまったのだろうか、その場でぶっ倒れたまま、起き上がる様子はない。


    　キモイマンＸはさらにもう一人の男に近づき、パンチを食らわせようとした。だが、男はパンチをかわして、キモイマンＸの手首を掴つかんでしまう。


    　あぁ、キモイマンＸもここまでか！　と焦るオレの目の前で、キモイマンＸは男に掴まれた腕をそのまま思いっきり振り下ろす。バランスを崩した男は勢いよく床に叩たたきつけられて、動かなくなった。


    　……そのしょぼい見た目に反して、キモイマンＸはかなり強かった。八年前よりもずっと強くなっている。


    　キモイマンＸを囲む男は三人しか残っていない。これが、オレだったら、三人も残っていると言うべきところであったが、キモイマンＸは男たちを次々と殴り蹴け散ちらしていく。


    　だが、そのときであった。


    　顔面ピアスの男を背負い投げしたキモイマンＸに向かって、鰐淵が突進していった。


    　鰐淵の手に何か光るものが握られているのを見て、愕然とする。


    「避けて！」


    　オレは叫んだが、間に合わなかった。


    　鰐淵が手にしていた刃渡り二十センチはありそうな大きなナイフが、キモイマンＸの背中に深々と突き刺さった。


    　人が刺されるのを見るなんてはじめてのことだった。


    　鰐淵が背中からナイフを引き抜くと同時に、キモイマンＸは、その場に崩れ落ちた。


    　戦闘が終わり、危険が去ったと判断したのか、江島もキモイマンＸのほうへと近寄っていく。


    　鰐淵は、崩れ落ちたキモイマンＸのマスクを乱暴に脱がして、放り投げた。


    　薄暗い照明のせいで、オレのいる位置からは、はっきりと顔は確認できなかったが、


    「んん？　こいつ、テレビで見たことあるぞ。すげえ金持ちの社長だよなあ？」


    　鰐わに淵ぶちの意外そうな声を聞いて、やはりキモイマンＸの正体は、やはり畑はた山やま秀ひで樹きであったことを駄目押しで確信させられる。


    「どういうことだ、江え島じま？　この成金社長もベーグロスの仲間なのか？」


    「あ、いえ。俺は、彼がベーグロスなんじゃないかと思っていたんですが……」


    　鰐淵の問いに、江島は戸惑ったように言う。


    「おい、てめえがべーグロスなのか？」


    　鰐淵は倒れている畑山を見下ろしながら言う。


    「何度……言わせれば……気が済むんだ。俺は、キモイマン……Ｘだ」


    　息も絶え絶えに畑山が答えるのを聞いた江島は慌てたように叫ぶ。


    「う、嘘うそ言うんじゃない！　おまえがベーグロスなんだろう!?」


    　だが、この状況を見ていたオレには、畑山が嘘をついているとは思えなかった。もし彼がベーグロスなら、この危険な場所にキモイマンＸとしてやってくる意味はない。


    「江島ぁぁ、俺を騙だましやがったな!!」


    　オレと同じ結論に達したらしい鰐淵の殺気立った声が響く。


    「だ、大体、俺は、まだ彼がベーグロスかどうか調べている最中だって言ったじゃな」


    　必死で弁明を続ける江島の顔面を鰐淵は思いっきりぶん殴る。ぶっ倒れた江島は、立ち上がると、オレたちが転がされているほうへ向かって逃げだしてきた。


    　江島を追って走った鰐淵は、あっさりと彼を捕まえる。江島の頭を掴つかんだ鰐淵は、そのまま勢いよく、床に江島の顔面を叩たたきつけた。


    　顔を上げた江島の鼻からは真っ赤な一筋の血が流れだしているのが見えた。その顔に向かって、鰐淵は容赦のない蹴けりを食らわせる。


    「ゆ、許してください。俺は、俺は鰐淵さんの味方で」


    　そこから先、江島には弁明の自由は与えられず、ひたすら鰐淵から暴行を受け続けた。


    　やがて、江島へ制裁をくわえるのに飽きた鰐淵は、震ふるえながらその光景を見つめていたオレに気づいたようだ。転がっているオレの近くまでやって来ると、


    「あぁあ、うさ晴らしに、俺はこの姉ちゃんで遊ばせてもらうわ」


    　と言った。オレの全身に嫌悪の感情が湧わき上がる。さっき、あれだけ暴力を振るっておいて、まだ優ゆう花かに手を出そうというのか。


    　今度こそ止めなくちゃいけない。そう思うオレの目の前で鰐淵は、気を失ったままの優花をひょいと抱かかえ上げると、下品な笑いを浮かべながら、そのまま暗がりのほうへと消えていく。


    　助けに行かなくちゃ！　と思ったが、オレの体はロープで拘束されているので、どうすることもできない。


    　いや、本当にそうだろうか？


    　優ゆう花かが鰐わに淵ぶちから殴られているのを見ていたときだって、怖くて何もできずにいたオレは、ロープで縛られていなかったとしても、優花を助けに行くことなどできないのではないか。


    　やっぱり、この状況で唯一頼りになりそうなのは、畑はた山やましかいない。たとえナイフで刺された後であろうと、オレよりは彼のほうが頼りになるだろう。


    　そう思い、畑山のほうへ目を向けると、床を這うように、畑山がこちらに向かって来ているではないか。


    　前へ進むごとに、激痛に苦しむ畑山の顔が見えてくる。


    　こんなに苦しそうな畑山を頼ろうとしていた自分の愚かさに嫌気がさす。


    「お、おい、無理するな。そのまま休んでおけって」


    　オレの前までやってきた畑山の顔からは尋常じゃない量の汗が噴き出している。


    「手を……出してくれ」


    　消え入るような声で畑山はそう言った。言われるまま、手を差し出したら、畑山はロープを解ほどこうとし始める。


    　果たして、畑山がここまで必死な思いをしてまで助ける価値がオレにはあるのだろうか。


    「ごめんな」


    　ロープを解いてもらいながら、オレは謝るしかない。


    「なぜ……謝る？」


    「オレなんか助けたって、何もできないのに。捕まっていたのが、もっと立派で、勇気もあって、強い人間だったらよかったのにな」


    　どうして、オレはこんなにも駄目な人間のままなのだろう。畑山や優花は、どんどん立派に成長していっているのに。オレだけずっと駄目なままだ。


    「馬ば鹿かなこと……言うなよ。俺はずっと……高たか寺でらに憧あこがれて頑張ってきたんだぞ。今だって、高寺なら……なんとかしてくれると思って……こうしているんだ」


    　畑山はロープを解きながら、そう言った。


    「畑山って、凄すごいヤツのくせに、本当に人を見る目がないよな。前にも、キモイマンこそが、真のヒーローだと言っていたけどさ」


    「ああ……心の底から……そう思ってる」


    　畑山はか細い声で、しかし力強く言う。その力強さが、オレに言わせれば、畑山の人を見る目のなさの証拠なんだ。


    「まったく、そいつの言うとおりだ」


    　誰だれの声かと思ったら、鰐淵の制裁を受けてフロアに倒れていた江え島じまのものだった。


    「何が……だ？」


    　この苦しい状況で、あんなヤツの言うことに構う必要はないと思ったが、畑山は律儀に問い返した。


    「おまえは、マジで人を見る目がねえ。親友だと思っていた俺にも、簡単に裏切られてよ」


    　畑はた山やまは今度は何も返さず、無言だった。江え島じまは、くっくっくと笑いだす。


    「でもな、オレは後悔してねえぞ。おまえみたいに何もかも上う手まくいっている人間から期待されてるようなことを言われても、小馬ば鹿かにされている気がして腹が立つだけなんだよ。そうだよなあ、高たか寺でらさん？」


    　江島はそこで、オレに同意を求めるように言ってきた。確かに、コンプレックスを抱いだいている相手から期待されるのはプレッシャーだし、どこか上から目線で「おまえも立派に生きろよ」と説教されているような気分になる。これまでに、苛々したことは何度もあった。


    　……だけど、それだけじゃなかったはずだ。


    　オレはずっと、他人から期待してもらえるような人になりたいと思い続けていたのではないか？


    　オレがいかに駄目人間であるかは自分が一番知っている。畑山がオレに抱く期待も、勘違いでしかないことは分かっている。


    　だけど、オレは自分の弱さや駄目さをどうしようもないくらい知っているからこそ、人から期待されているのが分かると、嬉うれしくてたまらなかったんだ。


    　八年前に、オレはどうしてキモイマンになったのか。それは聖ひじりが、オレなら本物のヒーローになれると期待に輝かせた目で見てくれたからだ。


    　特撮ライターになったことや、ヒーロー物を作りたいという目標を持つようになったのだってそうだ。


    　そうすれば、聖や畑山が期待して、応援してくれると思った。


    　人から期待される嬉しさを知っていたからこそ、プレッシャーに感じたり、不安になることもあった。それでも、オレは聖や畑山、それに優ゆう花かと会っていなかったら、ずっと空っぽな人間のままだったと思う。


    　オレのことを勝手に期待してくる凄すごいヤツらは、プレッシャーだけど、オレの生いき甲が斐いなんだ。


    　オレに期待を抱きながら必死で頑張り続ける畑山の手で、オレの腕の拘束が解けた。


    　ありがとうと礼を言って、自由になった両手で、足のロープを解ほどく。やるべきことをやった畑山は、そこで上体を起こすと、江島のほうを見て、


    「江島、俺は……おまえを……絶対に許さない」


    　そう言った。はっきりした拒絶の言葉であったが、それを聞いた江島は、


    「そりゃそうだろうな」


    　と、へらへらした態度を崩さない。


    「でも……な、江島。よく覚えておけよ。……チンコを見られたって、人間は……終わらないんだ。だから……俺がおまえに持った最悪の印象を、ぶち壊せるように……頑張れ」


    　畑はた山やまの言葉を聞いたオレは、彼の甘さに驚いてしまう。江え島じまも、驚きのあまりなのか黙り込んでしまっている。


    　チンコを見られたって人間は終わらない……。


    　あの畑山にこれほど影響を与えた言葉を口にできたことが、キモイマンの最大の功績だったのかもしれない。


    　突然、畑山の体がオレにもたれかかってきた。オレは慌てて畑山の肩に手を回す。


    「おい、畑山！」


    　オレの呼びかけにも畑山は応じない。嘘うそだろう？　このまま死んでしまうわけじゃないだろうな？　本人は失敗や落ち込むことも多かったと語るが、オレにとっては畑山こそがヒーローだったんだ。畑山が死んでしまうなんてこと、考えられなかった。


    　オレに寄りかかったまま、畑山がオレの耳元で、縋るような声でささやくのが聞こえた。


    「キモイマン……優ゆう花かを、助けてやってくれ」


    　その言葉の続きはなかった。畑山の体重がオレに圧し掛かってくる。まだ呼吸はあるようだったが、完全に意識を失っている。最後の最後までおまえは、オレならなんとかできる、キモイマンが真のヒーローだと思い続けてくれたのか。


    　気がつくと、オレの目からはぼろぼろと涙がこぼれ落ちていた。


    　こんなにもオレのことを信じてくれる友達がいてくれることが嬉うれしいというより、つらかった。こんなにもオレを思い続けてくれる人間に劣等感や嫉しつ妬とを抱いだいていた自分が許せなかった。


    　オレはぎゅっと、畑山の体を抱きしめる。


    　背中から、どくどくと流れている血の感覚が、オレの腕に伝わってくる。


    　あれほど強い人間のように思えた畑山が、随分とか弱く感じる。


    　許せなかった。


    　オレのヒーローを、こんな目に遭わせたヤツが。


    　畑山をそっと床に寝かせてやると、オレは、彼の着ているキモイマンＸのスーツを脱がせていった。


    「何やってんだ、おまえ？」


    　突然、奇妙な行動を始めたようにしか見えなかったのだろう。江島が困惑したような声で言ってきた。だが、そんな言葉に答えてる余裕などオレにはない。


    　畑山から脱がせたキモイマンＸのスーツを着込んだオレは、胸に貼られた黄色いカラーテープを剥はがし、鰐わに淵ぶちが放り捨てたキモイマンＸのマスクを拾う。マスクからピンポン玉を外して、マスクを頭に被る。


    「……カウンターの奥に事務室がある」


    　江島が声をかけた。それがどうしたんだと思うオレに、


    「鰐淵が女とヤるときは、いつもあの事務室を使うんだ」


    　江え島じまはそう付け加えた。


    　……この程度のことで、おまえへの評価は変わりはしない。オレは畑はた山やまのように、クズを許してやるつもりはない。それでも、江島の助言はありがたかった。


    　オレは事務所へと急ぐ。


    　カウンターに入っていくと、ドアが開いたままになっている部屋がすぐ目に入った。


    　その奥では、ズボンを下ろした鰐わに淵ぶちがソファーに寝かされた優ゆう花かにおおいかぶさろうとしていた。部屋に入った瞬間、優花の胸がはだけているのが見えてしまう。全身が沸ふつ騰とうしているかのように熱い。怒りに支配されるように、オレの体が勝手に動いていく。


    「うおおおおおおおおおっっっ!!」


    　オレは無我夢中で、突撃した。
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    　振り返った江島は、すぐに身構えると、こちらに向かって殴りかかろうとした。


    「うぉ？」


    　だが、ズボンを下ろしていた鰐淵は足がもつれて、バランスを崩す。


    　よろけた鰐淵に全身で体当たりを食らわせる。鰐淵は倒れたはずみに、テーブルの角へ思いっきり頭をぶつけてしまう。


    「ぐふぉっ」


    　頭を両手で抱かかえた鰐淵は、唾を撒き散らしながら転げ回る。


    　オレは鰐わに淵ぶちの上に馬乗りになると、その憎々しい顔に向かって殴りかかった。二発ほど顔面に拳こぶしが入ったが、鰐淵はすぐに両腕で、オレの攻撃をガードする。それでも構わずにオレは鰐淵のことを殴りまくった。どこをどう殴っているのか自分でも分からない。


    　気がつくと、鰐淵の両腕がオレの手首を掴つかんでいた。次の瞬間、攻撃ができなくなったオレの顔面に向かって鰐淵の頭突きが飛んできた。


    　あまりの激痛に、オレはその場にうずくまってしまう。


    　これは、鼻の骨が折れてしまったのではないか。目の前の様子を見る余裕はなかったが、鰐淵が立ち上がるのは分かった。頭を乱暴に掴まれて、オレは無理やり立たされる。


    「ナイフで刺された割りには随分と元気じゃねえか」


    　鰐淵の怒声が聞こえた。鰐淵は、畑はた山やまがまたマスクを被ってやって来たと思っているらしい。


    　ずるずるっとマスクが脱がされていく。


    　内出血でも起こしたのか、視界がわずかに赤くなっている。


    　赤い視界で、最初に目にしたものは、鰐淵の怒りに満ち満ちた表情だった。オレがうずくまっている間に鰐淵のズボンも上げられていた。さっきのような隙すきを見せてくれることも、もうないだろう。


    　しかも、このタイミングで、


    「鰐淵さん、大丈夫ですか!?」


    　鰐淵の部下たちが駆けつける声まで聞こえてきた。


    「てめえみてえな、へたれチキンが！」


    　鰐淵はオレの腹を蹴け飛とばす。後方へ吹っ飛んで倒れたオレを、部下たちが取り囲む。


    　それから先は男たちから容赦ない蹴りが、体中の至るところに打ち込まれる。しばらくして、


    「おまえら、どけ！」


    　鰐淵の怒声が響く。いったんは暴行が止んだが、これでおしまいではないだろう。鰐淵は優ゆう花かや江え島じまにぶち切れたとき以上に、怒りに満ちた顔をしている。


    　鰐淵にとって、オレのような弱っちい人間に殴られたことが、よっぽど腹立たしいらしい。


    　鰐淵がオレの肩を思いっきり踏みつける。ただでさえ痛みしか感じられないになっていた体に大柄な男の全体重がかけられ、オレが声にならない絶叫を上げ続けていると、やがて、ゴリッと何かが外れたような音が聞こえた。


    「うががああああああああっっ!!」


    　肩の骨がやられたのだと思った。悲鳴をあげ続けるオレを数人の男たちが抱かかえて起き上がらせる。


    「おまえら、このへたれ、しっかり押さえとけ」


    　鰐淵は部下にそう指示をだすと、しゃがんでソファーの下に手を差し入れる。


    　鰐淵が手にしたものを見て、オレは絶句する。


    　鰐わに淵ぶちが手にしていたのは、拳銃だった。


    　男たちに押さえつけられ抵抗できないオレの前に拳銃を持った鰐淵が立ちはだかる。


    　冷たい鉄の感触が、オレの額に伝わる。


    　その瞬間、オレの下半身から何かが抜け落ちていくような感覚があった。


    「うわ、汚ねえ！　こいつ漏もらしやがった」


    　男たちの笑い声が聞こえてくる。


    　鰐淵も、虫けらでも見るような目でオレを見ていた。


    



    　このままオレは頭を吹き飛ばされて死んでしまうのか。


    　今までどんなにつらいことがあっても、死ぬよりはマシだった。


    　だって、死んでしまったらすべてが終わりだから。


    　チンコを見られたって人間は終わらないが、死んでしまったら、そこで終わりだ。


    　人が殺されようとしているのに、男たちが嘲あざ笑わらう声は止まらない。


    　オレが死ぬのは、そんなに笑えることなのか。


    　畑はた山やまの期待に応えられず、優ゆう花かも助けられないまま、オレは終わってしまうのか。


    　彼らだけじゃない。オレはいろんな人たちの期待にまだちっとも応えられていない。


    　両親だって、一人息子にはもっと立派な大人に育ってほしかっただろう。


    　そして……聖ひじり。


    　彼女が、ずっと書いてほしいとオレに言い続けてくれたヒーロー物のプロットは結局書けないままだった。それだけじゃない。最後の最後に、オレは聖に酷ひどいことを言ってしまった。


    「……ちきしょう」


    　悔しくて、思わず声が漏れてしまう。


    　その言葉を聞いた鰐淵は不審そうに眉をひそめる。


    「オレは馬ば鹿かだ！　大馬鹿だ!!」


    　精一杯の力を込めて、オレは叫ぶ。


    「ああ、そうだ。馬鹿だから死ぬんだ」


    　オレのことなんて何も分かってないくせに、鰐淵はそう言う。


    　畑山だけじゃない。聖にとっても、オレはヒーローだったのに。


    　その期待を裏切ったままで終わらせたくない！


    　オレは意を決して、拳銃を突きつけている鰐淵を睨にらみつける。


    「なんだ、そのツラ？」


    　急に態度の変わったオレに、鰐淵は少し困惑しているようだった。


    「わ、鰐淵。オレを殺す前にこれだけは覚えておけ」


    「あぁ？」


    「オレは、ベーグロスにだって負けない真のヒーロー、キモイマンなんだ!!」


    　突然発せられたオレの啖たん呵かに、鰐わに淵ぶちは唖然としている。


    「ああん？　てめえ、殺されるのが怖くなって頭おかしくなったのか？」


    　鰐淵は呆れたように言う。だけど、オレは、おかしくなったんじゃない。これで最後なら、もう後悔したくなかった。最後に自分が口にする言葉にもう後悔したくなかったんだ。


    「名前のとおり本当にキモい野郎だな」


    　そう言って、鰐淵は嘲あざ笑わらう。だけど、そんな鰐淵を見てオレは分かったんだ。チンコを見られたって、人間は終わらない。本当に終わっているのは、人のチンコを無理やり見たり、世間に晒すような人間のほうだ。そして、


    「オレはキモくなんてない。本当にキモいのは、人の死にざまを笑うおまえたちだ」


    　オレが死ぬ前に最後に悟ったことを口にした瞬間──目の前が真っ暗になった。


    　ほんの十数分前にも、似たようなことがあった。


    　だが今度は、すぐに明かりがつくようなことはなく、周囲は闇に包まれたままだ。


    　やがて、どこからともなく高笑いする男の声が聞こえてきた。


    「だ、誰だれだ？」


    　動揺する部下たちの声に続き、


    「フロアのほうからだ！」


    　鰐淵が叫ぶのが聞こえる。オレの両肩を掴つかんでいた部下の手が離れ、どたどたと音を立てて男たちが部屋から出ていくのが分かった。


    　自由に動けるようにはなったが、鰐淵たちから受けた暴力のせいで、オレの体はふらついていた。それでも、何が起こったのかを確認しないわけにはいかなかった。


    　よろよろとした足取りでドアのところまで行き、顔を出すと、ダンスフロアにまばゆい光が点滅していた。


    　鰐淵たちの背中越しに、ダンスフロアの中央で赤と青のスポットライトを浴びて立っている紅白の装甲に覆おおわれた人物が見えた。


    「べ、ベーグロス！」


    　オレは思わず、その場で声を上げた。


    　鰐淵の手元の拳銃から、パンッ！　という竹の割れるような乾いた音が発せられる。ベーグロスは高速で横に動く。


    　オレに銃の弾丸の動きなど確認できるはずないが、ベーグロスが倒れていないということは、鰐淵の攻撃をかわしたのだろう。


    　その後の展開は、あっという間だった。


    　ベーグロスの腕から鞭むちのようなものが放たれる。その先端に触れた鰐淵たちは、まるで感電するかのように体を震ふるわせながら倒れていったのだ。


    　オレが死ぬような思いで戦ったヤツらをこんな簡単に……一瞬でついてしまった決着に、ベーグロスの凄すごさを改めて思い知らされた。


    　ベーグロスは倒れた男たちから目を外して、周囲の様子を見回すように首を動かす。そのときだった。倒れていた男たちの中から、鰐わに淵ぶちが立ち上がって、ベーグロスに突進していった。鰐淵はやられたふりをして、ベーグロスの隙すきを窺うかがっていたのか!?


    　隙をつかれたベーグロスは鰐淵の体当たりをまともに食らってしまう。鰐淵はよろけるベーグロスを抱かかえ込むと、腕でベーグロスの喉を絞めつける。


    「おい、てめえら。いつまでもぶっ倒れてんじゃねえ！　今のうちにこの野郎をぶっ殺せ」


    　部下たちに指示を飛ばす。鰐淵の指示を受けて起き上がる部下はいなかったが、鰐淵が力強く抱え込むことで、ベーグロスも苦しそうに体を震ふるわせている。鰐淵の腕力の強さはこの身に染みて知っている。下へ手たしたら、このままベーグロスが絞め殺されることだってあり得るかもしれない。おい、嘘うそだろう？　ベーグロスまでやられちゃうなんてことないよな？


    「……ま、まずいことに……なった」


    　ベーグロスが苦しそうに言葉を発する。やはり、この状況から逃れる手段は彼にもないということだろうか。オレの希望が打ち砕かれていく。


    「てめえも、武器が使えなかったら、雑魚でしかねえってことだな」


    　鰐淵が愉快そうに笑うと、


    「私は……正義のために……戦うと……決めたんだ。だから、決して悪が相手でも……過剰に痛めつけるようなことは……したくなかったのだが」


    　ベーグロスはとても残念そうに、口にした。


    　え、どういうことだ？


    「おまえが……私の全身を思いっきり締めつけたせいで……数時間程度……気を失ってもらう程度に設定してあった電流フィールドの安全装置が……壊れてしまったよ」


    　次の瞬間、ベーグロスの体が青白く発光した。


    「ぐごぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおっ！」


    　悲鳴をあげる鰐淵の体からは、煙が上がっている。スカジャンが焼け焦げていくのが見えた。


    　そのまま、鰐淵はぶっ倒れた。


    　オレはふらふらの足取りで、フロアへと向かう。鰐淵のほうに目をやると、顔や、手のひらに酷ひどいやけどを負っているのが見えた。


    　……これは確かに惨むごいな。


    「キモイマン。久しぶりだな」


    　ベーグロスは、感慨深げに声をかけてきたかと思うと、うつ伏せで倒れている畑はた山やまの元へと向かう。オレもそのあとについていく。


    　ベーグロスはその場にしゃがみ込むと、畑山の背中に優しく手を当てていた。


    「は、早く、救急車を呼ばないと」


    「救急車なら、すでに呼んであるそうだ」


    　え、誰だれが？　と、疑問に思ったオレの視界に、スマホを掲げてニヤリと笑う江え島じまの姿があった。


    　オレは畑はた山やまのそばにしゃがみ込んで、眠ったように目を閉じている彼の顔を覗のぞきこむ。


    　とにかく今は無事を祈るしかない。そして、オレは、ベーグロスのほうへ視線を向けた。


    「ベーグロス、おまえは一体誰なんだ？」


    「ヒーローは、自分から正体を明かすことはない」


    　ベーグロスは今度もオレの問いに答えてくれる気はなさそうだった。


    「……ベーグロス」


    　かぼそい声がした。畑山がうっすらと目を開けている。


    　意識を取り戻した！


    「もういいだろう。高たか寺でらに……本当のこと……話してやれよ」


    　畑山は肩で息をしながらそう言う。


    　本当のこと？


    　まるでベーグロスについて、詳しい事情を知っているような言い方であった。


    「だけど……」


    　畑山の言葉を聞いたベーグロスは、何かを悩んでいるようだった。


    「おまえが……言えないのなら……俺から言ってやる」


    　畑山は苦しそうに顔を歪ゆがめながら、言葉を続ける。


    「俺の……雑誌の……記事を読ん……だ彼が……」


    「畑山、無理するな。あとは私が話す」


    　ベーグロスはそう言って、畑山の告白を制止させると、オレのほうに顔を向けた。


    「いつかは言わなくちゃいけないと思っていたんだ」


    　ベーグロスはそう言って、マスクに手をかける。


    　マスクを脱ごうとしているのだということが分かった。オレがどれだけ頼んでも明かしてくれなかったベーグロスの正体を知ることができる。そう思い、息を呑のむ。


    「えっ」


    　ベーグロスのマスクから現れた顔を見た瞬間、オレは気が動転してしまう。


    　どういうことだ？　他人の空似じゃないよな？


    　そこにあったのは、夢の中を除けば六年ぶりに目にするクズどものリーダー格──鈴すず木き和かず之ゆきだった。


    「ど、どういう冗談だよ。これは？」


    　声を震ふるわせるオレに、鈴木は申し訳なさそうな表情を浮かべる。


    「悪い。俺が、ベーグロスだったんだ」


    　駄目押しのように口にされた言葉に、オレは黙り込んでしまう。


    「……俺が大学二年のときだ……父親の会社が倒産したんだ。莫大な借金もあったから、大学は中退するしかなくなった」


    　突然、鈴すず木きは高校卒業後のことを語りだした。キモイマンに敗れたこと以外は、人生の全てが順調そうに見えていた彼が、そんな境遇に陥おちいっていたとは意外だった。


    「大学をやめた俺は働くことになった。会社の給料は安いし、上司は俺の父親のことを憎々しく思っていたらしく、息子である俺に嫌いや味みばかり言ってくる奴やつだった。それでも、家にいるよりは、会社にいるほうがずっとマシだったよ。両親はいつも喧けん嘩かばかりしていたし……」


    　鈴木の話を聞いて、溜飲が下がる思いを持ってしまうのは仕方ないだろう。鈴木から、酷ひどいいじめを受け続けていた人間からすれば、彼の不幸話は楽しいものだった。


    「何もかも嫌になった俺は、いっそのこと死んでやろうと思った」


    　しかし、鈴木が死のうと考えたという話を聞いたオレは、おだやかな気持ちではいられなくなった。


    「そ、その程度のことで、死のうとすんな！」


    　オレは腹を立てていた。自分は大学にも通わせてもらえたし、両親の仲だって悪いわけではない。鈴木のつらさがどの程度のものであったのかは実感を持っては分からない。だけど、鈴木から散々地獄のような経験をさせられ続けた身としては、こうもあっさりと人生をリタイアしようとするのが許せなかった。そんなオレを見て、鈴木は小さく頷うなずく。


    「死のうと考えたときに、たまたま畑はた山やまが載っている雑誌を見たんだ」


    「畑山の？」


    「ああ、俺たちにチンコを晒さらされた過去に対して、彼が、逃げずに堂々と応えていたインタビュー記事をさ」


    「おまえも、あの記事を……」


    　加害者である鈴木はどんな気持ちで、あの記事を読んだのだろうか。


    「俺はね、恥ずかしくなったよ。俺たちがあれだけ酷いことをした相手が、こんなに強く生きているのに、自分はあっけなくすべてに負けた気になっている。それで……俺は畑山に会ってみたいと思ったんだ」


    「会ってみたい？　なんのために？」


    「許してもらえるとは思わないけど、直接会って謝りたかった。そうしないと、俺は一生駄目なままの気がしたから」


    　お人好しの畑山は、自分のチンコを晒したクズとの面会に応じたのだろう。


    　そう思い、フロアに横たわる畑山のほうに目を向ける。彼は、オレと鈴木のことをどこか心配そうに見つめていた。他人の心配をしているような状況ではないだろうに……。


    「畑はた山やまに会って思ったんだ。俺も、彼のように何事にも負けない強い人間になりたいって。気がついたら、俺もヒーローになりたいと彼に語っていた」


    「ヒーロー？　他人を遊び半分でいじめまくっていたおまえが、ヒーローだって？」


    　オレはまた怒りが込み上げてきた。おまえみたいなクズが畑山に負い目を感じるのは当然だ。しかし、ヒーローになりたいと言いだしたのは、ヒーローへの侮辱に感じられた。


    　オレの反応を目にした鈴すず木きはすまなそうな表情になる。


    「それで、俺のやったことが帳消しになるとは思わない。ただ、誰かを救うことによって、自分が人を傷つけてきたことが許されやしないかと、調子のいいことを考えていたのは確かだ」


    　ベーグロス誕生のきっかけが、そんな理由から始まったものだと知り、オレは落胆した。


    「畑山はオレの計画に賛同してくれて、ヒーローらしい戦い方の伝授と、資金援助をしてくれた」


    　鈴木から酷ひどいことをされた者同士なのに、オレと畑山では随分と反応が違ったようだ。


    「……だけど、それなら、なんで畑山は仲間であるおまえに助けを求めなかったんだ？」


    　そのせいで、畑山はこんなに傷つくことになってしまったというのに。


    「もちろん、すぐに畑山から連絡はもらった。だが、俺はちょうどそのとき、別の悪と戦っている最中だったんだ。それが片づいたらすぐに向かうから、畑山にはおとなしく待っているようにと言っておいたのに……」


    　それで、畑山が黙って待っていられるような男ではないことはオレにだって分かる。


    　畑山は何か言いたげな表情を浮かべていたが、声を出すのはつらいのだろう。申し訳なさそうに、かすかに笑うだけだった。


    「高たか寺でらのことも畑山から教えてもらったんだ。おまえにも、ちゃんと謝らなくちゃいけないと思ったから。だけど、勇気が出なくて、俺はマスクで顔を隠した状態でしか会いに行けなかった」


    「勇気？　オレと会うのに、なんの勇気がいるのさ？」


    　逆なら分かる。先ほどまで鰐わに淵ぶちのような恐ろしい男と対面していたこともあって、感覚が麻痺しているが、以前のオレなら鈴木にこんなふうに本音をぶつけることはできなかっただろう。


    「高寺は、絶対に俺のことを許してくれないと思ったから」


    　鈴木は弱々しい声で、そう言った。


    「別に、俺に許されようが、許されなかろうが、おまえは気にならないだろう」


    　オレの言葉に、


    「昔の俺だったらな。だけど、今はそうじゃない」


    　鈴木は首を振る。


    　そして、少し黙った後、こう言ったのだった。


    「俺自身が、どん底の気分を味わって分かった。俺なんかより、ずっとずっと高寺のほうが強い人間だったってことに」


    　鈴すず木きの顔は冗談を言っているようには見えなかった。まさか、本気でそう思っているのか？


    　やがて、救急車のけたたましいサイレン音が聞こえてきた。


    「俺は、この辺で失礼させてもらう」


    　そう言って、鈴木は、すっくと立ち上がる。


    「ちょ、ちょっと待てよ！」


    　オレは立ち上がり、この場から逃げるように去ろうとする鈴木に向かって叫ぶ。


    「なあ、高たか寺でら。ベーグロスの名前の由来を知ってるか？」


    　すると、鈴木は、はぐらかすように、そんなことを言ってきた。


    　ベーグロスの名前の由来なんて考えたこともなかったし、今はそんなこと、どうだっていい。だが、オレの感情を無視するように、鈴木は口を開く。


    「ベー（bäh）はドイツ語、グロス（Gross）は英語。どちらも『気持ち悪い』を意味する言葉だ。俺は、畑はた山やまや高寺みたいに、どんなにクズのような世界でも負けないヒーローを目指す」


    　鈴木はそう言うと、オレに向かって微笑ほほえんだ。


    　こいつは、外ヅラは異様にいいヤツだったから、何度も笑顔を目にしたことはある。だけど、今オレに向けている鈴木の笑顔は、オレのよく知っている嘘うそくさい笑顔ではなかった。


    「だからさ、高寺は自分を信じて頑張れよ。おまえが不幸でいると、俺は罪悪感で苦しいんだ」


    「結局、自分のことかよ。やっぱ、鈴木って……クズだな」


    　オレはそう言って、笑った。


    　この笑顔も、嘘ではないと思う。オレは畑山と違って、自分を酷ひどい目に遭わせたヤツらをそう簡単に許してやる気はない。だけど、オレや畑山に酷いことをした罪悪感を払拭するために、ヒーローとして戦う彼の今後は見守り続けてやろうと思った。


    　鈴木がこの場から姿を消すと、それと入れ替わるように、灰色の制服を着た救急隊員が飛び込んできた。


    　救急隊員は、たくさんの男たちが倒れている状況に戸惑っているようだった。


    「一番の重傷は彼です！」


    　オレは声を張り上げて、畑山のほうを指し示した。


    　担架に乗せられて運ばれていく畑山を見届けると、オレはカウンターのほうへと戻る。事務室には、まだ優ゆう花かがいるはずだ。


    　ソファーの上で横たわっている優花のそばにひざまずく。


    　彼女のきれいな頬ほおには、酷い青あざができてしまっていた。


    「優花、起きて。ウチへ帰ろう」


    　傷ついた彼女に、できるだけ優しく声をかける。


    「う……ん？　ここ……は？」


    　目を覚ました優ゆう花かは、不思議そうにオレの顔を見つめていた。


    「もう大丈夫だ。全部終わったから」


    　オレは優花を安心させるように、優しくそう声をかける。優花の腕を肩に回して、彼女の右半身を支えるように立ち上がったところで、目の前の視界がぐらりと揺れる。


    　あ……れ……？


    　そのまま、倒れていくオレの耳に、


    「た、高たか寺でらくんっ？」


    　心配する優花の声だけが、はっきりと聞こえた。


    



    ☆


    



    　オレはゆっくりと目を覚ました。


    　………………。


    　……ああ、そうか。


    　オレは夢を見ていたのか。


    　弱くてビビりな人間のオレが、あんなに恐ろしい男たちに立ち向かっていくなんて、おかしいと思ったんだ。


    　鈴すず木きが、いつもの悪夢とは違った役割で登場したのは不思議だったけれど。


    　──だが、なんだろう。


    　まだ夢の続きを見ているような違和感がある。


    　まず気になったのは、見覚えのない天井だった。


    　そして布ふ団とんじゃなくて、ベッドに横になっているのはどうしてだ。


    　ここは一体どこなのだろうと、周囲を見回すため上体を起こそうとした瞬間、


    「いっ!?」


    　信じられないような痛みが全身を走る、特に痛みの激しい肩のほうへ、そっと手を伸ばしてみると、石のように硬い感触があった。ギプスで固められているらしい。


    　夢じゃなかったのか……。


    　オレの最後の記憶は、優花を外へと運ぼうとしたところだった。きっと、あそこでオレの体力に限界がきたのだろう。あのまま、ぶっ倒れて病院に運ばれたというわけだ。


    　改めて周囲を見回すと、ここはどうやら病院の個室のようだった。ベッドの横には、入院患者用の小さな棚が置かれていた。その上に、一枚の便びん箋せんがある。


    　便箋の端の部分には、カバーの付いた文庫本が置かれており、飛んでいかないように重しにしてあった。そこには、こう書かれていた。


    



    『畑はた山やまくんは大丈夫です。あ、私の怪け我がは大したことないみたいだから、安心してね。


    
      優ゆう花か』

    


    



    　よかった、二人とも無事だったんだ……優花の残してくれた伝言に安心したオレは、全身の痛みを気にしながら、病院の天井に目をやる。


    　怪我はしているが、不思議といい気分だった。


    　あんな恐ろしい男たちを相手に、オレは逃げずに戦えたんだ。死ぬ前に後悔しないように、これからは、今まで逃げ続けてきたことにだって立ち向かえるんじゃないか。


    　水みず原はらには、水原プロなんて辞めてやると、今度こそはっきり言ってやる。


    　いつかは書くと言い続けて、ずっと書かないままでいたヒーロー物の脚本も、今度こそちゃんと書く。


    　ああ、そうだ。今度の戦いをヒントにして書いてみてもいいな。


    　それから……。


    　自分がやるべきことを考え続けていたオレの耳に、病室のドアが開く音が聞こえた。


    　ドアのほうへと目を向ける。


    「一いち郎ろうにいちゃんっ！」


    　お見舞いにやってきたその少女は、オレの顔を見て、嬉うれしそうに声を上げた。

  


  [image: ]


  
    中沢　健


    Takeshi Nakazawa


    



    作家・脚本家。誰にも信じてもらえないけど、ヒーローのように生きたいという気持ちは持っています。著作に『初恋芸人』『キモイマン』。脚本作品に『ウルトラゾーン』『ガルーダの戦士ビマ』『燃える仏像人間』などがある。

  


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    キモイマン　２


    



    ２０１７年６月30日　電子書籍版発行


    著　者　中沢　健


    発行人　立川義剛


    編集人　野村敦司


    編　集　濱田廣幸


    発行所　株式会社　小学館


    　　　　〒１０１‐８００１


    　　　　東京都千代田区一ツ橋２‐３‐１


    　　　　s-ebook@shogakukan.co.jp


    



    底　本　２０１７年６月25日　初版第１刷発行


    



    ⒸTAKESHI NAKAZAWA 2017　ISBN978-4-09-451682-1


    



    



    ※製品版の巻末についている『ガ報』の情報は底本発行日時点のものです。


    ※ご注意


    本作品の全部または一部を無断で複製、転載、改竄、公衆送信すること、および有償無償にかかわらず、本データを第三者に譲渡することを禁じます。


    個人利用の目的以外での複製など違法行為、もしくは第三者への譲渡をしますと著作権法、その他関連法によって処罰されます。

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    ガガガ10周年電子特典　カバーイラスト

  


  [image: ]


  [image: ]

OEBPS/Images/i-0225_01.jpg





OEBPS/Images/i-0037_01.jpg





OEBPS/Images/i-0097_01.jpg





OEBPS/Images/i-0072_01.jpg
o





OEBPS/Images/i-0077_01.jpg
!
==

ﬂw%fm
P

~






OEBPS/Images/i-0243_01.jpg





OEBPS/Images/i-0001_01.jpg
#’E’WJZ





OEBPS/Images/i-0136_01.jpg
i wE





OEBPS/Images/i-0010_01.jpg





OEBPS/Images/i-zzzb_01.jpg





OEBPS/toc.xhtml






目次





		Start



		序



		第一章　東京



		第二章　仲間



		第三章　躍進



		第四章　疑心



		終　章　ヒーロー



		奥付



		ガガガ10周年電子特典　カバーイラスト













OEBPS/Images/i-zzzc_06.jpg
SEE. (B

FEAE®ANE

LEAES. B e Eb->THnc [N
I ANEERM ALV BRERH B i«
TVEW, ¥

Z3%00 200 %850 *% 50

HULRAHAXELRKHP, GAGAGAWIREE
TE &L, D http://gagagabunko.jp/

[EER2017F9A%Hussas)

AN EDRFT D EBEBFEETHISHREDIN

PSS B

LTEY!

I'Amazon Kindle X b7 |[{2{REIEkinoppy|[BOOK*WALKER]
[%Xkobol[iBooks|iF & CHUEHR! SEEEAEABURIEILAFETY!

ERAONS-DiR,SIME/IDISAMES SR

AXEORFHTI (B 1 8HERT) DEFEEL, ZOADRERREE(C
EfEH. RICEDHETPEEDOH TN T AICEFEETCHBRULHSEITET,






OEBPS/Images/i-0006-0008_01.jpg





OEBPS/Images/i-zzzc_05.jpg
HENZESTH/AL

BHA KA

Tl e M HEET LI,
TOIRBICEESLHHEIBLD |
NAEM ST WAEV WD,

BhAHAE

[REELDFIC AT —VDEART
HoTHRLV | ZALBWOEELEN
DO TRSEBICTEI LB T

i
.‘,”7’;3?5371 E Al—‘
, ﬁﬂﬁ77/’9/—
\ /X Gi
N

w5 <
Y

Fﬁ
2
Aé 7 5
//// ; = 7 (C
= §~|a<n5|§m:|‘y:rysma~:| Y %4 WL, "
./‘,\ W) \ S RRRFNEHDEDTIL)





OEBPS/Images/i-zzzc_07.jpg
)
GAGAGA

H%%H<k

| T RBHRBHEXARBAS76
. BiEES:075-925-1717

g EREH108~228 EHRRERBLL §
{ URL:http://www.books-ogaki.co.jp/
stores/aeonkatsuragawa/

15 BB NI, 7N

R
USRI — N SIS 9 r O

BERN NN

ACOvRSY
o

ook
AESHINTIHEDD

Yy —

17 U< AR S 2
[FARZEWHBEED
AL VR R
R D7 = A%
W A F4 T
LTwELZ. £S5
BB TS

AHIEIFOOBETTS

Engmoay

DTV ITU—oTERDEHKREHSIEVDIC, FERHNERDENT
RYRTBERESELEVKSICLTVET . (5)
EBEIEEZSDAIEONDENT S, eBADADDIFEILAIEERS, (%)
FHREIORPERIEE DAL —DARDRAT LA T

E3FOBDELEEIC 0 GB)

EIDLBERDBEICVVDWV 1111y (B)

SRR — LD ECENEAEL TS (8) ' —
BISEHEHTT W LKSHATHRETETLES, (V)
HEEDSTANSHATHE7F01E. B TIT/ \F/\+OEEERDRY ! (A)

fER - AFARL—2—ANT7 /L 5— BBEEIS
LIFOREEIC. (FEBRERRNDIX. H:EYSTEELS

T101-8001 REMBFABR—V152-3-1 MEEADAXEREBOOO(fFE4)E






OEBPS/Images/i-0009_01.jpg
+ AR 24#0
s CH IR 17
E‘b’)/cl 1%0

X Cad A = 35

IREXM
25, fLoyAA,
TR> ¥ a4 g)
#E,

Takeghi Nakazawa
v

i
Illust. Jfpote

na @5 3T

w =
27k

e vl
Hﬁiﬁmﬁjm%ig/\o






OEBPS/Images/i-0016_01.jpg
i 1 ik oz





OEBPS/Images/i-zzzb_02.jpg
R l& - y / N >~
IS
h:»._ ! w Hv wheoAsV \ \

LR w\@.ﬂ .

\

N

o






OEBPS/Images/i-zzzk_02.jpg





OEBPS/Images/i-zzzb_03.jpg
b

AR

|
o
g
sfe
o
g i

NN

REHHINP<DRBOC L

| | D24 Bl —— SR e .

N SUIHKHIHT R DY B S UL P
VOQCEIRODKLL0RIRoR°
HELIOS (R0 FHE-HU O
“mﬂtn.vkb,ﬁmz_._:f._cﬂfl o

ZLDOBHENTRR AL | 4
CFOURMRZESZ B

T ZF611M)+8E






OEBPS/Images/i-zzzc_03.jpg
BD¥1§. 8/23%91:3!

[#B7 b L [CEDYEOBDHELBEIRF! /NSAX
[PhL YEF=VT B EVR=ET U] biFsFRTEH!

Efi:18,500+8: URSREE: 38 1 B~ SHOHE

* [MEREEERFR] @Y NFTYO—HETALIRMBOXOHREE

HETALAF—Sr Ty OMT—BETALF5YCDORN100PT Y

ILvb@[ 751031527 | CD (TwitterREENMFFR)
'v70P,/ED®PV#®ROBOCON 30thiEPV
HERBRICKYFELLETTRBEFTEVET

SOXSIV) 2O FETEIARER
L= O.I e U JJ.;lelw dd
OIEADACHETALAFAMAY—T OHFPE—HETALT VNV I HOFR
FAAT2H+HBRRHRT <RI 18
* [$41] @270y 7OP&ED@OAIRAN vV F =T =0 J @/ T AV T IV T4
VG (BTSN—2aY) @/ 7O T LU TF1 ) #@R—32) OPVEEGOBECM
@BIu-ray&DVDEHCMOEH A N MG @ HCD:web T V4 [RRERELER
9%, 5% FIOHRBDIEIE504. 7l [EREEDIE>570F . | HimiR) FTALIR
82 (Mp3F—LICTUR) @AYTFNTYILY M A FAME, F+ 57 8—BMED)
I O M. MN¥ERE/PRYIOBERRRBEEHF>TLE K






OEBPS/Images/i-zzzk_01.jpg





OEBPS/Images/i-zzzb_05.jpg
=

r)
viom D

O

€. 5

FDERHEEBIEVEHD
Jrara AN

BRELH

B
th
&
fafa
P
9]
i
g
B
£l
B

J1EVS. BDES

L8

sz2nTea
| ]

U

B3

T
SO





OEBPS/Images/i-0195_01.jpg
ik E ot

i





OEBPS/Images/i-zzzc_04.jpg
YOVIVY

-1
=
(-}
=
-}
=

“idN ANI1

[P DfDUICRISTERR] T2i50E 8
=EBBVPIS (SN ARSI pyac ket

[DEcewEERDEU! 2T
Ez?dﬁ*fﬁ A5 ﬁiﬁﬁo. a)axﬁreﬁ:uaamﬁtw

il T 7= U R LIRS

Bita D3 L5 . 5IETHDDHK EATU—

& Hi— 1SzrEDBEE — DR, ZhEREDALEE
[E.%t E.%J:E.%t BEE5] Eaa;!}ﬁﬁé”,?;”ri%%l
= /lEBA S TEEE nczx;%&um;ggf

S Y w T ] SHFTATRE 7XU
[RW BY t h e S esslio I'I] gg.ss;w\ggv%ge%;ﬁ
=PIEER) (S PRTZRER XN -

[RfE:Monty Oum & Rooster Teeth Productions

=60 wove ] BEEHEERENES A

[U’f O7DEEEF ~icnaBn1y1vERE~ ﬁﬁﬁﬁgg lmggg?/%
O J == ARy

E:Eﬁﬁ 451|~:5l§3l£r.: n‘bm,‘ak;éfeﬁumrzﬂ

EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEENEEENEEEENEEEENEEEEEEETR

(RiEHRESEKRTE 0

BULBALES T 1

L ehr s (A RS 52035

A B0 F ES

[ S ERERE. 0ESAT.®] o

I NUVRUTITREREEICIERDTENHDET .





OEBPS/Images/i-0063_01.jpg





OEBPS/Images/i-zzzb_04.jpg





OEBPS/Images/i-0003-0005_01.jpg
S»EM
‘,W:m






OEBPS/Images/i-zzzc_01.jpg
EONTELENVKZOBOBSH DR TTH . Chbife
DHOESHTIREVEIICBAET B TIMEFLKETOR
DRBPEVIEMOHICREBBSELIALRIEZEDOHEC
RONFTH CCTRERRASATVERABSETEE DY
ERAICESVEFROEMORE. LDOE TS PEOE
A LEERIALT. BBBDAESERFIBRAICHEEFSR TS
DT ZRIRBERCENETH, BESTTIRERINDITR
MEBWTITRELBER V] OTIREL AL B[RO LR
DRED LI EFISBEL D SDTLEIZLT . ZDIFAM
FERTHIBHERIEICHIDLLERZATVET,

RECAOBHBERH SR AR R FREBIEXILEVESEEVLL
WTWEDT[ZIVIRFEENES L BoTEEABYTYT(ERIL TVET,

/1 C \ | =P |

BNZDAFANEBRYIC R EZICRV DL EBRHASHICE—1 XED
Z55EAEEOMVOERBESATIN EALTIELLIOI BITRCAVTVEL
ZOFABF BHORDEDETT REMDTINER L& LELS BRIBZ—IIXEND ERSRIZLATICRBOBKERITT
—DOBREANHE ZLTEHOHEVRETAEL LY WER T T REICTABIEEE 2 THELL[1 TN DPUET B
LOZZIRRNBEILERETTRE BOEDOTHREEE BB F—TIXTITHEARLTIETFIRERBELI S, [E5TT Rl
FBIDNTIELILRVER— DV BBSADIXE] D EZZEEDNBERBUOEEATLAIERSTEATChELL ZOLX7F715%
HWHPATVEDTYT  RVREZEICATLLZICTASR R EQOEDRNIEATVSLIICBULDRRORDEVTHEIERMLLEZS
SHCELLVEBEANDIAE . COXRESEBTBLIL(ITA W T RICEELAZ N X+ SORE, BEASBUTVELETIEENTT,
DHLOBEBIEST ROBRICSSENREPTFMYrEE
ENEDIREBZAIRELUADERPSELDFHRAED v~
T—-DENDFoTELOERLTHETREVIT T,

DROEDERBBALEACBEH TN LZEFEVDTEH,
IREBIZD2ZATHSLD BB TTTETHHUNTVTT,






OEBPS/Images/i-0002_01.jpg
w=2 PH
onz

w=2 JiE
136

woE Fhb
195 ) ‘k

225

desion HRELYI+EICSHHIE
SHIT7741R)





OEBPS/Images/i-0279_01.jpg





OEBPS/Images/i-0119_01.jpg





OEBPS/Images/i-000a.jpg





OEBPS/Images/i-0259_01.jpg





OEBPS/Images/i-0175_01.jpg





OEBPS/Images/i-zzzc_02.jpg
7 i

REOFERBDE. ZAVEHBEMEDH D5, E55DKDRLDHELSFE
RBRALDEBZEAUEIT TOE T L TP, 7= XDEH, REEZDDOLHEE
FHENG - ELVSDIFTSEDEHIFTE S,

HF (FRR-ROF#-161)

SERICEOHBH. Chh
BNEELHCESTNDIRIF TAEDR
gﬂf \ FEEZEBONET . RACHELL
2 LHDRTY . EVRITITE
RENSREICaIFT.
HBEDOTwitter7hHH bk
BEEECRTEEBE—L. FFHAN
[C59

18%
18%
(o)
6%

- o

=15 BR{E/\AF, Twitter CRES ICANTH VN EZBNTEDTTEL,
Bl Sl DBEMZFEMDHERERLEI .

SRKBE

71, RIS HERICEIT
BLEWSDIE, COHDZERITIHS,
fERICEST—EIEL
HEBRRLDEHERITY,
FHTNBLLE AR,
BEICENZDEY A VT—ILDH!!

ZOMDEERDHSDEIZIS. RESBOY(GAGAGAWIRE) TRSNE T,

Twitters/\#
FTROANDE
RiEKEEN3!

ERg

(RUILT—IL165R)

> e,
¢3 i S =-

= HEZE
L 452N Mika Pikazo





OEBPS/Images/i-0157_01.jpg





